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杉並区自然環境調査報告書

－人間と自然との豊かなかかわりをもとめて

昭和63年3月

東京都杉並区都市環境部
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発刊にあたって

最近、潤いややすらぎのある快適な生活環境の創造を求める声が高まっています。

快適な生活環境は、生活の一面のみが満たされればそれですむというものではありません。

安全、健康など生活上の基本的な要求はもとより、整備された街並、公共交通の充実、美し

い景観ゆとりある空間、豊かな自然などが整ってはじめて実現するものと考えます。

この報告書は、この中の自然、特に‘‘杉並の自然”について調査したものです。都市化の

進展とともに失われつつある現在の‘'杉並の自然，，を明らかにし、記録に留めることを目的

に取り組みました｡60～61年度の2カ年をかけて、植物・昆虫・クモ・野鳥について現地

調査をし、62年度に取りまとめました。また、昭和57年度に行った河川生物調査の概要、

それに区民の方々の協力を得て行った小動物に関するアンケート調査結果も併せて載せ、杉

並の自然をできるだけ総合的に把握するように努めました。

この報告書が単に調査だけで終ることのないように、最後の章で、都会のなかでいかに自

然の保護や回復を図るべき力、その基本的な方向とその提言にも触れてみました。

多くの方々に読まれ、様々なご意見が寄せられ、少しでもよりよい杉並区を実現するため

の契機になれば幸いと考えています。

最後に、この調査に携わった杉並植生研究会、むさしの自然史研究会、杉並蜘蛛研究会、

杉並野鳥研究会の方々のご苦労、そして、調査地を提供してくださった大学、学校、神社、

お寺の管理者、および区民の皆様のご協力に厚くお礼申上げます。
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はじめに

自然環境の重要性が改めて認識されつつある今日、都市の自然をまもり、育くむ努力

が各地で活発におこなわれている。しかし、緑地空間の確保を前提とする環境保全の方

向性に対し、現今の社会情勢は極めて厳しい状況にある。

そのような情勢の中で、僅かに残された自然を保全し、また更に創出してゆく為には

どうしたら良いのか、その手掛りを見出そうとしたのがこの調査である。

その為にはまず、杉並区の自然とはどのようなものか、何が、どこに、どのくらい分

布するのか、その現況を正しく把握する必要があった。そして、更にそれらがどのよう

な環境と結びついて生活しているのか、生態系としてのまとまりはどうか、といったよ

うな点についても合わせて調査の課題とした。

対象とした生物は、植物（高等植物・蘇苔類）、クモ類、昆虫類、両生類、爬虫類、

鳥類、哺乳類、そして水生生物（魚類・底生動物・付着藻類など）の各々であるが、調

査の精度は各分野で若干異なる。

また、調査の対象地点についても各々の特性に応じて異なっている｡しかし、いずれ

の場合も区内の代表的な環境を中心に調査を実施しており、杉並区の生物相についての

現況はおおむね把握されたものと考えられる。

末尾に、これらの結果をもとに検討した杉並区における自然環境の保全と創出につい

ての提言をまとめたが、これらはまだ試案の段階である。今後は補足調査を含め、更に

詳細な調査を実施して自然環境の創出についての具体的な計画に役立てる必要がある。
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I 調査の概要

今回の調査で主として対象にし、現地調査を実施したのは植物（杉並植生研究会）、クモ類（杉並

蜘蛛研究会）、昆虫類（むさしの自然史研究会）、及び鳥類（杉並野鳥研究会）の各々である。しか

し、ここでは杉並区の生物相の特性を把握するうえに欠かせないと思われた、両生類、爬虫類、哺乳

類、及び水生生物についても検討の対象に加えた。このうち、両生類、爬虫類、哺乳類については、

区民の方々の協力を得て実施したアソケート調査の結果を対象にし、水生生物については昭和57年に

まとめられた既存の報告書によって概要を把握した（表1）。

この他、調査期間中におこなった様左なアンケート調査の結果についても解析の対象とした。また、

地形、地質、気象、土地利用等の環境条件についても既存資料をもとに簡単な解析を加えた。

表l 調査項目

内項 目 容 調査年度

植 物 植生基礎調査（杉並植生研究会）

現地確認調査

アンケート調査〔春の野草、初夏の花、秋の野草〕

クモ類調査（杉並蜘蛛研究会）

アンケート調査〔オニグモ、ジョロウグモ〕

昭和60,61年度

昭和62年度

昭和61年度

クモ類 昭和60,61年度

昭和61年度

昆虫類 大型昆虫及び地表性甲虫等調査（むさしの自然史研究会）

文献調査

アンケート調査〔セミのぬけがらしらべ〕

昭和60,61年度

昭和60,61年度

昭和61年度

鳥 類 野鳥基礎調査（杉並野鳥研究会）

現地確認調査

アソケート調査〔ツバメの巣しらべ烏の食性調査、烏の

集団ねぐら、冬の烏餌台にくる烏〕

昭和60,61年度

昭和62年度

昭和61年度

両生類 アンケート調査〔小動物の生息調査〕 昭和62年度

爬虫類 昭和62年度アンケート調査〔 〕〃

昭和62年度アンケート調査〔哺乳類 〕〃

水生生物 資料調査〔杉並区河川の生物一河川生物調査報告書〕 昭和57年度

地 形

地 質

気 候

土地利用

資料調査〔新修杉並区史一上、その他〕
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II 調査地域の概況

1．位 置

杉並区は東京都23特別区の西端に位置し、中野区、渋谷区、練馬区、三鷹市及び武蔵野市に接

している。東西7,508m、南北7,159m、面積33.54km2で、特別区の中では世田谷、足立、大

田、練馬、江戸川、江東、葛飾に次いで8番目の面積を有している（図1)｡
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図l 杉並区の位置

2．地形・地質

杉並区は関東平野の南部にあり、地質的には武蔵野ローム層及び立川ローム層と呼ばれる、富士

・箱根火山活動に伴う火山灰を起源とした関東ローム層に被われ、武蔵野台地面に位置している。

標高は約20m～50mで西側に高く東側に低い、概ね平坦な地形である（図2)。

台地面は北から妙正寺川、善福寺川、及び神田川の河川によって開析され、河川周辺は谷底低地

（沖積低地）となっている（図3)｡

3．土 壊

杉並区には火山灰土壌である黒ボク士（黒色腐植層50cm以内）が分布する。しかし区内の大

半は宅地化され、人工改変されている。そのため自然な形態をもった土壌は北西部の善福寺公園を
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中心とする地域及び南西部の神田川周辺を中心とする地域に残存しているのみとなっている（図4）

4．気 候

杉並区は比較的温暖な関東平野の中でもやや内陸に位置するため、山地ほどではないが沿岸部に

比べると比較的冷涼である（図5）。

杉並区の気温測定結果（1977～1987年、杉並区上高井戸2－16－13、富士見丘測定室）によ

ると、最寒月は1月で平均4.0｡C、2月も4.1｡Cと同程度である。最暖月は8月で25.4｡Cとなっ

ている。これは、東京の気温として公式に発表される気象庁（大手町）での観測値（平年値）より

わずかに低い値となっている。降水量については、杉並区の適当な資料が得られなかったが、「新

修杉並区史（上）」によると、気温ほど地域差がみられないとされることから、概ね年間’'500

mm前後で、6月（梅雨）と9月（台風）に多く、12～2月（冬）と7月（夏）に少ない降水パタ

ーンを示すと思われる（図6)｡

5．土地利用と緑量

市街化の進む東京都では、区部の89.6％が既成市街地となっており､緑地は約5％にしか過ぎな

い（「東京都緑の倍増計画」1984による)｡東京都の緑地（樹林．草地．水辺地等に被われて

いる土地＝緑被地）の変遷をみると、1932年頃は山の手線の内側が市街化された程度で、そｵ'より

西側はまだ殆ど緑に被われており、30年後の1962年には杉並区まで市街化が拡がり、更にその7

年後の，鯛9年には急激に市街地が拡大したことがわかる。これは､東京オリンピックを境として起

きた顕著な変化であり、この時点で既に市街化・都市化によって緑が身近にみられなくなったとい

える（図7）。

このような変化を杉並区に限ってみると図8のようになり、1963年には約37％であった緑被率

が、約25年後の1987年には約20％とほぼ半減している。ただ、杉並区の緑被率は、西に濃く、東

に薄い東京の緑の分布の中ではほぼ中間的な位置づけとなり、区部の中では隣接の世田谷区などと

ともに緑の多いブロックを形成している（図9)｡

次に士地利用の変遷を地形図によってみてみると、明治'9年頃は林や農地等の自然、半自然面

が大半を占め、中小の河川が複雑な流れをみせていた。この当時は、これら中小河川の水利に依存

した農村的な土地利用であったことがわかる。これが、大正末期～昭和初期の鉄道の開設や、関東

大震災に伴う人口集中部からの人間の流入などにより、昭和7年発行の地形図をみると、鉄道（中

央線）沿線を中心に市街化．宅地化がみられ、これに伴って河川域が縮少し、農地や樹林も減少し

ている。さらに昭和61年には、ほぼ全域が市街化･宅地化されている（図'0）。

現在の杉並区における緑の分布状況を図11に示した。

いくつかの特徴を上げると、北西部の善福寺公園を中心とする地域には緑塊と水面(池）が広く

残されており、この地域が杉並区の緑の核になっていること、また、善福寺川沿いには公園緑地、

社寺林などの緑塊が比較的密度濃くみられること、そして南西部の久我山・高井戸一帯には広いグ

ランドや、屋敷林、畑などの自然面がやや多く残されていることなどである。これらの諸点は数少

ない杉並区の緑を特徴付ける大きな要素となっている。

○
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図2 杉並区の地形図
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出典：都民を公害から防衛する計画（1973）

図7 東京都の
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図10杉並区の地形・土地利用の変遷
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III杉並の生物

1．植 物

1）調査内容及び方法

杉並区には北部地域に屋敷林、南部地域にグランド、また河川沿いには公園などの緑地が分布

している。植物の調査はこれらの中から500㎡以上の広さを有し、且つ杉並区を代表すると考え

られた緑地37地点、並びに草本を主体とした緑地である神田川、善福寺川、妙正寺川の河川沿い

12地点、同じく井の頭線沿いに5地点の、計54地点を対象とした。このうち、高等植物（シダ

植物、裸子植物、被子植物）では50地点、蘇苔類については29地点について調査をおこなった

（図1，表3）。

調査は、’85年から'86年の2年間にわたって実施した力、対象とした地点が限られている為、

これによって杉並区全体の植物現況が全て把握されたとはいい難い。しかし、区内の主要な緑地

を対象に調査を実施していることから、その概要についてはおおむね明らかにされたものと考え

られる。

以下に、高等植物並びに蘇苔類の調査内容及び方法について述べる。

(1)高等植物

シダ植物、裸子植物、被子植物を対象に各地点の生育種並びに種組成の内容を明らかにした。

調査は2年間にわたり春、夏、秋の各季におこなった。なお、杉並区はこれらの調査と同時に

区民の協力を得て、植物のアソケート調査（春の野草・初花の花・秋の野草）を実施している

が、ここではその結果についてもあわせてとりまとめた。

① 生育種の調査

各調査地点の生育種を明らかにし、杉並区の主要な緑地における植物相を把握した。同時

に、そのなかから注目種や帰化植物を抽出し、植物相の特性を明らかにした。なお、生育種

については植栽起源であっても、調査時点において野生状態で認められたものはすべて対象

とした。

② 種組成の調査

各調査地点における生育種の被度と群落階層について明らかにした。更に、この結果から

各地点間の類似性を求めそれらを類型化して、各々の特徴を明らかにし、種組成からみた各

地点の位置づけを試みた。調査に際して区分した群落階層及び被度（量）の内容は次のとお

りである。

■ 階 層

1層（高木層） 高さ約10m以上

2層（亜高木層）高さ約3m以上

3層（低木層） 高さ約1m以上

4層（草木層） 高さ約1m以下

－13－



■ 被 度

5 調査地域の1／2以上を占めている

4 調査地域の1／5以上を占めている

3 多 い

2 やや多い

1 少ない

＋ 1～2本

なお、被度については後の解析に際し類似度や多様性の算出をおこなったが、その場

合に必要になる優占度は次のように換算して用いた。

表1 被度の優占度換算

優占度指数

750

350

150

75

25

5

被度（％）

100～50

50～20

20～10

10～5

5～1

1以下

内 容

調査地域の1／2以上を占めている

窪－５ｌ４ｌ３ｌ２ｌ１ｌ＋

調査地域の1／5以上を占めている

多 い

やや多い

少ない

1～2本

②蘇苔類

樹林域を対象とした各調査地点の生育種及び種組成の内容を明らかにした。調査は、夏1回、

2年間にわたっておこなった。なお、’86年度着生コケ類については各地点内の特定の樹木を選

定し、その樹木に着生するコケ類の種類と優占状況を記録した。

① 生育種の掴査

各調査地点における生育種のリストアップ・を目的としておこない、そのなかから注目種や

着生コケ類を抽出した。着生コケ類についてはその出現種数から都区内における位置づけを

試みた。

② 種組成の調査

各地点における解苔類の定性的な出現状況および着生コケ類の種組成（種類と優占状況）

を把握し、これらの結果に基づき各地点の類似性を求め、類型化をおこなった。更に各々の

特徴から各調査地点の杉並区における位置づけを試みた。

なお、着生コケ類の優占状況は次の区分に従って記録した。

■ 優占状況

1（稀） ごく稀に出現し、優占度もきわめて低い。

2（やや多）普通に見られるが、優占度は低い。

または局地的に優占する。

3（多） ほとんどの樹木に見られ、優占度も高い。
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③主要調査地点におけるケヤキの活力度調査

生育樹木の活力度状況をみるために、植物の主要調査地点(28地点）を対象にケヤキの活力

度調査をおこなった。対象としたのは胸高直径30cm以上のケヤキ、延べ650本である。また、

活力度の判定基準は表2に示したとおりである。

表2樹木の活力度の判定規準

枝が円錘状または卵型にこんもりと広がっている。樹冠に欠損がまったくみられない。
生々とした縁葉からすべての葉がなる。
1．および2．のいずれも満足するもの。

樹冠にやや欠損部が認められるか、樹形にわずかなくずれがみられる。
葉の一部に茶褐色のものが混るか、一部の枝から完全に葉の脱落が認められる。
1．2．のいずれかに相当するもの。

Ｌ
２
３
ｌ
Ｌ
２
３

0

1

1．樹冠の一部が明らかに欠損し、樹形のくずれも著しくなるo
2．大きな枝の一部が枯れ始め、茶褐色の葉が多い。
3．1．2．のいずれかに相当するもの。

２

1．樹冠が完全にくずれている。

2．樹冠の1／2近くが失われ、残りの葉も通常茶褐色となってしまったもの。
3．1．2．のいずれかに相当するもの。

3

葉の完全に欠落

残存す る葉も褐変したもの

した枝の方が多く、

の方が多
幹がよく見える。

4
いo

3．1．2．のいずれかに相当するもの。

1．すべての枝に葉が残っていない。
2．枯死、伐採されたと確認された新しい切株。
3.1.2.のいずれかに相当するもの。

5

出典：「芦原町の自然環境および住民の健康調査報告書」（1984）
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表3 調査地点一覧
年
月

類
稲
６
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

茎
ロ
年
月

蘇
開
６
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

月
○
○
○
○
○
○

１ １

年
物
髄
月
○
○
○
○
○
○

１
（
×
〕

高 等

’85年

8月 10月

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

植一一里一○’○’○’○’○’○’○一○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○一○’○’○’○’○’○

地点

No．
調査地点名 所 在 地 塑○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○’○

６２
６
９

２
４
０
７

６
１
１
１
３
３

１
３
９
６
３
５
０
８
’
一
一
３
０
２
５
８

６
９
３
３
１
１
４
９
１
５
ｔ
６
２
７
１
１
２
１
１
７
２
３
２
２
１
５
１
３
８
１
５

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
Ｊ
一
一
一
‘
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－

２
３
２
１
４
２
１
２
４
３
谷
２
４
２
２
西
東
４
２
２
２
１
１
１
２
１
３
１
１
戸

寺
萩
川
草
草
ヶ
前
草
山
戸
戸
西
東
宮
内
里
内
描
木
井

福
〃
〃
″
井
井
〃
〃
佐
〃
井
我
〃
井
井
〃
田
田
〃
〃
〃
ノ
〃
ノ
ノ
高

善
上
今
下
上
阿
宮
下
久
高
高
成
成
大
堀
梅
堀
永
松
下

l 東京女子大学

2 善福寺上池

3 善福寺下池

4 井草八幡

5 荻窪八幡

6 観泉寺

7 1 邸

8 A 邸

9 N 邸

10 K 邸

11 M 邸

12 Ai邸

13 U 邸

141g邸

15 玉川上水

16 大蔵省グランド

17 浴風園

18 三泉渕公園

19 三井グランド

20 善福寺川公園（上）

21 善福寺川公園（下）

22 和田堀公園

23 大宮八幡

24 和田堀公園予定地

25 済美山雑木林

26 富士銀行グランド

27 済美教育研究所

28 真盛寺

29 妙法寺

30 築地本願寺

31 公園予定地

32 塚山公園予定地

33 神田川 1

34 神田川 2

35 神田川 3

36 神田川 4

37 神田川 5

38 神田川 6

39 善福寺川 1

40 善福寺川 2

41 善福寺川 3

42 善福寺川 4

43 善福寺川 5

44 妙正寺川

45 井の頭線 1

46 井の頭線 2

47 井の頭線 3

48 井の頭線 4

49 井の頭線 5

50 Mo邸

51 妙正寺周辺

52 荻窪白山神社

53 大田黒公園

54 その他

○
’
○
’
○
一
○
’
○
’
○
一
○
’
’
○
一
○
’
○
’
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
一
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
一
○
’
○
’
○
一
○
’
○
一
○
’
○
’
○
’
○

○
’
○
’
’
○
’
○
’
○
’
’
○
’
○
’
○
’
○
’
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
’
○
’
’
○
’
○
’
○
’
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
’
○
一
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
一
○
｜
Ｑ
○
’
○
’
○

○

階
匡
惇

３
４
３

２
３

１
４

２
３

１
４

草
水
荻
窪

○
一
○
一
○
一
○

l

l
l

｜

’’
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の 調査結果及び考察

(1)高等植物

① 生育種

各地点に対する調査によって、生育が確認された高等植物は131科791種であった(表4）。

区内全域をくまなく調査したわけではないので、更に詳細な調査を進めることによって新た

な種類の出現は十分に期待されるところだが、今回の調査によっても区内の大半の種類は記

録されたものと思われる。

表4高等植物の出現種数

シダ植物

銅一隅一”｜銅一銅一蹄

罐一癖艫一琿一啼砺

裸子植物

被子植物 単子葉植物

双子葉植物

’
離弁花類

合弁花類

合 計

以下に、出現種の主な特徴について示す。

I 杉並区内に広く分布する高等植物

杉並区内に広く分布する種類はハルジオソ、ツユクサ、ヤブガラシ、ドクダミ、カタバ

ミ、ヘクソカズラ、セイヨウタンポポ、アズマネザサ、ヨモギ、メヒシバ、ミドリハコベ、

ハキダメギク、イヌタデ、ノゲシ、アキノエノコログサ、コメヒシバ、コヒルガオ、オオ

バコなど、路傍や荒地に生育する草本類が主体となっている。これらの高等植物は､'85年、

’86年に実施されたアンケート調査の結果でも区内で最も普通に見られる種類となっている

（図2)｡

li 注目種

区内に生育する植物の中で、元来分布域が限られ、数が少ない種類あるいは以前は広く

分布し数も多かったが、現在ではその生育地の狭小化に伴って減少してしまった種類を注

目種としてとり上げた。図3に注目種の確認地点を示したが、それらは善福寺公園、

東京女子大学、玉川上水、大蔵省グラソド、三井グラソド、済美山などに多く見られるよ

うである。また、注目種のうちノアザミ、ノハラアザミ及びホタルブクロについては、先

述したアソケート調査の対象種にもなっており、その結果によるとノハラアザミ、ノアザ

ミは河川沿いに、またホタルブクロは規模の大きな樹林域に各々分布する傾向が見られた

（図4）。なお、注目種の多くは樹林性（ヤマホトトギス、エビネ）、林縁性（ホタ

ルブクロ）あるいは水辺性（ミクリ、マコモ、コナギ）など、区内では減少の著しい環境

に生育する種類が中心になっていることから、当該環境の保全には十分な配慮が望まれる0
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●注目種の生育地

1．エビネ、ヤマホトトギス、ヤマジノホトトギス、ヤマゴボウ、ヒメウズ、ヒトリシズカ、
ホタルプクロ、ツリガネニンジソ、アキノタムラソウ、ノアザミ

2．ギンラソ、ワニグチソウ、ヤマホトトギス、ヒメガマ，ミクリ、ナソバンハコベ、イヌショウマ、
ノハラアザミ

3．ヒメガマ、ミクリ、マコモ、ヒメウズ、ミズタマソウ、ヒトリシズカ、カソトウヨメナ
4シュンラン、アキノタムラソウ

5・シュソラン、ニリンソウ、ヒトリシズカ

6．ワニグチソウ、ナルコユリ、イカリソウ、フタリシズカ、ノアザミ
7.マメヅタ、シュンラン、ヤマジノホトトギス

8．ヤマジノホトトギス

9．クロモジ

’0.シュンラン、エビネ、エンレイソウ、ヒトリシズカ、ホタルブクロ
'1.ムラサキﾐﾂﾊ、ｼｭｿﾗｿ

’2・イカリソウ、ホタルブクロ、モミジガサ

14・ノァザミ

’5．アマナ、チダケサシ、ヒトツバハギ、ナツトウダイ、フタリシズカ、カラマツソウ、ホタルブクロ、
ツリガネニンジン、アキノタムラソウ、ノアザミ、ノハラアザミ

’6．ワニグチソウ、カタクリ、キツネノカミソリ、イヌショウマ、イチリンゾウ、サラシナショウマ、
イカリソウ、ホタルブクロ

17.ホタルブクロ

’9．カニクサ、キンラン、ギンラン、コナギ、チダケサシ、フタリシズカ
22．ヒメガマ

23．クロモジ、ハリギリ

24．ムラサキミツバ

25．ツリバナ、イカリソウ、ヒトリシズカ、ツリガネニソジン、オヤマボクチ、ノノ､ラアザミ
27．オモダカ、ニリンソウ、ヒトリシズカ、ハンケショウ、ホタルブクロ、ノハラアザミ
28．コハナヤスリ、シュンラン

29．ノハラアザミ

釦．ホタルブクロ

32．ギンラソ、シュンラン、ケンゲ

36．コマツナギ

39．オモダカ、コナギ、ヤナギモ
40．カニクサ

41.ヤマゴポウ、シロバナスミレ

42．シロバナスミレ

44．ノアザミ

46．ハソケショウ

47.カラマツソウ、ノアザミ

49．カラマツソウ、コマツナギ、オニシバリ、ホタルブクロ

図3 高等植物注目種分布図
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ホタルブクロ

（

図4ノアザミ、ノハラアザミ、ホタルブクロの分布状況（'85、'86年のアンケート調査より）
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■ 元来区内での分布が限られ、数が少ない種類

コハナヤスリ （ハナヤスリ科）草地など日当りの良いところに生育する。

真盛寺に群生しているのが確認された。

マメヅタ （ウラボシ科）樹幹・岩上に着生する。

I邸に生育しているのが確認された。

ミクリ （ミクリ科）ヨシなどとともに水湿地に生育する。

善福寺公園、上池、下池に生育しているのが確認された。

ナソバソハコベ（ナデシコ科）林の縁など日当りの良いところに生育する。

善福寺公園（上池）に生育しているのが確認された。

ヒトツバハギ （トウダイグサ科）丘陵地の日当りの良いところに生育する。

玉川上水に生育しているのが確認された。

ナツトウダイ （トウダイグサ科）山地から丘陵の比較的日当りの良いところに生育する。

玉川上水に生育しているのが確認された。

シロバナスミレ（スミレ科）水湿地に生育する。

善福寺川の河辺に生育しているのが確認された。

ミズタマソウ （アカバナ科）湿った日陰に生育する。

善福寺公園（下池）の湿ったところに群生するのが確認された｡

ハリギリ （ウコギ科）山地に生育する高木。

大宮八幡の善福寺川沿いに生育しているのが確認された。

ムラサキミツバ （セリ科）ミツバの変種

M邸に生育しているのが確認された。

カソトウヨメナ（キク科）山地から平地に生育する。

善福寺公園（下池）に生育しているのが確認された。

オヤマポクチ （キク科）山地に生育する。

済美山の林の中に生育しているのが確認された。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

■ これまでは広い範囲に分布していたが、近年減少している種類

カニクサ （カニクサ科）三井グラソド、善福寺川などで確認された。

ｵオバノイノモトソウ（イノモトソウ科）荻窪八幡、真盛寺などで確認された。

ヒメガマ （ガマ科）善福寺公園（上、下池）、和田堀公園などで確認された。

ヤナギモ （ヒルムシロ科）善福寺川などで確認された。

オモダカ （オモダカ科）済美教育研究所、善福寺川などで確認された。

マコモ （イネ科)水辺に多く生育する力､今巨切調査では､善福寺公園(下池)で確認され燈

コナギ （ミズアオイ科）水田の雑草、三井グラソド、善福寺川で確認された。

ﾔﾏｼﾉホトトギス（ユリ科）東京女子大学、I邸、A邸などで確認された。

ヤマホトトギス（ユリ科）東京女子大学、善福寺公園（上池）、真盛寺などで確認された。

カタクリ （ユリ科）都内でも数ケ所にしか生育していな↓b大蔵省グラソドで確認された。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
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（ユリ科）玉川上水で確認された。

（ユリ科）観泉寺で確認された。

（ユリ科）善福寺公園（上池）、観泉寺、大蔵省グラソドなどで確認された。

（ユリ科)K邸で確認された。

（ヒガソバナ科）大蔵省グランドで確認された。

（ラソ科）三井グラソドで確認された。

（ラソ科）善福寺公園（上池）、三井グラソドなどで確認された。

（ラソ科）東京女子大学、K邸で確認された。

（ラソ科）井草八幡、荻窪八幡、I邸、真盛寺などで確認された。

（ドクダミ科）済美教育研究所、井の頭線沿いなどで確認された。

(セソリョウ科)東京女子大学、善福寺公園(下池)、荻窪八幡などで確認された。

（セソリョウ科）観泉寺、三井グラソド、済美山などで確認された。

（ヤマゴポウ科）東京女子大学、善福寺川などで確認された。

（キソポウゲ科）大蔵省グランドなどで確認された。

（キソポウゲ科）荻窪八幡、済美教育研究所などで確認された。

（キソポウゲ科）玉川上水などで確認された。

（キソポウゲ科）東京女子大学、善福寺公園（下池）などで確認された。

（キンポウゲ科）大蔵省グラソドなどで確認された。

（キソポウゲ科）善福寺公園（上池）、大蔵省グラソドなどで確認された。

（メギ科）観泉寺、大蔵省グラソド、済美山などで確認された。

（クスノキ科)N邸、大宮八幡などで確認された。

（ユキノシタ科）玉川上水、三井グラソドなどで確認された。

（マメ科）神田川、井の頭線沿いなどで確認された。

（マメ科）塚山公園予定地などで確認された。

（ニシキギ科）済美山、塚山公園予定地などで確認された。

（ジンチョウゲ科）井の頭線沿いなどで確認された。

（シソ科）東京女子大学、井草八幡などで確認された。

（キキョウ科）東京女子大学、玉川上水などで確認された。

（キキョウ科）東京女子大学、玉川上水、大蔵省グランドなどで確認された。

アマナ
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（キク科)A邸などで確認された。

（キク科）東京女子大学、観泉寺、玉川上水などで確認された。

（キク科）善福寺公園（上池）、玉川上水、済美山などで確認された。

モミジガサ

ノァザミ

ノハラァザミ

40

41

42

注）なお、帰化植物の中にもこれに該当する種類があげられるが、それらについては今後の動態な

どが不明であるため、この中には含めなかった。
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lil帰化植物の分布

a 帰化率

峯帰化植物は、都会の空地や路傍などに多く、逆に人為の影響の少ないほど、また立地

が安定しているほど少ないことが知られている。このため、帰化植物の生育割合を定量

的に表わした帰化率は、その立地に加わる人為の撹乱度合を示す指標とされている。今

回の調査で確認された帰化植物は38科121種であり、帰化率は15．3％であった。この

結果を他地域との比較で示すと図5のとおりである。各地域の調査年度は同一では

ないが、おおよその傾向は反映されていると思われる。これをみると、帰化率は山地(天

祖山0％、川苔山3％）から丘陵・台地・平地に向う程高くなり、人為的撹乱度合の最

も高い東京湾の埋立地（15号埋立地28.8％）が最高となっている。杉並区は国立市(8.4

％）や日野市（11.7％）、多摩市（12.8％）などの郊外地域よりも高く、目黒区（143

％）や府中市（14.2％）と同程度であり、都市化の著しい地域としては平均的な位置に

ある。

b 杉並区の帰化植物の動向

これまでの記録から、杉並区における帰化植物の侵入状況について見ると以下のとお

りであり、その数は年々増加する傾向を示している。

■ 大正末～昭和10年代

ヒメジョオソ、ノボロギク、ハルジオソ、ヘラオオバコ、タチイヌノフグリ、オオイ

ヌノフグリ、イヌムギ

■ 昭和20～30年代

オニノゲシ、オオアレチノギク、イヌムギ、オオケタデ、ブタクサ、ヨウシュヤマ

ゴボウ、オオイヌノフグリ、タチイヌノフグリ、アメリカセソダソグサ、オラソダミ

ミナグサ、キショウブ、マメグソバイナズナ、チョウセンアサガオ、アレチマツヨイグ

サ、オオマツヨイグサ、ムラサキカタバミ

■ 昭和40年代

アレチウリ、オオブタクサ、ハキダメギク、ヒメオドリコソウ、ヤエザキオオハソ

ゴソソウ、イヌキクイモ、ホウキギク、コニシキソウ、マルバアサガオ、ネズミムギ、

カラスムギ、ソバカズラ

■ 昭和50年代

ショカッサイ、メキシコマソネソグサ、ムシトリナデシコ、ニオイスミレ、ヒレハ

リソウ、ヨウシュチョウセソアサガオ、フラソスギク、ニワゼキショウ、ダソドボロ

ギク、ベニバナボロギク、コセソダソグサ、シロノセソダソグサ、オオアワダチソウ

豪帰化植物

生物が人間の媒介によって、本来の自生地から他の地域に移動し、新しい士地で繁殖を続けて行くことを唾帰化”

といい、そのような植物を帰化植物という。この帰化植物には、弥生時代頃のイネの栽培に伴って日本に入って来

たと考えられる帰化植物（史前帰化植物）、その後農業に伴って入って来たと考えられる帰化植物（旧帰化植物）、

江戸時代の末期から現代にかけて入って来た帰化植物（新帰化植物）などがあるが、一般に狭義の帰化植物とされ

ているものは、江戸時代末期から現在にかけての導入経路のはっきりしている新帰化植物である。
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注1）各地のデータは次の資料によった。

(1)飯泉優（1969,70）：天祖山の植物

(2)高尾自然科学博物館(1976,77)川苔山植物目録

(3)吉山寛(1妬1）：八王子植物誌

′′（1965）：八王子植物目録の追補に当って

(4)青梅市郷士博物館（1982）：青梅の自然I

(5)播本正常（1973）：日野の植物

(6)国立野生植物調査会（1977）：国立の野草のいろいろ

(7)曽根伸典・畔上能力・宮下太郎。（社）日本公園緑地協会(1981):多摩市の植生

(8)飯泉優・曽根伸典（1972～78）：府中市の植物

(9)目黒区（1983）：街の自然12ヶ月

⑩東京都（1987）：環境影響評価書案若州海浜公園ゴルフ場建設事業

ただし文訳1)、(2)、(3)、⑤、(6)、（8)は文献(4)青梅の自然I(1982)からの引用である。

注2）下段の数値は（帰化植物種数／全出現種数）である。

図5 東京都各地の帰化率
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セイタカアワダチソウ、オオニシキソウ、カモガヤ、オオアワガエリ、セソナリホオ

ズキ、カミツレ、ヤナギバヒメジョオソ、コヌカグサ、ムラサキツメクサ、ホソムギ、

ノ、タケニラ

■ 昭和60年代

ナガミヒナゲシ、マツヨイグサ、タチアオイ、オシロイバナ、セリバヒエソソウ、

シャクチリソバ、ヒメツルソバ、セイバソモロコシ、チチコグサモドキ、セイヨウカ

ラシナ、イヌカキネガラシ、イモカタバミ、セイヨウヒルガオ、アメリカアサガオ、

シマスズメノヒエ、キキョウソウ、イタチハギ

帰化植物はもともと日本に生育していなかった植物で、日本の気候に耐えるかどう

か、また定着し分布を広げる場所があるかどうかということが、その植物の消長を決

定づける条件と考えられている。杉並区に広く分布するハルジオソ、セイヨウタソポ

ポなどは昭和の始め頃から侵入し、現在では最も普通に見られる植物となり、完全に

定着してきていることをうかがわせる。一方、以前は多数生育していたセイタカアワ

ダチソウ、アレチソウリなどは減少している様子が認められる。今回の調査で一ケ所

ないし数ケ所でしか生育の確認されなかったカナリークサヨシ、シバムギ、ヒメツル

ソバ、トゲミノキツネノポタソ、イモカタバミ、セイヨウヒルガオ、ビロードモウズイカ、

キキョウソウ、イタチハギ、アメリカフウロ、ベニバナボロギクなどは侵入途上の帰

化植物と考えられるが、今後、区内の環境に適応して分布を広げるか、適応出来ずに

消滅するかは興味深いところである。

c カントウタソポポとセイヨウタソポポ

帰化植物のセイヨウタンポポは、在来種力ソトウタソポポと比較され、都市化の指標

植物とされている。これは、力ソトウタソポポが※'2倍体で他花受粉しなければ繁殖出
来ない上、夏には他の植物の陰で夏眠をするという特殊な性質を有する為、裸地的環境

には適応し難いのに比べ、セイヨウタソポポは※23倍体で受粉をしなくても繁殖が出来

ること、また好陽性（日陰地ではむしろ枯れてしまう）で休眠期をもたず、初期生長が

速いなど、裸地化された都市的環境に適応した性格を有する為である。

今回の調査結果およびアソケート調査の結果から、セイヨウタソポポと力ソトウタソ

ポポの分布図を作成して見ると、セイヨウタソポポは区内のほぼ全域に分布しているの

に対し、力ソトウタソポポの分布域は狭く、区の北部地域、河川沿いに集中する傾向が

認められた（図6）。これらの結果は区内のほとんどが市街地化の進んだ地域であるこ

とを示すと同時に、北部地域や河川沿いにはまだカソトウタンポポの生育出来る立地が

残っていることを示しており、自然環境の保全、創出を考える上にひとつの示唆を与えた。

※’2倍体：2組のケノム（生物の生存に必要な最4限度の染色体の一組）をもつ個体をいう。タンポポ属では染
色体数2n=16が知られ有性生殖をする。二倍体タンポポは地中海沿岸・中央アジア・東アジア・

南米等の限られた地域に分布し、氷河期に冠氷しなかった場所に残存した遺存種と考えられている。

※23倍体：基本数の3倍の染色体をもつ倍数体bタンポポ属では染色体数2n=24が知られている。三倍体の発
育は一般に旺盛で、細胞や器官も二倍体より大きく、しばしば半巨大型をとる。有性生殖で系統を維

持できず、無性的に種子を作る無配生殖で維持されるのが普通である。
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図6 セイヨウタンポポとカントウタンポポの分布状況（'85，，86年のアンケート調査より）

② 調査地点の種組成

I 各地点の種組成

a 出現種数

各調査地点の出現種数（2年間の合計）を表6に示す。最も出現種数の多かった地点

は①東京女子大学(308種）、次いで⑨N邸(274種）、⑳妙法寺(268種)､②善福寺公

園上池(252種）、⑩K邸(231種）、⑳富士銀行グランド(222種）、⑦I邸(221種）

などである。一方、少なかった地点としては、⑳神田川1（72種）、⑳神田川3（74種)、

⑭神田川2（85種）、⑰神田川5（86種）などが上げられる。

全般に、施設内緑地や社寺林・屋敷林では出現種数が多く、神田川沿いなどの河川沿

い緑地では少ない。

b 出現種の優占状況

各調査地点の階層別出現種数並びに被度については末尾(表10)に示したとおり。

樹林緑地における高木層の出現種をみると、井草八幡、荻窪八幡、観泉寺などの社寺

林では当該環境を特徴づけるイチョウ、クスノキの他、スダジイ、アカマツなどが多く、

I邸やA邸などの屋敷林ではモウソウチクが特徴的に出現する他、シラカシ、ケヤキな

どが多くなっている。公園では全体にバラツキは大きいが、シラカシ、ケヤキ、スダジ

イ、トウカエデなどが多く、中でも植栽種であるトウカエデが特徴的である。東京女子

大学や富士銀行グラソドなどの施設内緑地は、公園同様バラツキが多く特徴的な種はみ

られないが、中ではケヤキが比較的多い。

その他、神田川や善福寺川並びに井の頭線など河川や鉄道沿いの緑地は草地を主体と

し、主な出現種としてはアズマネザサ、クコ、ヨモギ、コヒルガオ、コメヒシバ、イヌ

ガラシ、オヒシバ、ギシギシ、ブタクサ、ヤブガラシ、ツタ、カタバミ、ドクダミ、メ

ヒシバ、シロァカザ、コニシキソウ、オオアレチノギク、セイヨウタソポポ、エノコロ
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グサ、ノゲシ、イヌムギ、ハキダメギク、カジイチゴ、ススキ、スギナ、カナムグラ、

アキノエノコログサなどがあげられ、全般にブタクサ、オオアレチノギク、セイヨウタ

ソポポ、ハキダメギクなど帰化植物が多くなっている。

c 種組成の多様性

ある植物群落の種組成は、多様性が高い程（出現種数が多く、各々の種類の被度が一

定に近い程）外的変化に対して安定的であり、反対に低い程変化に対して不安定となり

易い。また、植物の種組成の多様さはそれに依存する動物の生息にも関連し、多様であ

ればある程それに応じてより多様な動物の生息が可能になる。ここでは、各地点の種組

成の多様性をShannon-Weaver関数を用いて求めた。なお、資料は各地点の夏期に

おける定量的データ（表10）を用いた。

結果は表6に示したとおりである。多様度の高い地点としては、②善福寺公園上池

（多様度＝4.831)、⑨N邸(4.769)、①東京女子大学(4.750)、⑲三井グランド(4.710)、

⑳富士銀行グランド(4.687)、⑳妙法寺(4.681)、＠Ai邸(4.653)、⑳済美教育研究所

（4.638)、⑦I邸(4.616)などがあげられ、低い地点としては⑯井の頭線2(3.002)、

、神田川2（3.071)、⑬U邸(3.256)、⑳神田川1（3.327)、⑮神田川3（3.327)など

があげられる。

全般に公園や屋敷林、施設内緑地では種組成の多様性が高く、河川や鉄道沿いの緑地

では低くなっている。但し、屋敷林であってもU邸のように出現種数が少なく、ツユク

サやヤブミョウガなど特定の限られた種が被度高く優占している地点では多様性力抵い。

d 帰化率

ここでは各調査地点における2年間の総出現種数に対する帰化植物の侵入割合（帰化

率）を求めた。帰化率は立地の人為的撹乱の度合を指標する。結果を表6に示す。

帰化率が高い地点としては⑰神田川5（帰化率＝34．9％）、、神田川6（32.8％)、

⑮神田川3（32.4％）、⑬善福寺川5（31.2％）、、善福寺川4（30.7％）、⑯神田ﾉ|’

4(30.2%)、⑬神田川1(29.2%)、⑳公園予定地(29.0%)などがあげられ、低い

地点としては⑥観泉寺(5.7％）、⑪M邸(6.5％）、⑳済美山雑木林(6.9％)､⑤荻窪

八幡(7.1％）、⑧A邸(7.1％）、⑯大蔵省グラソド(7.6％）、④井草八幡(7.9％）

などがあげられる。

全般に河川沿いが高く、社寺林や屋敷林では低い。

e 自然林要素率

自然林要素率とは、ある地点の種組成の中#鎗然林構成種がどの程度の割合で存在し

ているかを表わし、その値は立地の自然度を指標する。

ここでは帰化率同様、各調査地点における2年間の総出現種数に対する自然林構成種

数の割合を求めた。結果は表5に示したとおりである。自然林要素率が高い地点と

峯自然林構成種

この地或の自然植生として、植物社会学的にはヤブツバキクラスのシラカシ群集ケヤキ亜群集が考えられている。

そこでここではヤブツバキクラスの標職権シラカシ群集の標徴種、ケヤキ亜群集請賜I種を自然榊昔雄として抽出

した。
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しては“窪八幡(自然林要素率＝17.6％）、③A邸（14.3％)、④井草八幡(13.8％)、

⑪M邸(13.0%)、⑭Ig邸(12.9%)、⑯大蔵省グラソド(12.8%)、⑫Ai邸(12.5

％）、⑲三井グラソド(11.9％）、⑦I邸(11.8%)、⑩K邸(11.7%)などがあげら

れ、逆に低い地点としては⑪善福寺川3（0％）、⑫善福寺川4（1.6％）、⑬神田川

6（1.7％）、、井の頭線3（2.1％）、、善福寺川5（2.2％）、、神田川2（2.4％）、

⑳築地本願寺(2.7％）、、神田川1（2.8％）などがあげられる。

全般にシラカシやスダジイ、ケヤキなどを主体とした屋敷林や社寺林、人為圧の低

い施設内緑地などでは自然林要素率が高く、逆に河川や鉄道沿い緑地など人為圧の高い

地点では低くなっている。また、築地本願寺などのように墓地を主体とし人の立入りが

多く、樹林の少ない地点は低くなっている。

先に求めた帰化率とはおおむね逆の関係となっている。

f 各解析項目の相関

これまでに述べてきた各解析項目（出現種数、種組成の多様度、帰化率、自然林要素

率）間の相関を図7，8，9に示す。この結果から、出現種数と種組成の多様度との間には

高い正の相関(r=0.827，p<0.001)がみられ、自然林要素率と種組成の多様度との

間にも、正の相関(r=0.520、p<0.001)がみられた。また、自然林要素率と帰化率

との間には高い負の相関(r=-0.866，p<0.001)が認められた。

これらの結果からは自然性が高く、立地の安定したところ（自然林要素率の高いとこ

ろ）では出現種数も多く、また種組成の多様性も高いが、自然性が低く立地の不安定な

ところ（帰化率の高いところ）では出現種数が少なく、種組成の多様性も低いといえそ

うである。
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表5各地点の出現種数・種組成の多様度・帰化率・自然林要素率

地点

No．
地 点 名 出 現 種 数 種組成の多様度 帰化率（％） 自然林要素率（％）

東京女子大学

善福寺公園卜池．

善福寺公園下池

井草八幡

荻窪八幡

観泉寺

I 邸

A 邸

N 邸

K 邸

M 邸

Ai邸

U 邸

Ig邸

玉川上水

大蔵省グランド

浴風園

三泉渕公園

三井グランド

善福寺川公園上

善福寺川公園下

和田堀公園

大宮八幡

和田堀公園予定地

済美山雑木林

富士銀行グランド

済美教育研究所

真盛寺

妙法寺

築地本願寺

公園予定地

塚山公園予定地

神田川 l

神田川 2

神田川 3

神田川 4

神田川 5

神田川 6

善福寺川 ，

善福寺jll2

善福寺川 3

善福寺川 4

善福寺川 5

妙正寺川

井の頭線 ，

井の頭線 2

井の頭線 3

井の頭線 4

井の頭線 5
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li各地点の種組成から見た類型化

a 種組成の類似性による類型化

以上に各地点の特性を述べたが、ここではそれら地点間の種組成の類似性を明らかに

することによって対象諸地点の類型化を試みた。類似性については植物の生育盛期であ

る夏期の調査資料を量的データとして再編集し、各地点の出現種（質）と被度（量）の

構成内容からWhittaker(1952)の類似度指数を用いておこなった。なお、解析の対象

とした調査地点はデータの整っている49地点とした。その結果を図10に示す｡

全体に類似性は低いものの各調査地点は大きく、I(まとまりのある樹林を中心とす

る緑地）、Ⅱ（草地を中心とする緑地）、m(その他の緑地）の3つに区分され、Iは

更に1-1(屋敷林・社寺林を中心とするグループ）、1-2(公園・施設内緑地を中

心とするグループ・）、1-3(その他の樹林グループ）の3つに細分された。各々の特

徴を示すと次のとおりである（表6）。

I まとまりのある樹林を中心とする緑地

全体に種類数が多いこと、多様度並びに自然要素率が低いことなどが特徴となって

いる。Iの中では1－1～1－3の順に自然性が高い。出現頻度が高く、各グループ

(I-1，2，3)に共通して見られる種類としてアズマネザサ、ケヤキ、エノキ、

ミズキ、ニワトコなどがあげられる。

1－1 屋敷林・社寺林を中心とするグループ．

⑧A邸、＠M邸、＠Ai邸⑦I邸、⑳富士銀行グランド、⑳済美教育研究所、⑩K

邸、⑳真盛寺、⑨N邸､⑳妙法寺､⑥観泉寺、④井草八幡、⑤荻窪八幡

屋敷林及び社寺林を中心とし、比較的人の立入りが少なく、杉並区では自然性の高

い植生である。出現頻度の高い種類のなかではシラカシ、ケヤキ、シュロ、ヒサカキ、

キヅタ、シロダモ、ネズミモチ、アオキ、マソリョウ、スダジイなど、自然林（シラ

カシ群集）の構成種が多い。また、このグループに特徴的に出現する種類としてはモ

チノキ、サザンカ、モッコク、ナソテソ、ハラソ、ヒイラギナソテソ、イヌマキなど

庭園植栽種が多い。

1－2 公園・施設内緑地を中心とするグループ

⑳和田堀公園予定地、⑯大蔵省グランド､⑲三井グランド､、塚山公園予定地､⑳

大宮八幡、⑳済美山雑木林､⑰浴風園、⑭Ig邸､①東京女子大学､②善福寺公園上池、

③善福寺公園下池

公園や施設内緑地を中心とし、比較的人の立入りが多い植生環境である。出現頻度

の高い種類としてはシュロ、ヤマグワ、ヒサカキ、アオキ、サンショウなど1－1と

の共通種も多いが、このグループに特徴的に出現する種類としてカキドオシ、アマチ

ャズル、アカシデ、アレチウリ、ネムノキなどの他、コヒルガオ、クズ、ヨメナなど、

草地を中心とする緑地(Ⅱ)との共通種もみられ、人の立入りによって幾分撹乱された種

構成となっていることが判る。
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I－3 その他の樹林グループ．

⑬三泉渕公園、⑬U邸､⑮玉川上水

種構成の類似性において、1－1，1－2に含まれなかった地点である。平均出現

種数は130種と、1-1(211種）、1-2(205種）に比べてかなり少ない。出現頻

度の高い種数としてはチヂミザサ、ドクダミ、ツユクサ、ガマズミ、クヌギなど1－

2との共通種の他、ヒノキ、フジ、ツルウメモドキなどがあげられる。このグループ

には特徴的に出現する種類がみられない。Iグループ・の中では多様度、自然林要素率

が低く、逆に帰化率が高いのが特徴となっている。

Ⅱ 草地を中心とする緑地

⑲善福寺川l、⑳善福寺川2、⑮井の頭線1、、井の頭線3，⑳善福寺川公園下、

⑳善福寺川公園上、⑳和田堀公園、⑳神田川1，⑭妙正寺川、、公園予定地、⑰神田

川5，⑬井の頭線4，，善福寺川5，，善福寺川3、＠善福寺川4、⑯神田川4、⑳

神田川6

河川、線路沿いの草地を主体とし、和田堀公園や善福寺川公園など比較的人為圧の

高い公園を含む。全体に種類数は少なく、多様性及び自然林要素率も低い。逆に帰化

率は最も高い。出現頻度の高い種類としてはヨモギ、ツユクサ、ギシギシ、アズマネ

ザサ、シロァカザ、コヒルガオ、クコ、ブタクサ、ノ､キダメギク、イヌムギ、オヒシ

バ、エノコログサなど、路傍雑草や帰化植物などがあげられる。また、特徴的に出現

する種類としては、先にあげたギシギシ、イヌムギなどの他、ナワシロイチゴ、セイ

タカアワダチソウ、オシロイバナ、アレチギシギシ、ヒメムカシヨモギなどがあげら

れる。

Ⅱ その他の緑地

⑳築地本願寺、⑯井の頭線2，⑮神田川3、⑭神田川2，⑲井の頭線5

他地点との類似性が低かった地点である。それぞれ独立する傾向が強く、他地点と

の共通種が少ない。各地点の主な出現種は、築地本願寺がクロマツ、ヌルデなど、井

の頭線2がオニグルミ、ネズミモチなど、神田川3がネズミモチ、ジャノヒゲなど、

神田川2がイタドリ、井の頭線5がモミジイチゴなどとなっている。全体に種類数が

少なく、多様性、自然林要素率は低い。帰化率は高い方である。
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Iまとまりのある樹林を中心とする緑地 I草地を中心とする緑地 注1）類似度指数はWhittaker(1952)のPS指数によった。

1－1屋敷林・社寺林を中心とするグループ Ⅲその他の緑地 Ps=2min(Pai、Pbi) Pai:a群集におけるi番目の種の優占度
1－2公園．施設内緑地を中心とするグループ Pbi：b ′′

1－3 その他の樹林グループ
注2）デソドログラムはMountford法を用いた。

図10調査地点の種組成（高等植物）の類似性に基づく類型化
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表6 各類型区分の特性（高等植物）
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b 自然要素率と帰化率からみた各地点の位置づけ

自然要素率と帰化率のあいだには、相反する関係のあることが知られているが、ここ

では双方の値から各地点の位置づけを試みた。結果を図11に示す。この図では、X軸に

自然要素率、Y軸に帰化率をとっているため、図の右下では自然性が高く安定した立地、

図の左上では自然性が低く不安定な立地であることを表わしている。これをみると、先

に区分した類型ではまとまりのある樹林を中心とする緑地(I)は、自然林要素率側が大、

帰化率(Y)が小の範囲に位置し、自然性が高く安定した立地であることが判る。なかでも

屋敷林・社寺林を中心とするグループ(I-1)は他のグループ｡(I-2，3)よりも

全般に図の右寄りに位置し、自然性の高いことを示している。

一方、草地を中心とする緑地(1)やその他の緑地(M)は、図の左上に位置し、自然性が低

く立地が不安定であることを示している。地点別にみると、自然性が高いのは類型区分

Iに含まれる⑤荻窪八幡、③A邸、④井草八幡、⑪M邸、⑯大蔵省グランド､⑫Ai邸な

ど社寺林や屋敷林及び施設内緑地であり、自然性が低いと位置づけられたのは⑳神田川

l、⑭神田川2、⑬神田川6、、善福寺川3、、善福寺川4、⑬善福寺川5，，井の頭

線3など河川、鉄道沿いの緑地である。この他､③善福寺公園下池､⑬三泉渕公園などの人

の立入りが多い樹林は自然性の高い区分Iのなかでも自然林要素が低く、帰化率が比較

的高いなど自然性がやや低くなっている。また、自然性の低い区分1，mのなかでも⑳

和田堀公園、⑮井の頭線1及び、井の頭線2など樹林が多い地点は自然性が比較的高く

なっている。

基本的に樹林域は河川や鉄道沿いの草地よりも自然性は格段に高い。なかでも屋敷林

や社寺林など比較的人の立入りが少なく、古くからある樹林域は自然性が高く、安定し

た植生であるといえる。但し、樹林域であっても人の立入りが多い公園、特に造成後新

しい公園などは帰化植物の侵入が多く、自然性はやや落ちる。

杉並区における’87年度の樹林率は12.59％(緑被率＝19．9％）と僅かであり、その

分布はおおむね区の北西部と南東部の一部及び南部に限られている。そのなかでも自然

性の高い樹林（屋敷林・社寺林）は北西部に偏在する格好となっている。
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Iまとまりのある樹林を中心とする緑地

1－1

1－2

1－3

I

Ⅲ

● 屋敷林、社寺林を中心とするグループ

▲ 公園施設内緑地を中心とするグループ

■ その他の樹林グループ

○ 草地を中心とする緑地

△ その他の緑地



各類型の分布状況

類型の結果を図12に示し、区内における植生の分布特性を見た。まとまりのある樹林

を中心とする緑地(I)は区の北部と南部にみられ、そのなかでも屋敷林・社寺林を中心と

するグループ・(I-1)は区の北部及び南東部に分布する。公園・施設内緑地を中心と

するグループ(I-2)は、区の北西部及び南部（南東部含む）、その他の樹林グルー

プ｡(I-3)は区の南部にそれぞれ分布する。また、草地を中心とする緑地(Ⅱ)は妙正寺

川、善福寺川沿い及び井の頭線沿いに分布し、その他の緑地(ﾛ)は区の南部を中心に分布

している。

全般にまとまりのある充実した樹林域は、区の北西部に偏在する傾向が見られる。な

お、各区分の代表的な地点における植生断面模式図13に示した。まとまりのある

樹林を中心とする緑地(I)のなかで屋敷林・社寺林を中心とするグループ(I-1)から

は④井草八幡、⑫Ai邸を､公園・施設内緑地を中心とするグループ．(I-2)からは②

善福寺公園上池、⑯大蔵省グラソドを、また草地を中心とする緑地(Ⅱ)からは⑳和田堀公

園及び⑭妙正寺川を各々選定した。

C

凡例

l まとまりのある樹林をi|心とする緑地

1－1 ◎ 屋敷林、社寺林を中心とするグループ

1－3 ● その他の樹林グループ

I 、草地を中心とする緑地

Ⅲ llllllllその他の緑地

1－2 回 公園、施設内緑地を中心とするグループ

１
２
３

１
１
１

N

0 500 1000

図12 高等植物の類型化に基づく各地点の緑地特性
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イチョケヤキ
ケヤキ

マテバシイスダジイ

シュロ とネズミモチ
／ 告ヤブツバキ
キヅタ 上斗ナ

1－1屋敷林・社寺林を中心とするグループ（井草八幡）

スダジイを主とする常緑広葉樹林で、その中にイチョウ、ケヤキ、イヌシデなどの

落葉広葉樹林が混生する。林内は人の立入りが制限され、落葉、落枝が厚く堆積し、

ヒサカキ、サカキ、ネズミモチ、ミズヒキ、キヅタ、シュロなどが亜高木～草本層に

生育している。荻窪八幡とともに、区内に見られる代表的な常緑広葉樹林である。

ノキ

モ

1－1屋敷林・社寺林を中心とするグループ．(Ai邸）

ケヤキ、エノキなどの落葉広葉樹林、シラカシ、シロダモなどの常緑広葉樹からな

る林で、茶畑も見られる。林床は清掃され貧弱なところもあるが、一部にはシュロ、

スダジイ、シロダモ、ヒサカキ、アオキ、ミョウガ、クサマオなどの生育するところ

も見られる。区内には多数の屋敷林が存在し杉並区を特徴づけているが、屋敷林は季

節風と日当りを考慮して北西側はシラカシ、モウソウチク、南～東側はケヤキなどか

らなっているところが多い。

図13種組成から見た各類型の代表地点（階層構造模式図）
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クヌギ

ヌマスギ
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ケヤキ
ソメイヨシノ ソメイヨシノ

レヤナギ

“

アズマネザサ
一一一

ンレイ
‐ス

アオキ

ー

ツツゼ

1－2公園・施設内緑地を中心とするグループ（善福寺公園上池）

スイレンの生育するポート池を中心に、サクラ、シダレヤナギ、ヌマスギ、ユリノ

キなどからなる林が見られる。林床は全体に落葉、落枝の清掃、踏み込みにより貧弱

であるが、一部にはアズマネザサ、アオキ、シュロなどを林床にともなったクヌギ、

ヒノキ、コナラ、スダジイなどからなる林が分布している。

ー

1-2 公園・施設内緑地を中心とするグループ・（大蔵省グラソド）

落葉広葉樹のクヌギ、イヌシデなどにアカマツ、ヒノキなどの針葉樹、シラカシな

どの常緑広葉樹などの混生する林である。林床は立入りが制限されているため、アズ

マネザサ、チヂミザサ、イタドリなどの他、林縁にはクズ、カラスウリなどのツル性植

物が生育している。また、都内では生育地の限られているカタクリが生育している。
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オオバコ

I 草地を中心とする緑地（和田堀公園）

エンジュ、ヒマラヤスギ、シラカシ、ケヤキ、クスノキ、コナラなどからなる林で、

林床にはトベラ、ツツジ、アジサイなどが植栽されているが、落葉、落枝は清掃され

地面が露出し、草本類が貧弱である。

■L 劃■

－

Ⅲ 草地を中心とする緑地（妙正寺川）

コソクリートの垂直護岸、河床のコソクリート化などにより、湿生の植物はほとん

ど見られず、僅かに残った自然面にハキダメギク、アキノエノコログサ、コナスビな

どの草本類が生育しているだけである。この他、一部緑地植栽のおこなわれていると

ころにはツツジの他、エノキ、シラカシ、イチョウなどが見られる。
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蘇苔類②

① 生育種

各地点に対する調査によって、42科140種の蘇苔類が確認された（表7)｡

コケ類は、葉緑体を持った陸上植物で
表7蘇苔類の出現種数

水分を吸収する根を持っておらず、雨水

及び大気中の水分を利用して生育してい

る。このため、コケ類は乾燥や大気の汚

染に敏感に反応し、その中でも着生型の

コケ類はその影響を受け易く、大気汚染

の指標とされている。着生コケ類を大気

汚染の指標としておこなった東京都内の調査事例によれば（図14)、都心部は着生コケ

類が全く見られない強度汚染地域、周辺部の杉並、世田谷は中度汚染地域（1～2種）、更に

西部の武蔵野市から国立市などは弱度汚染地域（3～5種）、そして三鷹市井の頭、府中ケ

ヤキ並木、白野八坂神社、高尾ケヤキ並木は軽微汚染地域（5～10種）、また多摩地域でも

立川市、八王子市の中心部では種類数が少なくなり、世田谷なみの中度汚染地域であったと

されている。

今回の調査結果によれば、杉並区において生育の確認された蘇苔類140種のうち着生コケ

類は34種(24.3％）であり、調査地点29地点の全てで生育が確認された。また、種類数は

1種から多いところでは14種の生育が確認された。’86年度の着生コケ類の調査結果をみる

と（図15）、今回の調査は区内の全域を対象にしたものではない為、断定することはで

きないが、地域的には区の南部域で種類が少ない傾向が見られるものの、全体に種類数は多

く、先に示した資料から判断すると、おおよそ弱度汚染地域に区分される。その中でも区の

北西部は着生コケ数が多く、汚染に弱いとされるラセソゴケやフルノコゴケが確認され、軽

微汚染地域に区分されるな＆23区内では比較的良好なコケ相であるといえそうである。

｜ 杉並区に広く分布する蘇苔類

確認された解苔類の中で、普通に見られた種類はタチゴケ、コモチイトゴケ、ヤマトヨ

ウジョウゴケ、ハマキゴケ、ヒメジャゴケ、サヤゴケ、ツクシナギゴケ、コホウオウゴケ、

ヒロハツヤゴケなどであった。このうちハマキゴケ、ヒメジャゴケなどは都市に多く見ら

れる種類である。また、着生コケ類としてはコモチイトゴケ、ヤマトヨウジョウゴケ、サ

ヤゴケなどがあげられる。着生コケ類は一般に大気汚染に対して敏感であり、その指標植

物とされているが、ここにあげた種類はいずれも大気汚染に対して比較的強いといわれて

いる種類である。

ll 注目種

蘇苔類の注目種として123区内では少ない種類及び生育が特殊な立地に限られる種類を

あげた。該当種を以下に示し、生育場所を図16に示す。

■ 23区内では少ない種類

ヒナノハイゴケ（ヒナノハイゴケ科）樹木着生コケ、善福寺公園上池、下池で確認
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コゴメゴケ（コゴメゴケ科）樹木着生コケ、東京女子大学、善福寺公園上池、井草八

幡で確認

ラセソゴケ（シノブゴケ科）岩上や樹木に着生、井草八幡、妙法寺で確認

ヒメトサカゴケ（ウロコゴケ科）樹木着生コケ、K邸、大田黒公園で確認

フルノコゴケ（クサリゴケ科）樹木着生コケ、I邸で確認
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図14 東京都における着生コケ類の分布状況
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図15杉並区の若生コケ類の分布状況（'86年度の調査結果）
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■ 特殊な立地に生育する種類

ホソモソジゴケ（セソボソゴケ科）銅ぶきの瓦など銅イオンのある地上や岩上に生育、

妙法寺にて確認

これらの種類はいずれも善福寺公園、井草八幡、東京女子大学、妙法寺、屋敷林などま

とまりのある古い樹林域にその生育が確認されている。このうち、23区内では少ない種類

としてあげたヒナノハイゴケ、コゴメゴケ、ラセソゴケ、ヒメトサカゴケ、フルノコゴケ

は全て大気汚染に敏感な着生コケであり、そのなかでも特に汚染に弱い種類とされている。

都市化に伴う大気汚染によって23区内では極めて少なく、杉並区においても今後更に汚染

状況が広域化した場合は消失する可能性の大きな種類である。

一方、特殊な立地に生育する種類としてあげたホソモソジゴケは銅イオンとの関係が強

く、雨水によって銅ぶき瓦などの銅がとかされて流れ落ちたところに生育する種類である。

23区内では池上本門寺で最初発見されその後現在では上野寛永寺、御茶ノ水孔子廟など

で生育が確認されている。区内では妙法寺にのみ、その生育が確認されている。
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② 調査地点の種組成

i 各地点の種組成

a 出現種

各地点の出現蘇苔類を表9に示すol邸やA邸などの屋敷林ではタチゴケ、コモ

チイトゴケ、ヤマトヨウジョウゴケ、ヒメジャゴケ、ツクシナギゴケ、ヒロハツヤゴケ、

アカイチイゴケなどが多く、その他ヒロクチゴケ、ノミノハニワゴケなどが特徴的に出

現している。また、井草八幡や荻窪八幡などの社寺林ではコモチイトゴケ、タチゴケ、

ヤマトヨウジョウゴケ、ハマキゴケ、サヤゴケなどが多い。その他東京女子大学などの

施設内緑地や善福寺公園などの公園はバラツキが大きく、特徴的な種類は見いだせない

が、施設内緑地ではタチゴケ、ヒメジャゴケ、公園ではツクシナギゴケ、コホオウゴケ

などが比較的多い。

b 出現種数

各地点の出現種数を、表8に示す。出現種数は⑳真盛寺(40種）、①東京女子大

学(38種）が最も多く、その他では⑥観泉寺(33種）、⑪M邸(32種）、⑫Ai邸(32種)、

⑳妙法寺(31種）が比較的多い。他方、⑳済美山雑木林（8種）、②荻窪白山神社（8

種）、⑳大宮八幡（8種）、⑲三井グランド（8種）、⑳築地本願寺（8種）、⑤荻窪

八幡（9種）、⑰浴風園（9種）などは少ない。

全般に北部に分布する屋敷林や施設内緑地並びに南東部の一画に分布する社寺林では

出現種数が多く、南部に分布する社寺林や施設内緑地では少ない傾向がみられた。

c 着生コケ種数

着生コケ類は大気汚染の指標とされ、多数の着生コケ類が生育しているところは環境

質が良好であると考えられる。各地点の着生コケ種数を表9に示す。着生コケ類が

多い地点としては、①東京女子大学(14種）、⑦I邸(13種）、②善福寺公園上池(12

種）、⑨N邸(11種）、⑥観泉寺(10種）、⑳真盛寺(10種）、@M邸(10種）、⑫Ai

邸(10種）などがあげられる。一方、少ない地点としては、⑯大蔵省グラソド(1種）、

⑲三井グラソド（1種）、⑳築地本願寺（1種）、⑰浴風園（2種）などがあげられる。

基本的には蘇苔類全体の出現種数と対応した格好となっており、北部に分布する屋敷林

や施設内緑地並びに南東部の一画に分布する社寺林では多く、南部に分布する施設内緑

地では少なくなっている。
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表8各調査地点の出現蘇苔類・出現種類・着生コケ種類

鞄出田播■ 140個 ■■生ゴヶ陪散 34，

注）*･･･日生ｺヶ
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|｜ 各地点の種組成からみた類型化

a 種組成の類似性による類型化

ここでは、種組成の類似性に基づく各地点の特性を明らかにし、それらの類型化を試

みた。蘇苔類は高等植物に比べて種類数も少なく、また調査資料も定性的データ(0･1

データ）を主体としているため、類型化に際してはクラスター分析のウォード法を用い

ておこなった。なお、資料は2年間のうち調査地点数の多い'85年度のものを用い、29

地点を対象とした。結果を図17に示す。これによると、各地点は大きくIとIに2分さ

れ、各々は更に1－1，1－2、1－1，1－2に細分された。各区分の特徴を示すと、

次のとおりである（表9）。
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表9各類型区分の特性（蘇苔類）
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I 山地性の種類が混生する地域

基本的には市街地性の種類を主体とするが、これに山地性の種類が混生する地域で

ある。

1－1 出現種の多いグループ・

①東京女子大学、⑳真盛寺､⑳妙法寺

出現頻度の高い種類としては、コモチイトゴケ、ハマキゴケ、ヤマトヨウジョウゴ

ケ、タチゴケ、ヒメジャゴケ、サヤゴケ、コスギゴケなど市街地に多い種類を主体と

するが、その他ではナガヒツジゴケ、ホソウリゴケ、ネジクチゴケ、ツポミゴケ、オ

オクラマゴケモドキ、アナシッポゴケなどがあげられる。このうち特徴的に出現する

種類としてはツボミゴケ、オオクラマゴケモドキ、アナシッポゴケモドキなど山地の樹

林や岩上に生育する種類が上げられる。全般に蘇苔類の生育にとって良好な環境を有

する地域である。

1－2 出現種の比較的多いグループ・

②善福寺公園上池、③善福寺公園下池、⑨N邸、⑳済美教育研究所、⑧A邸、⑪M

邸、⑥観泉寺、＠Ai邸

出現頻度の高い種類はコモチイトゴケ、ハマキゴケ、ヤマトヨウジョウゴケ、タチ

ゴケ、ヒメジャゴケ、サヤゴケ、コスギゴケ、ツクシナギゴケ、コホウオウゴケなど

1－1とほとんど変わらず、市街地に多く見られる種類が主体となっている。特徴的

に出現する種類としてはコバノイトゴケ、ヤナギゴケなどやはり山地に多く生育する

種類が上げられる。1－1に次いで出現種数、着生コケ種数が多い。

I 市街地性の種類からなる地域

山地性の種類がみられず、市街地性の種類からなる地域である。

Ⅲ－1 出現種の比較的少ないグループ．

④井草八幡、⑤荻窪八幡､⑳済美山雑木林、②荻窪白山神社、⑩K邸、③妙正寺周

辺、⑳善福寺川公園、⑳和田堀公園、⑳富士銀行グランド、⑦I邸、⑳大田黒公園

区分Iに比べて、出現種数、着生コケ種数が少なく、山地性の種類がみられない。

出現頻度の高い種類はコモチイトゴケ、ハマキゴケ、ヤマトヨウジョウゴケ、ツクシ

ナギゴケなどIのグループ.と共通する種類が多い。又、特徴的に出現する種類はキソ

シゴケ、コマノヒツジゴケ、サクラジマホウオウゴケ、ヒメトサカゴケなど全体に市

街地や低地に生育する種類からなる地域である。

1－2 出現種の少ないグループ

⑬U邸､⑯大蔵省グランド、⑰浴風園、⑳大宮八幡、⑲三井グラソド、⑳築地本願

寺、②その他

区分のなかでは出現種数、着生コケ種数ともに最も少なく、貧弱な酵苔類相のグル

ープ・である。出現頻度の高い種類はタチゴケ、ヒメジャゴケなど市街地に多い種類で

ある。
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b総出現種数と着生コケ類の出現種数からみた各地点の位置づけ

ここでは、蘇苔類の総出現種数と着生コケ類の出現種数から各地点の位置づけを試み

てみた。総出現種数と着生コケ類の出現種数との関係をみると（図18)、高い正の

相関(r=0.770,p<0.001)が認められ、解苔類の多いところは着生コケ類も多く、

解苔類の少ないところでは着生コケ類も少ないという傾向が見られた。つまり、環境質

の悪いところでは着生コケ類に限らず蘇苔類全体の種数が減少するということができる。

この前提に基づき、各調査地点の位置づけをおこなったのが図19であるoX軸に総

出現種数、Y軸に着生コケ類の出現種数をとっているため、図の右上が蘇苔類にとって

の良好な環境域、図の左下が不適環境域ということになる。これをみると、山地性の種

類が混生する地域(I)は、図の右上（総出現種数、着生コケ種数ともに多い）に位置し、

解苔類にとっては良好な環境域であると考えられ、逆に市街地性の種類からなる地域(I)

は図の左下（総出現種数、着生コケ種数ともに少ない）に位置し、蘇苔類にとっては不

適な環境域と考えられる。地点別では①東京女子大学、⑳真盛寺が鮮苔類にとって最も

良好なところ、逆に⑲三井グラソドや⑳築地本願寺､⑯大蔵省グランド、⑰浴風園など

は不適な環境域ということになる。また、区分Iのなかでも③善福寺公園下池は総出現

種数や着生コケ種数が少なく、蘇苔類にとっての環境質は相対的に低い。他方、区分I

のなかでも⑦I邸や④井草八幡は総出現種数や着生コケ種数が比較的多く、相対的に良

好な地点であるといえる。
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c 各類型の分布状況

各地点の類型結果を図20に示し、その分布傾向を明らかにした。山地性の種類が

混生する地域(I)は区の北部及び南東部の一部に分布し、なかでも出現種の多いグループ

(I-1)は北西部及び南東部の一部、出現種の比較的多いグループ(I-2)は北部

を中心にそれぞれ分布している。この分布は、先に述べた高等植物の屋敷林・社寺林を

中心とするグループ・(I-1)及び公園・施設内緑地を中心とするグループ・(1－2)

など、まとまりのある樹林域の分布とおおむね一致している。また、市街地性の種類か

らなる地域(I)は区の北部から中央部、南部にかけて分布し、なかでも出現種の比較的少

ないグループ｡(1-1)は北部から中央部及び南東部にかけて、出現種の少ないグループ

(I-2)は南部の玉川上水や神田川沿い周辺の尾根部にそれぞれ分布している。全般

に北部には山地性の種を混生する出現種の多いグループが分布し、南部の玉川上水沿い

の尾根部には市街地性の種を主体とする出現種数の少ないグループが分布している。す

なわち、区の北西部や南東部の一部に分布する社寺林や屋敷林、施設内緑地など古くか

らある安定した樹林では全般に蘇苔類の出現種数も着生コケ類も多く、蘇苔類にとって

良好な環境となっており、他方、林床植生が貧弱な新しい公園や区の南部玉川上水沿い

にみられるように、地形的に尾根部にあって乾燥傾向の強いところでは、出現種数や着

生コケ類が少なく、解苔類にとっては不適な環境となっている。蘇苔類にとっては、適

度な湿度が確保されたまとまりのある安定した樹林域の存在が重要であるといえそうで

ある。
凡例

l 山地性の種類が混生する地域

出現種の多いグループ

出現種の比較的多いグループ

の種類が多い地域

出現種の比較的少ないグループ

出現種の少ないグループ

lN

〕 500 1000 2000m

図20 蘇苔類の類型化に基づく各地点の特性
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③主要調査地点におけるケヤキの活力度調査の結果

ケヤキを対象におこなった生育樹木の活力度調査の結果は、図21のとおりであった。こ

の結果、地域的には北西部で樹勢の良好な個体が多い傾向を示した。なかrでも善福寺公園、井草

八幡、東京女子大学及び屋敷林などまとまりのある古くからの樹林域部で樹勢の良好な個体の

多いことが明らかにされた。これらに対し、南東部の築地本願寺、済美教育研究所などでは樹

勢の劣る傾向がみられた。
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図21 主要鬮査地点のケヤキ活力度
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3）杉並区の植物特性

これまでの内容を踏まえて、杉並区における植物及び植生環境の分布特性を示すと図22のとお

りである。

以下、杉並区における植物の特性について述べる。

(1)減少する緑被率

杉並区は首都膨張に伴い市街地化が進み、緑被率（樹林・草地を含む）は1963年の36.86％

から1987年の19．9％まで24年間に17％減少し、現在も依然減少傾向にある。

②都市部としては平均的な帰化率

帰化率は人為的撹乱の度合を指標する。東京都各地の帰化率は、西（山地）から東（台地・

低地）に向うに従って大きくなっている。このうち、杉並区は東の台地部（都市部）に位置し、

帰化率は15．3％と比較的高いが、都市部としては平均的な位置にある。

③都市部としては比較的良好な植物相（注目種・着生コケ類の生育状況か

ら見た場合）

都内では殆どみられなくなったカタクリをはじめ、マメヅタ、イカリソウ、ミクリなどの注

目種が生育していること、また解苔類では全般に出現種類数が多い他、大気汚染に弱いとされ

ているヒナノハイゴケ、コゴメゴケ、ラセソゴケ、ヒメトサカゴケなどの着生コケ類がみられ、

23区内では比較的良好な植物相となっている。なお、これらはいずれも屋敷林や社寺林、公園

などの残存緑地に生育している。

④区の北西部・南東部・南西部に偏在する緑地

杉並区の緑地の分布は局地的で、区の北西部、南東部の一害及び南西部に偏在し、その他大

半の地域は緑地が少なく、とりわけ東部は市街化が著しい。区の北西部（善福寺公園周辺）で

は屋敷林・社寺林・施設内緑地など古い樹林がまとまって分布し、南東部善福寺川沿いの一画

（和田堀公園周辺）には公園・社寺林・施設内緑地などの樹林、南西部には施設内緑地や耕作

地（畑）などの緑地がそれぞれ分布している。

⑤北西部に残存する自然性の高い緑地

区の北西部には、屋敷林や社寺林などシラカシやケヤキ、スダジイなどを主体とした古くか

らの樹林が多く、また善福寺池などのまとまった水域がある。その為、区内の他の緑地域に比

べて高等植物、蘇苔類ともに出現種数が多く、なかでも自然林構成種や湿生の植物を含む注目

種（エビネ、ヤマホトトギス、ホタルブクロ、ヒメガマ、ミクリなど）、着生コケ類（ヒナノ

ハイゴケ、コゴメゴケ、ハイゴケなど）が多い。また、ケヤキの樹勢も良好なものが多いなど、

区内では最も自然性の高い緑地域となっている。なお、樹林域であっても南東部の和田堀公園

（水田を埋立てた上に造成されたところ）では自然性がやや低くなっている。

⑥樹林緑地のなかでは蘇苔類の少ない南部地区

蘇苔類の調査は主に樹林域を対象としている圦そのなかでも浴風園、三井グランド、築地本

願寺など玉川上水や神田川沿いの地点はいずれも総出現種数並びに着生コケ種数が少ない。こ

の地区は地形的にちょうど尾根部（多摩川と荒川を分ける分水嶺）にあたり、元来乾燥傾向が

強く、適潤から湿潤な環境を選好する蘇苔類にとっては不適な環境になっているものと推察さ
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れる。

(7)人為的撹乱度の高い河川・鉄道沿いの緑地

善福寺川や神田川などの河川及び井の頭線などの鉄道沿いの緑地（草地を主体とする）は他

の緑地に比べて帰化率が高い。このような緑地は定期的な刈り払いや人の立入りなど人為的撹

乱の度合が高く、植物相としては貧弱である。

凡例○緑地がまとまっている地域

綴 杉並区の中では自然性の高い地域
屋敷林・社寺林などを主体とし、杉並区で

は、最もまとまりのある樹林や水域が残存す

る自然の高い地域である。

エビネ、ヤマホトトギス、ワニグチソウ、

ホタルブクロ、ヒメガマ、ミクリ、マコモな

どの注目種の他解苔類も多く、なかでも、ラ

センゴケ、コゴメゴケ、ヒナノハイゴケなと．

の着生コケ類が多い。

また、ケヤキの活力度も高い。

＝杉並区の中では自然性が比較的高い地域

○杉並区の中では自然性が低い地域

○緑地が少ない地域

住宅地を中心とし、人為的撹乱の度合が強

く、自然性の低い地域である。

緑地は住宅地の庭の他、数は少ないが公園

や自然性の高い屋敷林が点在し、マメヅタ、

シュンラン、イカリソウ、フルノコゴヶ（着

生コケ）などの注目種が生育する。

ただし、基本的に樹林の少ない地域であ

る。
識

●蝋
｜

○緑地が極めて少ない地域ノ●51’

I

１
．
Ｋ

、

式
市街地域である。市街化が著しく、自然性

が低L,。ただし、面的には僅かであるが、真

盛寺と妙法寺なと‘の社寺林にはコハナヤス

リ、シュンラン、ノハラアザミなどの他蘇苔

類ではラセンゴケ、ホンモンジゴケなどの注

'1種がみ､られる。

、！
可‘

１
１

－

1込 ノ

へ

gl二

糞
8

些壼 河川沿いや鉄道沿いの緑地

合が高い。（ ）
出現種数が少なく、また、

は
帰
の 化

率が高いなど、人為的撹乱 度

19

46菫一 ’二一 蕊、

彗星
7

地が比較的まとまっている地域’

○緑地が比較的まとまっている地域 公園 施設内緑地を主体とし、自然性の比

較的高↓､地域である。

この地域の低地部は水田を埋立てて造成さ

れたもので、公園なども新しく、また人の立

入りも多いことなどから、屋敷林などに比べ

ると自然性はやや劣る。注目種としては、ノ

ハラアザミ、ヒトリシズカ、ハンケショウな

どが生育してL,る。蘇苔類の出現種数は比較

的多いが着生コケ類は少なく、ケヤキの活力

度も他の樹林域に比べて低い。

グランド周辺などの施設内緑地や畑などを

主体とし、自然性の比較的高L,地域である。

樹林域は、イチリンソウ、イカリソウの他

都区内では稀な、カタクリなどの注目種が生

育している。

他方、解苔類は尾根地形で乾燥するためか

他の樹林域に比べて、出現橦数の少なL､こと

が特徴となってL,る°

、

。‘0,100’ ’000"’

図22植物の分布特性図
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表10資料一各調査地点における高等植物の階眉別優占状況
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注）’85,,86年の2年間にわたる調査のうち、木本については被度の最高値、草本については、

’86年の夏期の調査資料を用いて作成した。
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階
■

破
産

角
Ｊ
２
２
《
必
２
冗
色
２
２
分
名
２
ｐ
ｌ
ｄ
ｌ
Ｑ
１
・
ｊ
ｏ
ｌ
ｐ
ｊ
ｏ
１
ｄ
ｊ
ｏ
１
Ｇ
１
．
１
．
１
．
１
◆
一
④
巴
２
ク
ー
。
ｌ
Ｑ
ｌ
１
ｑ
上
。
１
．
几
。
’
’
２
句
＆
２
，
番
２
２
《
鍔
２
ク
》
２
０
人
９
人
ｑ
Ｌ
ｐ
ｌ
ｐ
ｌ
ｐ
ｊ
ｐ
１
も
ｌ
ｐ
ｊ
ｐ
ｊ
ｐ
ｌ
Ｇ
ｌ
ｐ
ｌ
ｄ
ｌ
Ｇ
ｊ
Ｑ
ｌ
ｑ
１
ｑ
上
。
且
。
ｌ
ｑ
１
ｑ
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
人
。
ｌ
ｑ
ｊ
０
Ｌ
ｐ
ｌ
ｐ
１
ｑ
ｌ
◆
◆
◆

ニワホコリ

オヒシバ

エノコログサ

アキノエノコログサ

チヂミザサ

アシボソ

ツユクサ

クサイ
キチジョウソウ
ジャノヒケ

ト．クダミ

クワクサ

ミズヒキ

ミチヤナギ

イヌタデ

ヒナタイノコズチ

ヘビイチゴ
カタバミ

コニシキソウ

ヤプガラシ

キッネノマゴ

ハェト．クソウ

オオバコ

プタクサ

ヨメナ

ヒメジヨオン

オオアレチノギク

ヨモギ

アメリカセンダングサ

ハキダメギク

イヌワラビ

クマザサ

コメヒシバ

イヌビエ

ススキ

カヤツリグサ

ホトトギス
ワニグチソウ

ヤブラン

ヤマノイモ

ヒメドコロ

キショウプ

ミョウガ

クマシデ

ウバメガシ

カナムグラ

アオミズ

ギシギシ

アレチギシギシ

オオイヌタデ
シロアカザ

ケアリタソウ

イヌビユ
ヨウシュヤマゴボウ

サネカズラ

イヌガラシ

ヤマハギ

トケナシニセアカシア

ムラサキカタバミ

エノキグサ

ノブドウ

トウグミ

チト．メグサ
ミツバ

ノダケ

アオジソ

トキワハゼ

オオイヌノフグリ

ヘクソカズラ

アマチャヅル

ハルジオン

ホウキギク

ダンドボロギク

トキンソウ

タカサブロウ

コセンダングサ

セイヨウタンボボ

オニノケシ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
’
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
－
－
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
今

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
２
２

４
４
４
４
４

｜

’穫数 160

－56－

種類 階 被
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アカメガシヮ

ノイバラ

アオキ

ャマプキ

クコ

ネズミモチ
ニヮトコ

タラノキ
ヘビイチゴ

エノコログサ

チヂミザサ
メヒシバ

オオバコ

アズマネザサ
ヒメウズ
ミゾソバ

スズメノカタビラ
ユキノシタ
オカメザサ

アメリカセンダングサ
ケアリタソウ
キツネノマゴ
イヌビエ

３
３
３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
５
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ウシハコベ

イヌムギ

クズ

イヌキクイモ

ャブマメ

ミチヤナギ

ヒメジョオン

スギナ

セイヨウタンボボ
オオアレチノギク
オヒシバ

クワクサ

カナムグラ

ブタクサ

ト．クダミ

ヘクソカズラ

イヌタデ

ヤプガラシ

ハキダメギク
ツユクサ

ベニバナボロギク
タマサンゴ

キツネノボタン

ウマノスズクサ
ミズ

ミズタマソウ

ミクリ

セリパヒェンソウ
イヌトウバナ

ノダケ

ニガクサ

タカサプロウ

ミツバ

ホウキギク

ヤブヘビイチゴ
ヤハズソウ

ベニシダ

マメグンパイナズナ
ヤプソテツ

チカラシバ

コセンダングサ
ヒメワラビ

ワルナスビ
クサイ

セリ

オオケタデ
オギ

ヒヨドリジョウゴ
イヌホオズキ

オニタビラコ

ヤプミョウガ

アマチャヅル
オオプタクサ
シソ

オニドコロ
タケニグサ

チチコグサモドキ
コナスビ

ダンドボロギク
ョメナ

トキワハゼ

サネカズラ

エビヅル

ヒナタイノコズチ
オオイヌタデ

ススキ

ハルジオン

スイカズラ

ミズヒキ

イヌワラビ

ノケシ

コヒルガオ

イヌガラシ

ノプドウ
ヨモギ
シユロ

ムラサキカタバミ

シロアカザ

ツルウメモドキ

１
１
１

４
４
４

種敵 161
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4 井草八幡

種類

階
■

被
庶 種類

階
店

被
麻
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

●

＋

４
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

－58－

デ
チ
プ

ジ
エ
モ
デ
キ

シ
キ
ミ
カ
デ
ミ
チ
エ
ノ
ン
ギ
チ
シ

ガ
バ
キ
モ
ワ
エ
カ
ュ
ズ
モ
コ
カ
ミ
カ
タ
ン
ギ
モ
キ
ワ

メ
キ
ツ
カ
ハ
チ
カ
ン
ジ
ネ
ミ
ト
ヤ
レ
ミ
フ
レ
ラ
メ
ミ
サ
ゲ

パ
カ
プ
サ
ロ
ウ
ベ
ウ
ザ
ン
ウ
ズ
ワ
タ
タ
ク
ツ
ワ
ク
イ
ナ
ユ
ラ
マ

ウ
サ
ヤ
ヒ
イ
ハ
ム
ト
サ
エ
ト
ネ
ニ
ツ
イ
カ
ナ
サ
モ
ヒ
カ
マ
ム
ヤ

｜
’

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

クマザサ

アオミズ
イタドリ
スギナ
ミズヒキ
シュロ

ハキダメギク

ニガクサ

アマチャヅル
ミョウガ
キヅタ

｜
’

種敷 141



5 荻窪 八幡

種類

階
■

被
庵 描類 階 被

■ 度

ア
ク
ワ
デ

ィ
チ
イ
ラ
キ
ュ
バ
シ
エ

ウ
イ
キ
キ
ツ
ツ
コ
ウ
シ
キ
キ
モ
ク
ジ
バ
ジ
ヤ
ギ
デ
デ
ン
シ
ハ
ガ
カ
ク
リ

ョ
キ
ジ
ノ
ノ
マ
マ
セ
キ
ラ
ソ
ラ
ギ
バ
キ
ノ
ノ
ダ
ザ
ロ
ツ
ゴ
ガ
ス
シ
シ
カ
カ
リ
メ
ヤ
コ
ギ

チ
ヤ
ダ
ス
チ
カ
ロ
タ
ノ
ワ
ウ
ナ
ヌ
リ
テ
ノ
ク
プ
ロ
マ
ク
プ
ン
ヤ
ヌ
マ
ヌ
カ
ラ
ラ
ズ
カ
タ
ッ
イ

ィ
ヶ
ス
ク
モ
ァ
ク
メ
ヒ
サ
モ
コ
ク
ク
マ
エ
ム
タ
シ
ヤ
ム
ヤ
サ
カ
イ
ヌ
イ
ア
シ
シ
ュ
ア
イ
モ
イ

アオギリ

キヅタ

スイカズラ
アマチャヅル

ノキシノプ

コメヒシバ

ジャノヒケ

ミョウガ
コノ、コ ベ

ツタ

ヤプガラシ

マルバスミレ

ヤブコウジ
キュウリグサ

ハキダメギク

オオバノイノモトソウ
ヤプソテツ

ベニシダ

イヌワラビ

ツユクサ

ホトトギス
ヤマノイモ

ョゥシュャマゴボゥ

アオツヅラフジ
クサイチゴ

クサボケ

ムラサキカタバミ

ツルウメモドキ
タチツボスミレ

コナスビ

オオバコ

ハシカグサ

カラスウリ

ダンドボロギク

セイヨウタンボボ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
３
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
・
“
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

９

十

◆

◆’

。’
・’
十’

シュロ

サネカズラ

イヌツゲ
ネズミモチ

トウネズミモチ
スギ

クワ

ゲッケイジュ
イロハモミジ

サカキ
ヒサカキ

ミズキ

ニワトコ
ヤマグワ

カナメモチ

ビワ

フジ

ェゴノキ
イボタノキ

クサギ

キUノ
ア オキ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
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2

タチパナモドキ
ヤツデ

ナギ
ウバメガシ

ナンテン

ノイバラ
カマツカ

サンショウ

ヌルデ

マユミ

チャノキ

カキノキ

ムラサキシキブ
クチナシ

イノモトソウ

アズマネザサ
クマザサ

チヂミザサ

ハラン

ドクダミ
ミズヒキ

アケビ

ヤZニッケ ィ

１
１
◆
◆
◆
＋
◆
十
◆
令
今
◆
◆
◆

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
２
つ
一
？
』
２
２

４
４
４
４
４
４
４
４
４

－59－



＝了厄＝

種類

階
■

被
摩 種類 階被

｜
句

凸
句

凸
冗

色
ｑ

Ｌ
ｑ

Ｌ
ｑ

Ｌ
。

ｌ
ｐ

ｊ
ｐ

ｌ
Ｇ

ｊ
ｐ

１
●

１
９

人
ｑ

人
ｑ

ｌ
ｏ

１
Ｑ

ｌ
ｏ

ｌ
Ｇ

ｌ
Ｑ

ｌ
ｄ

ｌ
ｏ

ｌ
十

◆
◆

◆
◆

十
◆

今
◆

◆
今

度－■麻

１
‐

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４

５
フ

』
２

２
．

１
．

１
勺

１
．

１
９

４
、

ｌ
Ｑ

ｌ
Ｑ

ｌ
ｑ

１
ｑ

ｊ
Ｇ

ｌ
ｐ

ｌ
ｑ
１
１
凸
・
’

◆
◆

今
◆

今
◆

◆

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

サネカズラ

ヤプッバキ

アキノノゲシ

イヌワラビ

イチョウ

クマザサ

ゴメヒシバ

サルトリイバラ

クワクサ

カナムグラ

ヒカケイノコズチ
スベリヒユ

アケビ

アジサイ

カジイチゴ

キンミズヒキ

クサボケ

エビヅル

キヅタ

ウリクサ

クチナシ

セイヨウタンボボ
アオスゲ

アマドコロ

シオデ

ザクロソウ

カタバミ

エノキグサ

ウド

ヤマツツジ

マンリヨウ

キランソウ
イヌホオズキ

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

３

２
２

１
１

１
１

１
１

１
１

１

÷

３
３

２
２

２

４
４

４
４

４

－帥一

ヒサヵキ
カヤ

イヌガヤ
モウソウチク

シュロ

シキミ

フ’ジ
イヌツゲ
タラヨウ

マサキ

イロハモミジ
トチノキ
ムクゲ
サザンカ
モッコク

サカキ
ハクウンボク

トウネズミモチ

ニワトコ

サンゴジュ
ヤマグワ
ヤマプキ

ピワ

ユズ
ヌルデ
トウカェデ
ヒイラギ
ヒイラギﾓクセイ
クサギ

２
ｐ
ｊ
ｄ
ｊ
ｐ
ｌ
Ｇ
１
ｐ
ｌ
１
４
１
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
Ｌ
Ｇ
ｊ
０
ｌ
０
Ｌ
ｑ
Ｌ
も
１
，
１
も
１
．
１
．
１
勺
ｊ

◆
令

今
令

十
◆

◆
◆

◆
◆

ンテ
フ

キ

ン
キ

ギ
ド

ナ
ギ

ウ
キ
シ

ラ
ゾ

ハ
モ

ギ
リ

ハ
ヨ
チ
サ
キ
ミ
ズ
ウ
ン
ラ
ノ
メ
ミ

キ

デ
キ

ラ
マ

バ
シ

タ
ラ

サ
ズ

カ
コ

テ
バ

ギ
ウ

ュ
ミ

ガ

ツ
オ
イ
デ
ル
ン

ヲ
ム

ヲ
マ

イ
メ

ン
ィ

ャ
ル

マ
ュ

メ

ヤ
ア
ヒ
コ
マ
サ

カ
コ

ム
ガ

ス
ヒ

ナ
ノ

ミ
ツ

コ
マ

マ

ｱズマネザサ
アマチャヅル
ゼンマイ
アオミズ

イヌダデ

I
l

l

種数 113



7 1里
｜

11

種頒

階
■

被
度 播頤

阜馴
階 被

シラカシ

シロダモ

ヒマラヤスギ

イヌシデ

ケヤキ

ユズリハ

アカメガシワ

イヌツゲ

イロハモミジ

ヒサカキ

ミズキ

トウネズミモチ
イチヨウ

カヤ

クロマツ
シュロ

シラカンバ

コナラ

スダジイ
ケッケイジュ
イヌザクラ

アオギリ
カキノキ

チカラシバ

コメヒシバ

イヌビエ

アシボソ

カヤツリグサ

セキシヨウ

ツユクサ

ハラン

ヤマノイモ

オニト．コロ

シャガ

クワクサ

ヤブマオ

ミズヒキ

シロアカザ

アオゲイトウ

ヒカケイノコズチ

ヨウシュヤマゴボウ
ウシハコベ

イヌガラシ

ャマプキ

ヘピイチゴ

タチバナモドキ
トケナシニセアカシア
コニシキソウ

マサキ

ツタ

ヤプガラシ

コケオトギリ
スミレ

キヅタ

ムラサキシキプ

アオジソ

イヌホオズキ

トキワハゼ
オオバコ

カラスウリ

プタクサ

オオアワダチソウ

ハルジオン

アレチノギク
トキンソウ

オニタビラコ

ハキダメギク

トクサ

ゼンマイ

イヌマキ

ラカンマキ

ニワホコリ

オヒシバ

ナキリスケ

ホトトギス

エノキ

ミチャナギ
コプシ

クサボケ

ネコハギ

ャプマメ

ムラサキカタバミ

エノキグサ

ツタウルシ

ハゼ

ヌルデ

チドメグサ
ネズミモチ

ホオズキ

ヘクソカズラ

ウグイスカグラ

ハハコグサ

チチコグサモドキ
セイタカアワダチソウ
ヒメジョオン

フキ

ノボロギク
カントウタンボボ
ノケシ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

。
１
．
１
．
１
Ｔ
ｌ
ｑ
ｌ
ｑ
ｌ
ｐ
ｌ
Ｇ
几
。
ｌ
ｑ
Ａ
ｑ
人
ｑ
ｌ
ｑ
上
も
几
も
ｌ
Ｑ
ｌ
Ｇ
ｌ
ｑ
人
屯
上
ｑ
人
・
ｌ
ｐ
ｊ
ｏ
１
ｐ
ｊ
Ｑ
ｌ
・
几
・
ｌ
Ｏ
ｌ
ｑ
ｌ
ｑ
上
ｑ
Ｌ
ｄ
Ｌ
Ｇ
ｊ
ｐ
ｌ
。
几
も
且
弔
止
Ｇ
４
ｐ
ｌ
ｄ
ｌ
ロ
ー
ロ
ー
ロ
ー
ロ
且
◆
牛
今
◆
◆
◆
今
◆
◆
◆
十
今
十
◆
十
や
◆
◆
令
◆
今
◆
◆
◆
牛
◆
◆
◆
今
◆
◆
◆

4

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

シキミ

カナメモチ

モチノキ
ヤプツバキ
モッコク

サカキ

カイヅカイプキ
タラヨウ

ツルウメモドキ
ムクケ

アメリカヤマボウシ

エゴノキ

クサギ

クチナシ

ヤマグワ

ビワ

２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
や
◆

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

アジサイ

チャノキ
ニワトコ

イチイ

サルトリイバラ
アケビ

メギ

ナンテン

ヒイラギナンテン

ウツギ

ユキヤナギ

カジイチゴ
ノィバラ

シャリンバイ
ヤマハギ

フジ

サンショウ

コマユミ

ヤツデ

アオキ

マンリョウ

ヒイラギ

ハクチョウゲ
サンザシ

ゴンズイ
ダイミンダチバ十

アズマネザサ

キチジョウソウ

ェノコログサ

チヂミザサ

ジャノヒケ
ツメクサ

サネカズラ

タケニグサ

カタパミ

タチツボスミレ

ヤプコウジ

イヌワラビ

３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４ 禰敵 155
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8 A岡

種顛 階屈 被度 種類 晴■ 被度

モウソウチク

シラカシ

アカメガシヮ

ミズキ
ムクノキ

イヌガヤ
スギ

ケヤキ

エノキ

シロダモ

カキノキ

ヒノキ

ホオノキ
サカキ

キリ

ヒサカキ

ラカンマキ

ホテイチク
シュロ

ヤマグワ
ムベ

カナメモチ

ビワ

ユズ

ヌルデ

モチノキ

タラヨウ

サザンカ

モッコク

ネズミモチ

クサギ
ニワトコ

サンゴジュ

マテパシイ

ヤプニッケイ
アオギリ
アオキ

マンリョウ

テイカカズラ

カキドオシ

トキワハゼ

ヘクソカズラ

スイカズラ

フキ

アキノノケシ

トクサ
エノゴログサ

アキノエノコログサ
メヒシバ

ヤブミョウガ

ヤマノイモ

イシミカワ

ママコノシリヌグイ
ヨウシュヤマゴボウ
ザクロソウ

タネツケパナ
カタバミ

エノキグサ

スミレ

シュウカイドウ

ウド

アシタバ

ウリクサ

オオバコ

アマチャヅル

チチコグサモドキ

プタクサ

ノコンギク

ダンドボロギク
トキンソウ

カントウタンボボ
ハキダメギク

１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
十
◆
今
今
◆
令
令
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
令
◆
◆
◆
◆
◆
◆
令
◆
◆
寺

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
２
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

種数 113◆

アズマネザサ
チャノキ

ヤマツツジ

カヤ
アカマツ

イプキ
イヌマキ

ナンテン

ヒイラギナンテン
モクレン

シキミ

ウツギ

サンザシ

サンショウ

マサキ

マユミ

イロハモミジ
ムクゲ

ミツマタ

キヅタ

コムラサキ

シオデ
シモ、ソケ

２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
十
◆

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

ゴ
チ

ウ
ズ

ヨ
コ

ラ
リ
サ
ジ
ロ
ノ

グ
ウ
ザ
ガ
リ
ソ
ゲ
サ
コ
サ
オ
キ
イ
ラ
ゲ
ウ

ム
ス
ミ
ャ
ウ
ド
ボ
ス
ク
ド
ク
マ
ヒ
ゲ
パ
ッ
ド

ナ
ラ
ヂ
ガ
ョ
ヨ
ギ
シ
オ
ュ
マ
ワ
ブ
ズ
カ
イ
ヌ
プ
タ

カ
カ
チ
チ
ミ
ヒ
オ
ア
ア
ツ
ア
ク
ヤ
ミ
ヒ
ノ
イ
ノ
ッ

３
３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
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桧類

階
層

被
庶 種順

階
届

被
摩 幡類 階 被

届 摩産一
イチョウ

モウソウチク

シラカシ

ケヤキ

ゲッケイジュ
スギ

クヌギ

エノキ

ムクノキ

クスノキ

ヤプツバキ

カキノキ
サンゴジュ

サワラ

コプシ

ヤマザクラ

フジ

ハゼ

ミズキ

ヒマラヤスギ

アカマツ
シラカンバ

アキノエノコログサ

チゴザサ

クワクサ

ハキダメギク

アシボソ

ナキIノスゲ

ハラン

オニヤプマオ

ャブマオ

キツネノマゴ

クラマゴケ

オニヤプソテツ
ベニシダ

イヌワラビ

ェノコログサ

コメヒシバ

メヒシバ

ジュズダマ

カラスビシャク
シヨウプ

セキシヨウ

ツユクサ

ノカンゾウ

ホウチヤクソウ

オモト

ヤブラン

ジャノヒケ

シオデ

サルトリイバラ

オニト､コロ

シャガ

オニグルミ

カナムグラ

アオミズ

ギシギシ

ミズヒキ

ミチヤナギ
イタト．リ

シロアカザ

ケアリタソウ

ヒカゲイノコズチ

ヨウシュヤマ.ゴボウ

ツメクサ

ムベ

イヌガラシ

ユキノシタ

ャマプキ

カジィチゴ
ノイバラ

ヤハズソウ

クズ

ャプマメ

ケンノショウコ

カタバミ

ニワウルシ

エノキグサ

ヤマウルシ

ノプドウ
ヤブガラシ

アレチマツヨイグサ
ウド

マンリョウ

コナスビ

ヒメジソ

クコ

イヌホオズキ

オオバコ

カラスウリ

ガンクビソウ

ブタクサ

オオアワダチソウ

ョメナ

ハルジオン

オオアレチノギク
フキ

ダンドボロギク
ヤブレガサ

ヨモギ

アメ’ノカセンダングサ

カントウタンボボ
ノケシ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１

オギ

ススキ

トウジュロ

ミョウガ

アキニレ

オオイヌタデ
イヌタデ
コアカザ

ムシトリナデシコ

タネツケバナ

モミジイチゴ
サンザシ

コニシキソウ

マサキ

トチノキ

ナワシログミ
セリ

シソ

アゼナ

ウリクサ

ハクチヨウケ

アマチャヅル
ハハコグサ

ヒメジヨオン

トキン、ノウ

アキノノゲシ

４
３
３
３
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

◆
◆
十
十

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

◆
◇
令
◆
＋

キヅタ

ナリヒラダケ
シュロ

アケビ

シキミ

ユリノキ

シロダモ

モチノキ

マユミ

イロハモミジ

トウカエデ

サザンカ

モッコク

ヒサカキ

マメガキ

ヒイラギ

ニワトコ

タチビャクシン

ナツミカン

ソヨゴ

ニシキギ

ミツマタ

ヒイラギモクセイ
キリ

アズマネザサ

クマザサ

ツルウメモドキ

チャノキ
ネズミモチ

ヤマグワ

サネカズラ

クロモジ

アジサイ

ウツギ
キハギ

アカメガシワ

ウメモドキ

ツタ

ヤツデ

アオキ

ヤマツツジ

ムラサキシキブ
クサギ

クリ

ナンテン

ヤプニッケイ
アプラチャン

ホザキナナカマド
ユスラウメ

エンジュ

ヤマハギ

サンショウ

ユズリハ

ウルシ

アオギリ

イイギリ

ナツグミ

リョウブ
ヶ チ十、ソ

２
勺
人
。
上
ｑ
ｌ
ｑ
Ｌ
０
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｐ
ｌ
ｑ
人
ｑ
１
ｑ
上
ｑ
４
ｑ
ｌ
０
ｌ
ｑ
上
・
ｌ
ｏ
ｌ
◆
◆
十
十
◆
◆
◆

２
内
冬
２
，
畠
２
２
２
２
２
２
り
ら
２
句
畠
２
，
“
向
邑
２
允
色
、
色
命
色
２
ウ
』
２
フ
ー

今

種数 188

２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
＋
◆
◆
十
十
◆
◆
令
令
令
令
◆
令
◆
十
◆

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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槽類

階
■

被
庶 種類

階
■

被
摩 補類

階
■

被
竃

ケヤキ

シラカシ

スダジイ

イヌザクラ
イチョウ

アカマツ

クヌギ

ムクノキ

イロハモミジ
イヌマキ

スギ

イヌシデ
ヤマザクラ

ツタウルシ

トチノキ

アオギリ

イイギリ
ミズキ

サンゴジュ

ホオノキ

ウルシ

ムクロジ
サカキ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｽｰｦ手-頭スジキボウシ

ノカンゾウ

ウバユリ

ヤマユリ

タチテンモンドウ
ハラン

ャプラン

ジャノヒゲ

ヤマノイモ

シャガ

シラン

エノキ

アオミズ

ミズヒキ

イヌタデ

イタドリ

ヒカゲイノコズチ
ヨゥシュヤマゴボウ
スベリヒユ

ムシトリナデシコ
アケビ

ムベ

サネカズラ

ムラサキケマン

ショカッサイ

ユキノシタ

キンミズヒキ
カマツカ

キハギ
ヤマハギ

ムラサキカタバミ

ナツミカン

エノキグサ

ツルウメモドキ
マユミ

ノプドウ
ツタ

ヤプガラシ

タチツボスミレ

ニオイスミレ

シュウカイドウ
ウド

マンリョウ

キランソウ

イヌホオズキ

ヒヨドリジヨウゴ

トキワハゼ
オオバコ

ヘクソカズラ

オトコエシ

プタクサ

ハルジオン

オオアレチノギク
ノコンギク

フキ

ダンドボロギク

ノコギリソウ

ヨモギ

アキノノケシ

オニタピラコ

ヒメワラビ

ネズミムギ
ホトトギス

オニユリ

オモト

ヒトIノシズカ

シロアカザ

コゴメウツギ

ノィバラ

ニシキギ

ミツバ

コナスビ

クサキョウチクトウ
カキドオシ

シソ

ハッカ

ホオズキ

ハシカグサ

カラスウリ

ホタルプクロ

チチコグサモドキ

ヤプレガサ

カントウタンボボ

４
３
３
３
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４

稲数 164

ケ
ク
イ

ダ
チ
ゾ
ケ
ギ

ク
ラ
ウ
キ
ウ
ッ
キ
ュ
タ
キ

コ
ヒ
ソ
ケ
シ
ラ
デ
ノ
コ
ニ
ノ
ジ
フ
ノ

ッ
リ
ウ
ダ
プ
ベ
ル
チ
メ
プ
ム
ン
ワ
ゴ

モ
ナ
モ
ヤ
コ
ト
ヌ
モ
ヒ
ヤ
ネ
エ
サ
エ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

冗
星
・
’
１
ム
ー
Ａ
１
Ｌ
・
ｌ
ｐ
ｌ
。
Ⅱ
◆

サンショウ

アオキ

シロダモ

ヤプツバキ

タラノキ

ヤツデ

オギ
シュロ

ヤマグワ

ヒイラギナンテン

ヒュウガミズキ

イヌツゲ
チヤノキ

ヒサカキ

キヅタ
カキノキ

ニワトコ
ナンテン

シキミ

マルバハギ

ハナズオウ

ウメモドキ
ガマズミ

３
３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
令
令
令
◆
十

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

ガマ

ウ

サ
ソ
ク
ガ

サ
ザ
ウ
ゴ
ラ
ギ
ケ
ツ
ツ
ビ
リ
サ
ウ

ザ
バ
ガ
ネ
ソ
ョ
ミ
サ
チ
ズ
メ
ゴ
テ
テ
ラ
コ
ザ
ヨ
サ

メ
シ
ウ
マ
ボ
ジ
ダ
ク
イ
カ
ダ
マ
サ
ソ
ソ
ワ
ホ
ミ
キ
ミ
ク

カ
ヒ
ョ
ズ
シ
チ
ク
ワ
ビ
イ
キ
ラ
ク
サ
プ
ヌ
ワ
ヂ
ス
プ
ュ

オ
メ
ミ
ア
ア
キ
ド
ク
ヘ
ス
ハ
ク
ト
ク
ヤ
イ
ニ
チ
ス
ヤ
ツ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１|童 |1il

一“－
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楯類楯類

被
度
一

被
麿 擢額擢額

ケヤキ

シロダモ

スギ

シラカシ

スダジイ
コプシ

ヤマザクラ
ユズリハ

トチノキ

ヤプツバキ
モッコク

サカキ

ミズキ

ヒノキ

アカガシ

アラカシ

ゲッケイジュ

アカメガシワ

イロハモミジ
ヒサカキ

イイギリ
カキノキ

ェゴノキ

マテバシイ
アオギリ

ヨウシュヤマゴ
チドメグサ
クマザサ

ドクダミ

アオミズ

ハルジオン

クサソテツ

クマワラビ

オカメザサ

スズメノカタビ

チヂミザサ
ナキリズゲ

チ
ミ
ゴ

コ
く
う
タ
ツ
ヨ
ゴ
ン
．
ナ
ド
リ

ョ
ン
ヒ
ガ
ル
デ
イ
サ
コ
ハ
ヅ
ズ
ラ
ュ
メ
ミ
キ
グ
ウ
ラ
レ
キ
ビ
リ
ハ
サ
ノ
ウ
ョ
キ
ソ
ビ
ラ
ケ
ナ
メ
ト
キ

キ
ラ
モ
プ
ャ
ヨ
ニ
ヌ
カ
メ
シ
ド
ケ
ベ
オ
ネ
ヌ
ン
プ
タ
ラ
ノ
プ
プ
ス
ラ
ナ
サ
ヨ
キ
リ
ツ
ラ
メ
ワ
キ
ニ
ヌ
ノ
ネ
ズ
ル
ル
タ
ケ
ハ

ズ
ジ
パ
バ
ウ
キ

チ
ミ
ゴ

ズ
ジ
パ
バ
ウ
キ

ウ
ゲ
ミ
ノ
ベ
コ
ラ
ラ
シ
カ
サ
シ
ミ
ジ
ゼ
マ
リ
オ
ウ
ラ
ビ
バ
シ
モ
ギ

コ
く
う
タ
ツ
ヨ
ゴ
ン
．
ナ
ド
リ

ウ
ゲ
ミ
ノ
ベ
コ
ラ
ラ
シ
カ
サ
シ
ミ
ジ
ゼ
マ
リ
オ
ウ
ラ
ビ
バ
シ
モ
ギ

シ
ン
ト
ラ
ノ
ウ
グ
タ
ゲ
ク
ハ
リ
ピ
ツ
カ
ガ
ジ
マ
バ
サ
キ
ド
ガ
ミ
サ
ス
ギ
ド
ワ
ク
ネ
ス
ジ
フ
ン
タ
ワ
キ
ッ
キ
デ
ウ
オ
ジ

ョ
ン
ヒ
ガ
ル
デ
イ
サ
コ
ハ
ヅ
ズ
ラ
ュ
メ
ミ
キ
グ
ウ
ラ
レ
キ
ビ
リ
ハ
サ
ノ
ウ
ョ
キ
ソ
ビ
ラ
ケ
ナ
メ
ト
キ

シ
ン
ト
ラ
ノ
ウ
グ
タ
ゲ
ク
ハ
リ
ピ
ツ
カ
ガ
ジ
マ
バ
サ
キ
ド
ガ
ミ
サ
ス
ギ
ド
ワ
ク
ネ
ス
ジ
フ
ン
タ
ワ
キ
ッ
キ
デ
ウ
オ
ジ

セ
ハ
オ
ヤ
ジ
ミ
オ
イ
ヒ
ツ
ウ
ミ
ア
ム
ア
サ
イ
エ
ヤ
カ
ム
エ
ノ
ヤ
コ
ム
コ
ク
ヒ
ト
ウ
キ
カ
ヒ
ツ
ト
オ
イ
エ
タ
ア
ヌ
ツ
ツ
コ
メ

キ
ラ
モ
プ
ャ
ヨ
ニ
ヌ
カ
メ
シ
ド
ケ
ベ
オ
ネ
ヌ
ン
プ
タ
ラ
ノ
プ
プ
ス
ラ
ナ
サ
ヨ
キ
リ
ツ
ラ
メ
ワ
キ
ニ
ヌ
ノ
ネ
ズ
ル
ル
タ
ケ
ハ

セ
ハ
オ
ヤ
ジ
ミ
オ
イ
ヒ
ツ
ウ
ミ
ア
ム
ア
サ
イ
エ
ヤ
カ
ム
エ
ノ
ヤ
コ
ム
コ
ク
ヒ
ト
ウ
キ
カ
ヒ
ツ
ト
オ
イ
エ
タ
ア
ヌ
ツ
ツ
コ
メ

階
歴
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

階
■

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

l

l

被
度
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◇
◇
や
◇
◇
◆
◇
令

被
庶
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
◆
や
◆
◆
令
◆
十

ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１

モウソウチクモウソウチク

ムクノキムクノキ

ヤマグワヤマグワ
サザンカサザンカ

サンゴジユサンゴジユ
シュロシュロ

モクレンモクレン

カナメモチカナメモチ

ビワビワ

ユズユズ

モチノキモチノキ

トウネズミモチトウネズミモチ

ヒイ･ラギモクセヒイ･ﾗギモクセイ
メダケメダケ

サンショウサンショウ
キヅタキヅタ

イ
｜
ン

ヤマプキヤマプキ
イヌツケイヌツケ

チヤノキチヤノキ

ヤツデヤツデ
アセピアセピ

ニワトコニワトコ

ガマズミガマズミ

アカマツアカマツ

ヒムロヒムロ

ナリヒラダケナリヒラダケ

ホテイチクホテイチク
アズマネザサアズマネザサ
ナンテンナンテン

ロウパイロウパイ

トサミズキトサミズキ
コデマリコデマリ

モミジイチゴモミジイチゴ
カマツカカマツカ

フジフジ
アオキアオキ

マンリョウマンリョウ

ネズミモチネズミモチ
ヒイラギヒイラギ
ムラサキシキプムラサキシキプ

イチイイチイ
タケニグサタケニグサ

ヒイラギナンテヒイラギナンテ ン

一２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３４４４４４４４４４４４４４

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
知

稲類稲類

階
■
階
眉
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

127127

｡

ウボ
ラ

’
４
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
十
令
一
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
今
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
令
令
３
３
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１

4

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

l

l

l

十

◆

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

◆

÷

今

２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ハキダメギク

ゴ
ビ

マ
ク
タ

ヤ
サ
ン
ギ
ツ
ビ
サ
カ
サ
ゲ

ュ
グ
サ
ミ
ズ
オ
メ
テ
ラ
ザ
ノ
ザ
ズ

シ
メ
ザ
ダ
ミ
ジ
ダ
ソ
ワ
メ
メ
ミ
リ

ウ
ド
マ
ク
オ
ル
キ
サ
マ
カ
ズ
ヂ
キ

ヨ
チ
ク
ド
ア
ハ
ハ
ク
ク
オ
ス
チ
ナ

ボウ

ヲ

－65－
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〕額

階
■

被
庫 種額 階 被

層 度
ケヤキ

エノキ
シロダモ

ヒノキ
サワラ

シラカシ

マテパシイ
コプシ

クスノキ
ニセアカシア

イロハモミジ

アオギリ
ヒマラヤスギ

アカマツ

スギ
ヒムロ

シュロ

ベカン

クリ

ホオノキ

ヤマザクラ

カナメモチ

サイカチ
ユズリハ
タラヨウ
ムクロジ

３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ウヨ
サ

シ
グ
ナ
ク
ミ
キ
ギ

キ
ジ
ウ
ィ
バ
ギ
ウ
バ
レ
ド
モ

サ
セ
ガ
ウ
フ
キ
レ
ド
ヨ
チ
ラ
ロ
ノ
ク
サ
ソ
マ
ユ
ナ
タ
ミ
キ
ゴ
モ
ヨ

ビ
ザ
バ
ウ
ワ
ウ
ウ
ゲ
モ
ソ
ザ
ベ
ラ
ラ
シ
プ
サ
シ
ミ
イ
ッ
サ
ジ
タ
ズ
ク
ン
チ
サ
ギ
リ
グ
ク
ス
ジ
バ
カ
ス
ズ
マ
サ
サ
シ

ラ
ウ
ネ
シ
ョ
ガ
ョ
ゾ
ン
ヒ
イ
キ
ワ
ミ
デ
カ
コ
ヅ
ズ
ラ
マ
グ
ラ
ス
カ
マ
グ
ウ
ン
ピ
キ
カ
キ
サ
コ
ブ
オ
レ
キ
ガ
メ
コ
バ
バ
リ
リ
ャ
サ
リ
フ
イ
ケ
キ
キ
キ
ン
オ
ノ
グ
グ
カ

ワ
ョ
マ
ヒ
シ
ス
ミ
ン
ン
ラ
ノ
ノ
ガ
ノ
グ
バ
タ
ァ
ハ
ッ
カ
ガ
ャ
キ
ガ
バ
ウ
チ
メ
キ
コ
ミ
ス
ガ
カ
ズ
ク
ト
ル
ジ
ア
プ
ジ
シ
ダ
ホ
シ
シ
ッ
ュ
チ
ラ
ク
ド
ノ
ケ
シ
ノ
サ
デ
プ
ザ
ホ
ネ
コ
コ
ム

ヌ
チ
ズ
メ
キ
リ
プ
カ
ラ
プ
ャ
マ
ャ
ク
マ
ワ
ヌ
ロ
シ
オ
ネ
ヌ
ロ
ノ
タ
プ
ル
ュ
レ
ド
ズ
ブ
イ
ナ
メ
イ
ソ
オ
リ
ワ
タ
ル
オ
ワ
ミ
ゲ
キ
ワ
ヒ
ヒ
ヤ
ニ
ウ
ナ
ワ
タ
ミ
ベ
ッ
ネ
ム
ラ
ル
ワ
イ
ヌ
リ
ツ
ハ
チ
メ

ィ
ィ
ァ
コ
セ
ア
ヤ
ノ
ハ
ヤ
ジ
ヤ
シ
ム
ヤ
ウ
イ
シ
ウ
ア
サ
イ
シ
エ
ツ
ヤ
マ
シ
ア
チ
ミ
ヤ
タ
コ
マ
テ
シ
ホ
ウ
ニ
ホ
ハ
オ
ツ
モ
ノ
ハ
ニ
オ
メ
カ
オ
ホ
コ
ク
イ
ノ
ム
ゲ
タ
ネ
ム
ヌ
ア
エ
イ
キ
キ
ハ
チ
ヒ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
今
◆
◆
◆
＋
◆
◆
令
◆
十
◆
◆
＋
◆
◆
◆
◆
令
十
◆
◆
令
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

1 1

モウソウチク

スダジイ
マンサク

モチノキ

ヤブツパキ
サザンカ

モッコク

ヒサカキ

カキノキ
ネズミモチ
カヤ

クロマツ

ヤダケ

カシワ

モモ

ビワ

フジ

サンショウ

ヤマウルシ

ハウチワカエデ
ムラサキシキプ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

チヤノキ
クマザサ

ヤマツツジ

ナギ

オカメザサ

ヒメコウゾ

アケビ

ヒイラギナンテン

ヤプニッケイ
アジサイ
ユキヤナギ
ャマプキ

イヌザクラ

アカメガシワ
マサキ

ムクケ

キヅタ

ヤッデ

アオキ
アセビ

マンリョウ

クチナシ

ガマズミ

ツクパネウツギ
ユズラウメ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

４
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

3 ●

ミョウガ

クサマオ

ミズヒキ

ヨウシュヤマゴボウ

ユキノシタ

クラマゴケ
ゼンマイ

稿数

２
２
２
２
２
１
１

４
４
４
４
４
４
４

150

－66－



13 U邸

種類

階
雇

被
度

スキ

モウソウチク

ヶヤキ

ヒマラヤスギ

クロマツ

ヒノキ

クヌギ

エノキ

ホオノキ

シロダモ

ネムノキ

ユズリハ
ツタ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
１

シュロ

シラカシ

イロハモミジ
サザンカ

ネズミモチ
クサギ

２
１
◆
◇
◆
◆

２
２
２
２
２
２

アジサイ

ヤマブキ
ヤブツバキ

ヒサカキ

アオキ

ムラサキシキブ

クコ

イチョウ

コプシ

サンシヨウ

コムラサキ

ニワトコ
ガマズミ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

◆

ュ
プ
ク
ズ
ヂ
シ
チ
キ
ヒ
ヤ
ト
ワ
ヌ
ベ
ケ
ネ
ケ
イ
マ
タ
ラ
ブ
ュ
ナ
ヨ
ウ
キ
ツ
ラ
キ
ズ
マ
オ
ク
ジ
ノ
チ
ル
ン
ニ

ッ
ヤ
ド
ミ
チ
ア
タ
ア
メ
カ
ホ
ク
イ
ス
ア
サ
タ
ノ
カ
カ
ム
ヤ
シ
コ
ヒ
ヨ
ト
キ
カ
ハ
ア
ク
シ
モ
フ
エ
モ
ツ
ダ
オ

ガウ

５
３
３
３
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
今
◆
◆
◆
牛
◆
◆
◆
◆
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ク
ミ
ダ
キ
ミ
ボ
ツ
ノ
シ
ツ
ト
ク
タ
リ
ビ
カ
ニ
バ
ツ
パ
サ
ガ
ウ
ス
ド
シ
ワ
ネ
ス
ダ
マ
ザ
デ
レ
キ
ノ
ウ
ド
タ

サ
ヨ
ミ

ザサ

ソ

ボスミレ

エノコログサ
バ

リグサ

ギス
サ

デ
ヒュ

ズラ

グサ

ラ

カ
ミ

キカタバミ

ラシ

カイト．ウ
ビ

リジョウゴ

ュチョウセンアサガオ
ハゼ

ノマゴ

ウリ

メギク

ネザサ
サ

ン

グサ

キ

メモドキ

ボロギク

ーヒ.ラコ

種数 72

－67－



14 1尺岡
｜
I

サネカズラ

イヌガラシ

ユキノシタ

ヘビイチゴ
シロツメクサ

カタバミ

サンショウ

エノキグサ

アカメガシワ

コニシキソウ

エビヅル

ノブドウ
ツタ

ヤプガラシ

フヨウ

チャノキ

アレチマツヨイグサ

ウト．

キヅタ
タツナミソウ

ハッカ

ホオズキ

ヒヨドリジヨウゴ
キツネノマゴ

ヘクソカズラ

ニワトコ

スイカズラ
カラスウリ

アマチャヅル

セイタカアワダチソウ
アレチノギク

ヤブレガサ
セイヨウタンボボ
ハキダメギク

ススキ

アシボソ

シオデ

ナツズイセン

ヤマノイモ

シロアカザ
ムベ

クサノオウ

ャマプキ

フジ
マュミ

ダンドボロギク
ノアザミ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
十
◆
◆
今
◆
◆
◆
◇
◆
◆
◆
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

Ｐ
ｂ
ｑ
上
弔
１
．
１
●
１
勺
１
１
人
口
↓
も
ｊ
・
１
．
１
◇
◆
◆
◆
令
十
◇
◆
令
十
◆

ロ
ｊ
ｐ
１
ｑ
人
も
人
口
上
。
１
．
ｊ
ｐ
ｌ
ｑ
上
も
ｌ
ｑ
ｊ
ｐ
１
．
１
１
凸
ｑ
上
・
１
．
１
．
１
勺
１
．
１
．
１
も
Ⅱ
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

シュロ

シロダモ

エンジュ

イロハモミジ

ヤプツバキ

ヒイラギ
クロマツ

ビワ
サ カキ

２
１
１
１
１
１
１
１
１
牛
令
◆
◆
◆
◇
３

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

アケビ

ナンテン

アジサイ

ヒサカキ

アオキ

カキノキ

ネズミモチ
トウネズミモチ
ウグィスカグラ
シラカンバ

ヤマグワ

ヤプニッケイ

ウメモドキ
ムラサキシキブ
ガマズミ

ミ 呼 升ュ ギチヂミザサ

タチツボスミレ

カキドオシ

スギナ

クマザサ
メヒシバ

ジャノヒゲ

シャガ

ドクダミ
ミズヒキ

イヌタデ
ノイバラ

ムラサキヵタバミ

ヨメナ

ハルジオン

ヒメジョオン

ヒメワラビ

イヌワラビ
シケシダ

メダヶ

アズマネザサ

アキノエノコログサ
コメヒシバ

カヤツリグサ

カラスビシャク
ツユクサ

ホトトギス
オニドコロ

ミョウガ

クワクサ

カナムグラ

ケアリタソウ

ヒナタイノコズチ

4 3

4 3

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 2

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 －1－

種数 127

一錦一

種類 階 被
届 底

禰額 階 被
■ 摩

モウソウチク

カヤ

スギ
ヒノキ

シラカシ

ケヤキ

エノキ
ムクノキ

ニワウルシ

イヌツゲ
ミズキ

イチヨウ
オニグルミ

カシワ

コプシ

シキミ
クスノキ

ネムノキ
ユズリハ
ムクロジ
ナツメ
アオギリ



15 玉川上 水

里
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
令
令
◇
◆
◆

」１１１１１１１１１１１１１１１１

種類

階

階

被

彼 種頒 階 被
■ 度

ラ
ラ

シ
キ
ク
キ
ツ
ク
ゴ

キ
カ
ラ
ギ
キ
ノ
ザ
キ
ノ
マ
キ
シ
ザ
リ

ノ
ギ
ラ
ナ
ヌ
リ
ヤ
ク
マ
ズ
ゴ
ロ
ノ
ブ
ヌ
求

ヒ
ス
シ
コ
ク
ク
ケ
ム
ヤ
ミ
エ
ク
エ
コ
イ
ト

タチツボスミレ

ヤツデ
オオバコ

ヘクソカズラ

アカネ

ブタクサ

ョメナ
ハルジオン

アレチノギク

オオアレチノギク

ヨモギ

ノアザミ

ハキダメギク

ヤマプキ
イ ヨキケィモ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
３
４
４
４

ホオノキ

フジ

ゴンズィ
イイギリ

種散

２
２
２
２

◇
◇ 95

ヤマグワ

ウツギ

ノイパラ

ヒトツバハギ

アカメガシワ
ヒサカキ

アオキ

ガマズミ

アケビ

マユミ

チャノキ
イボタノキ
ニワトコ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

。
且
。
ｌ
Ｇ
ｌ
ｑ
ｌ
ｑ
ｌ
。
ｌ
ｄ
ｊ
ｏ
４
今
◆
◆
◆
◆

ヤブジラミ

ヤプカンゾウ
ドクダミ

ナワシロイチゴ
スイカズラ

アズマネザサ
チヂミザサ

ススキ

カナムグラ

コモチマンネングサ
ガガイモ
メハジキ

キツネノマゴ
アマチャヅル

ゼンマイ
オヒシパ

コメヒシバ

イヌビエ

セイパンモロコシ
ツユクサ

ノカンゾウ

シオデ

サルトリイバラ
クワクサ

ヤプマオ
ミズヒキ

ミチヤナギ

オオイヌタデ
イヌタデ
シロアカザ

ョウシュヤマゴボウ
センニンソウ

サネカズラ

タケニグサ
ユキノシタ

ワレモコウ

キンミズヒキ

クサボケ

ナンテンハギ

クズ

カタパミ

ムラサキカタバミ

ナツトウダイ
ツルウメモドキ
エビヅル

ノプドウ
ャプガラシ

４
４
４
４
４
４
４
４
Ｊ
Ｊ
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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16 大亜省グラント

ヌルデ

ツタ

ヤプガラシ

オトギリソウ
ツボスミレ

イイギリ

キヅタ

ヤプコウジ

マンリヨウ

ネズミモチ
テイカカズラ

キュウリグサ

キランソウ

キツネノマゴ
ヘクソカズラ

スイカズラ
アマチヤヅル

プタクサ
アキノキリンソウ

ヨメナ

ヒメジヨオン

ヤプレガサ

メナモミ

ノゲシ

ヤクシゾウ

ワニグチソウ

シオデ

ネジバナ

アケビ

ミツバアケビ

イカリソウ
ノィバラ

ノアズキ

サンシヨウ

セリ

ホタルプクロ

セイヨウタンボボ

２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

□
ｌ
０
Ｌ
ｑ
Ｌ
十
一
一
２
２
。
－
。
１
．
１
ロ
ー
ロ
１
．
１
。
上
ｑ
Ｌ
Ｑ
ｌ
ｑ
ｌ
ｑ
上
。
上
◆
◆
◆
◆
’
４
句
》
３
３
２
，
岳
２
《
串
ｑ
ｌ
Ｑ
ｌ
ｄ
ｌ
ｄ
１
ｄ
ｌ
・
ｌ
ｐ
ｌ
ｐ
ｌ
０
Ｌ
１
ｑ
ｌ
ｑ
Ｌ
・
１
．
１
．
１
．
ｌ
ｄ
ｊ
ｐ
ｌ
ｐ
ｌ
１
４
ｑ
１
ｑ
上
ｑ
１
ｑ
１
．
１
．
１
・
几

ウボ

キ
ゴ
ブ

サ
ゴ
ド
マ
キ

ク
チ
モ
ヤ
シ

キ
タ
イ
ケ
ゲ
キ
メ
ク
ミ
ュ
キ

カ
プ
ジ
ボ
ッ
ノ
ウ
コ
キ
デ
キ
ズ
シ
ミ
サ

サ
オ
ミ
サ
ヌ
チ
ル
ッ
カ
ド
ツ
オ
コ
マ
ウ
ワ
ュ
ラ

ヒ
オ
モ
ク
イ
モ
ツ
モ
サ
ウ
ャ
ア
ク
ガ
ヨ
ビ
マ
ム

禰数 118

イタドリ
アズマネザサ
クズ
カラスウリ

チヂミザサ
サラシナショウマ

ヤプツバキ

アレチウリ

イチョウ
エノコログサ

ヌカキビ

コメヒシバ

カヤツリグサ
シユロ

ツユクサ

ホトトギス
ヤマユリ

ジャノヒゲ
サルトリイバラ

オニドコロ
ミョウガ

ドクダミ
カナムグラ
ヤプマオ

イシミカワ

ヒナタイノコズチ
ツヅラフジ

サネカズラ
タケニグサ

ヤマプキ

ヤハズソウ

ャプマメ
フジ
カタバミ

コニシキソウ

-70-

｜

’ 櫓類
’

被
度

階
居 種類 階 被

■ 虚

ラク
ジ

ザ
ラ
ミ

ツ
デ
デ
シ
キ
キ
イ
ワ
キ
キ
ズ
ク
キ
モ

ギ
マ
キ
シ
シ
カ
ラ
キ
ノ
キ
ノ
ラ
ジ
キ
グ
ノ
シ
ノ
ミ
ザ
ノ
ハ

ヌ
カ
ノ
ヌ
カ
ラ
ナ
ノ
ク
ズ
ゴ
ヤ
ワ
リ
ダ
ヤ
マ
オ
プ
ス
ワ
ヌ
ム
ロ

ク
ア
ヒ
イ
ア
シ
コ
エ
ム
ミ
エ
カ
サ
ク
ス
ケ
ヤ
ホ
コ
ク
ウ
ィ
ネ
ィ

ウソウチク

モ
シ
ア
ス

ロダモ

カメガシワ
ギ

２
２
２
２



17 浴風園
’

階 被｜
届 摩’

種類 播類 階 被
■ 廃里

ギ
ア
ジ

ス
イ
ラ
ミ

ウ
ヤ
ツ
コ
イ
キ
キ
ク
モ
キ
リ

ョ
ラ
マ
セ
キ
ギ
ジ
キ
キ
ノ
ノ
ザ
ハ
ノ
ラ
ギ

チ
ヤ
マ
カ
タ
ノ
ヌ
ダ
ヤ
ノ
ク
ス
ヌ
ロ
キ
ワ
リ
イ

イ
カ
ヒ
ア
メ
ヒ
ク
ス
ケ
エ
ム
ク
イ
イ
カ
サ
ク
イ

ネズミモチ

コヒルガオ

ムラサキシキプ

トキワハゼ
キツネノマゴ
オオバコ

アマチャヅル

ハハコグサ

ブタクサ

ダンドボロギク
センダングサ

ノゲシ
イヌキケイモ

｜

’

ｏ
１
ｐ
ｊ
９
人
９
人
ｑ
Ｌ
ｑ
上
。
且
。
且
。
且
。
ｌ
ｄ
１
Ｑ
ｌ
Ｇ
ｌ
。
几
。
几
令
◇
◆

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

禰敬 94

シュロ

ミズキ

２
２

１
１

ホテイチク
アジサイ
クマイチゴ

ノイバラ
アカメガシヮ

ツルウメモドキ
ヒサカキ

サカキ

ヤツデ

アオキ

クコ

スイカズラ

ヤマグワ

ヒメコウゾ

ニシキギ

イボタノキ
ニワトコ
セイタカアワダチ、ノウ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

◆
◆
今
◆
３
３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

－71－

サダ
サ
ウ

ミ
ロ
グ
チ
ボ

バ
コ
ロ
ク
ズ
ゴ

サ
ダ
ラ
ン
ク
サ
ノ
コ
ヤ
デ
コ
マ
ウ

リ

カナムグラ

シロツメク
チヂミザサ

ヤハズソウ
ムラサキカ

ホトケノザ
ヘクソカズ
ヒメジョオ

ハキダメギ
スギナ
アズマネザ

ムラサキエ

アキノエノ
チガヤ

カラスピシ

ツユクサ
オニドコロ
クワクサ

ヤプマオ
ミズヒキ
イシミカワ
オオイヌタ

イヌタデ
シロアカザ

ヒカゲイノ
ヨウシュヤ
スベリヒユ

ツメクサ

タケニグサ
ャマプキ
ヘビイチゴ
ャブマメ
カタバミ
ェノキグサ

コニシキソ
ノプドウ
ツタ
ヤプガラシ
チャノキ
コケオトギ
スミレ

チドメグサ
コナスピ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４



18 三泉測公園

種類 階 被

■ 度
アカマツ

アカシデ

シラカシ

コナラ

ヶヤキ

イヌザクラ
ミズキ

ェゴノキ

ヒノキ

クヌギ

エノキ
ニワトコ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１

アズマネザサ

ヤマグワ

ヒメコウゾ

ャブマオ

サンシヨウ

ヌルデ

ニシキギ

マユミ

ヤツデ

サワフタギ

ガマズミ

ムラサキシキブ

フジ
ツルウメモドキ

■
ｌ
も
ｊ
ｃ
１
Ｇ
ｌ
・
’
●
１
口
１
．
１
１
△
ｑ
人
口
人
◆

２
２
２
分
冬
２
ク
》
命
ｆ
２
角
邑
冗
＆
２
２
３
３

１
１

サグ
ク
ボ

ロ
ク
ギ
ボ

モ
サ
コ
ゴ
サ
ャ
キ
ラ
ノ
ン
ク

イ
グ
ノ
バ
タ
マ
サ
マ
グ
シ
ロ
ザ
ュ
サ
シ
サ
シ
ズ
ズ
チ
タ
ギ
リ

ミ
コ
ク
ロ
エ
シ
パ
サ
シ
ノ
ザ
エ
ダ
リ
ビ
サ
ン
コ
カ
ヒ
サ
グ
ラ
ミ
グ
ウ
ラ
ピ
オ
オ
カ
レ
ウ
メ
コ

ナ
ダ
バ
キ
コ
ノ
ヒ
シ
ザ
ノ
ネ
ミ
ビ
ズ
ッ
ス
ク
ボ
ラ
ド
ア
リ
ク
ニ
ガ
バ
キ
ド
ガ
バ
ス
ガ
ホ
ソ
ァ
ギ
ヨ
ダ
ホ

ギ
ク
オ
ヌ
ノ
キ
メ
ヒ
ゴ
キ
ツ
ヂ
ヌ
ュ
ヤ
ラ
ュ
ル
ブ
ニ
ロ
ベ
メ
ケ
ヌ
タ
ノ
プ
ブ
ド
ツ
ナ
ル
ヌ
ク
オ
モ
イ
キ
ワ

ス
ド
オ
イ
エ
ア
コ
メ
チ
ュ
キ
チ
イ
ジ
カ
カ
ツ
ツ
ヤ
オ
シ
ス
ツ
タ
イ
カ
エ
ノ
ヤ
ウ
ミ
コ
ヒ
イ
ヘ
オ
ヨ
セ
ハ
ニ

４
４
４
４
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

種数 66

－72－



19 三井グラント

種類種類 種期種期

被
度
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◇
◆
令

被
摩

アカマツアカマツ

ヒノキヒノキ

イヌシデイヌシデ

アカシデアカシデ

シラカシシラカシ

コナラコナラ

クヌギクヌギ

クリクリ

ケヤキケヤキ

エノキエノキ

ムクノキムクノキ

ヤマグワヤマグワ

コブシコブシ

シロダモシロダモ

ネムノキネムノキ

アカメガシワアカメガシヮ
ヌルデヌルデ

トチノキトチノキ

ミズキミズキ

カキノキカキノキ

ェゴノキェゴノキ
トウネズミモチトウネズミモチ
イロハモミジイロハモミジ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
令

階
■
階
■
－
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

イヌタデイヌタデ

ヒナタイノコズチヒナタイノコズチ

アケビアケビ

チダケサシチダケサシ

ヘビイチゴヘビイチゴ
ヤブヘビイチゴヤブヘビイチゴ
クマイチゴクマイチゴ

モミジイチゴモミジイチゴ
カタバミカタバミ

ムヲサキカタパミムヲサキカタパミ

コニシキソウコニシキソウ

ェビヅルェビヅル

ノブドウノブドウ
ヤプガラシヤプガラシ
キヅタキヅタ

セ1ノセ1ノ

マンリョウマンリョウ

コナスビコナスビ

ガガイモガガイモ
コヒルガオコヒルガオ

クサギクサギ

ジュウニヒトエジュウニヒトエ
カキドオシカキドオシ
クコクコ

キツネノマゴキツネノマゴ
オオバコオオバコ

ヘクソカズラヘクソカズラ

アカネアカネ

スイカズラスイカズラ

アレチウリアレチウリ

プタクサプタクサ

セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ
ヨメナヨメナ

フキフキ

ヨモギヨモギ
センダングサセンダングサ

イワニガナイワニガナ

ノケシノケシ

ハキダメギクハキダメギク

ホウチャクソウホウチャクソウ

テイカカズラテイカカズラ
セイヨウタンボボセイヨウタンボボ

クズクズ

ネズミモチネズミモチ
イボタノキイボタノキ
モッコクモッコク

オカメザサオカメザサ

アズマネザサアズマネザサ
シュロシュロ

ムベムベ

サネカズラサネカズラ

アジサイアジサイ
ヤマブキヤマブキ

ノイバラノイバラ

ヤマハギヤマハギ

ネコハギネコハギ

フジフジ

サンショウサンショウ

イヌツゲイヌツゲ
マュミマユミ

チャノキチャノキ

ヤプツバキヤプツバキ

サカキサカキ

ヒサカキヒサカキ

ヤツデヤツデ

アオキアオキ

ヒイラギヒイラギ
ムラサキシキプムラサキシキプ

ニワトコニワトコ

ガマズミガマズミ

ウツギウツギ

ツルウメモドキツルウメモドキ

サワフタギサワフタギ
キリキリ

禰数種数 122122

ドクダミドクダミ

ナワシロイチゴナワシロイチゴ
ハエドクソウハェドクソウ

スギナスギナ

カニクサカニクサ

イヌワラビィヌヮラビ

オヒシバオヒシバ

アキノエノコログサアキノェノコログサ
メヒシバメヒシバ

チヂミザサチヂミザサ

チガヤチガヤ

ススキススキ

ジュズダマジュズダマ

カラスピシャクカラスピシャク
ツユクサツユクサ

ジャノヒケジャノヒケ

サルトリイパラサルトリイパラ
オニドコロオニドコロ
シヤガｼャガ

ミヨウガミョウガ

フタリシズカフタリシズカ

クワクサクワクサ

カナムグラカナムグラ
ヤプマオヤプマオ
ギシギシギシギシ

被
度
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◇
２
１
１
◆
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
や
◇
令
や
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

被
摩
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
１
１

２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
十
牛
令
牛
２
２
２
、
ｊ
ｌ
ｌ
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

階
旧
階
届
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
、
４
４
４
４
’
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
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福寺川公画 上20 善

種類

階
■

被
庫 種類 階 被

届 度

シコロモ
サ

ケ
イ
ン
ク
グ

カ
チ
セ
キ
シ
パ
パ
ギ
ロ

ズ
ギ
ギ
キ
ジ
モ
ク
ミ
キ
ド
ギ
サ
イ
ソ
ベ
サ
ン
ノ
モ
コ
デ

イ
ス
デ
ュ
ス
ナ
ノ
ミ
ミ
ン
ラ
モ
シ
グ
キ
プ
チ
ウ
キ
ウ
ギ
モ
シ
ビ
ザ
セ
リ
コ
ゴ
ク
オ
オ
チ
イ
サ
ノ
モ
ロ
ギ
デ
タ

ツ
シ
シ
バ
エ
ジ
ウ
ヤ
ヤ
イ
キ
ケ
ュ
モ
キ
ズ
カ
レ
ク
ギ
キ
ガ
リ
ロ
ノ
デ
マ
キ
モ
オ
サ
ク
ョ
シ
ワ
ハ
メ
ギ
リ
ス
ネ
シ
バ
シ
サ
ミ
デ
チ
ハ
チ
メ
ガ
キ
サ
ョ
レ
ク
グ
ギ
エ
バ
エ
イ
コ
シ
ナ
タ
ヌ

ラ
マ
カ
バ
ジ
カ
ゴ
ョ
ラ
レ
ジ
キ
キ
シ
ノ
カ
ジ
ハ
ノ
ネ
ミ
ニ
ラ
ザ
ラ
ノ
メ
マ
シ
タ
シ
ヤ
ブ
・
メ
ズ
デ
マ
ゲ
コ
ギ
ナ
グ
チ
ウ
チ
ド
ナ
マ
ヨ
シ
ナ
ク
イ
ダ
タ
ク
リ
ィ
ツ
ル
ズ
ク
ジ
ァ
ギ
キ
ナ
ジ
ム
ノ
シ
ビ
キ
ノ
ド
ギ
ヤ
ヶ
ィ

ワ
ロ
ラ
テ
ミ
ウ
ン
チ
マ
ダ
ダ
ヤ
ノ
プ
ス
ズ
ン
ロ
チ
ウ
ツ
キ
ベ
マ
イ
ク
パ
デ
ワ
ボ
マ
ロ
マ
ナ
ナ
ル
ル
ク
ッ
ン
チ
マ
タ
ル
レ
タ
ル
ズ
サ
ヒ
ギ
ュ
サ
ク
ヌ
ャ
ド
ビ
ロ
ヒ
オ
タ
メ
オ
モ
ヌ
ギ
モ
ヌ
キ
ヒ
ヌ
ス
マ
メ
シ
チ
オ
オ

サ
ク
シ
マ
モ
ト
サ
イ
ヒ
シ
ス
ケ
エ
コ
ク
ス
エ
イ
ト
ト
ナ
ア
ト
ヤ
ヒ
ム
ウ
コ
ナ
イ
ク
シ
ヤ
カ
ハ
ヌ
ッ
ム
モ
レ
ク
ヤ
イ
ツ
ア
イ
ワ
ア
ク
オ
ノ
ツ
ク
ド
イ
シ
ミ
ヘ
シ
コ
ホ
プ
ヒ
オ
ヨ
イ
ス
カ
ィ
ァ
メ
ィ
ス
ヤ
ヒ
ギ
ミ
オ
オ

シロアカザ

ケアリタソウ

イヌビユ

ヒナタイノコズチ

ヨウシュヤマゴボウ

マメグンバイナズナ

イヌガラシ
ヤブマメ
フジ

カタバミ

ムラサキカタバミ

エノキグサ

コニシキソウ

ェビヅル

ノプドウ

ツタ

ヤプガラシ

マツヨイグサ
アレチマツヨイグサ

クサギ

メハジキ
クコ

トキワハゼ
オオバコ

ヘクソカズラ

スイカズラ

カラスウリ

ノゲシ

ハキダメギク

ヒメコウゾ

ノイバラ

アカメガシヮ

イイギリ

⑤
Ｊ
、
名
句
＆
、
盗
知
色
知
空
知
色
１
１
ｑ
人
Ｑ
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
ｌ
。
几
・
上
・
ｌ
ｏ
ｊ
ｏ
ｌ
ｏ
ｌ
Ｑ
ｌ
Ｑ
ｌ
◆

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
令
令
◆
◆
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
◆
２
２
２
２
１
１
１
１

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３

ニワトコ

１
１
１
１
１
１
１
＋
＋
◆
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

橿数 113

l

l
l

－74－



21 善福寺川公囲下

種類 階 被
屠 底_度一

ヒマラヤスギ

スダジイ
ユリノキ

スズカケノキ

エンジュ

トウカエデ

イチョウ

サワラ

エノキ

トチノキ
アメリカヤマボウシ
ヒムロ

セイヨウハｺヤナギ
コプシ

３
３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
千
◆
令

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

アキニレ

カイヅカイブキ
イヌツケ

サザンカ
ミズキ

トウネズミモチ
サンゴジユ

ムクロジ

２
２
２
２
２
２
２
２

２
１
１
１
１
１
１

ヤマグワ

ャマプキ

ネズミモチ

イボタノキ
ニシキギ

ナワシロイチゴ
ヨモギ

ハキダメギク

ムラサキエノコログサ
アキノエノコログサ

ウシノシッベイ
ウシハコベ

アオツヅラブジ
ノプドウ

コヒルガオ

クコ

ニワトコ

オオアレチノギク

ベニシダ
アズマネザサ

カモジグサ
トダシバ
エノコログサ

ススキ

ノギナシセイバンモロコシ
ツユクサ

カテンソウ

ギシギシ

アレチギシギシ
オオイヌタデ

シロアカザ

ケアリタソウ

ホナガイヌビユ
イヌピユ

ヨウシュヤマゴボゥ
ノィパラ

エノキグサ

コニシキソウ

ツルウメモドキ
ェビヅル

ツタ

マツヨイグサ

アレチマツヨイグサ
メハジキ

ヘクソカズラ

チチコグサﾓドキ
セイタカアワダチソウ

ョメナ

ヒメムカシヨモギ
イヌキクイモ

３
３
３
３
３

１
１
１
１

３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

繭数 72

－75－



田渥公園22 和

階 被
■ 麻

被
座
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

階
■
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

種類種類

ホソアオケイトウ
ホナガイヌビユ

イヌビユ
ョゥシュャマゴボゥ

オシロイバナ

ウシハコベ

イヌガラシ
ナワシロイチゴ
シロツメクサ

カタバミ

ムラサキカタバミ

コニシキソウ

ヤプガラシ

コヒルガオ

ムラサキシキブ

クコ

ヮルナスビ

ヘクソカズラ

カラスウリ

プタクサ

フキ

ワラビ

ヒナタィノコズチ

ェノキグサ
セリ

シソ
ハハコグサ

１
４
ｑ
↓
１
△
も
ｌ
ｑ
１
１
１
も
ｌ
Ｇ
ｌ
ｐ
ｊ
ｑ
人
も
人
ｑ
ｌ
ｑ
Ｌ
ｐ
ｊ
ｐ
ｊ
ｑ
４
も
Ａ
Ｑ
Ｌ
も
Ｌ
ｑ
ｌ
Ｑ
ｌ
今
◆
◆
◆
◆
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ギ
ジ
ク

ス
ラ
デ
イ
ミ
ジ
ボ

ュ
ヤ
シ
イ
レ
キ
ク
エ
ウ
ツ
ツ
シ
キ
キ
モ
ミ
リ
キ
ン

ジ
ラ
カ
ラ
ジ
ニ
キ
ノ
ザ
カ
ョ
マ
マ
キ
パ
キ
ノ
シ
ノ
ハ
モ
ギ
キ
ノ
ウ

ン
マ
ラ
ナ
ダ
キ
ャ
ス
マ
ウ
チ
カ
ロ
ノ
テ
ノ
ク
プ
リ
ロ
オ
オ
ズ
ゴ
ク
リ

エ
ヒ
シ
コ
ス
ア
ケ
ク
ヤ
ト
イ
ア
ク
ヒ
マ
エ
ム
コ
ュ
イ
オ
ア
ミ
エ
ハ
キ

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１

。
｜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｐ
ｌ
‐
Ｉ
Ｄ
ト
ー
１
，
‐
１
日
０
０
，
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
Ｄ
ｂ
ｂ
」

ギ
ボ

モ
ボ
シ

ン
ク
サ
ヨ
ン
サ
ギ
デ

サ
オ
ギ
グ
ゴ
ン
シ
タ
ザ
サ
ロ
シ
ギ
タ
ザ

グ
コ
ョ
メ
ギ
ロ
サ
チ
オ
カ
ウ
ネ
ザ
コ
シ
ギ
ナ
ヌ
デ
カ

ジ
バ
ジ
ダ
ム
コ
ク
イ
ジ
ム
ギ
ヨ
マ
ミ
ド
ギ
チ
ヤ
ィ
タ
ァ

モ
オ
メ
キ
ヌ
ノ
ユ
ビ
ル
メ
モ
イ
ズ
ヂ
メ
シ
レ
チ
オ
ヌ
ロ

カ
オ
ヒ
ハ
イ
エ
ツ
ヘ
ハ
ヒ
ョ
セ
ア
チ
ヒ
ギ
ア
ミ
オ
イ
シ

－76－

ウパメガシ
イヌツゲ
サザンカ
トウネズミモチ
メタセコイア
モクレン

ムクゲ

ヤブツバキ
アメリカヤマボ
チチプーフジウ、ソ

アジサイ

アオキ
クヌギ

ヤマグワ
ヒイラギナンテン
トベラ
ユキャナギ
コデマリ
フジ

サンシヨウ

ニシキギ
ツタ

チャノキ

ナワシログミ
ヤツデ

アセピ

シナレンギョウ
ニワトコ
フサフジウツギ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

稽数 107



23 大宮八輔官

稽類

階
■

被
度 槽頒

階
■

被
度

ジ

ラ
ミ
ミ
ユ

ツ
キ
ク
ウ
シ
キ
キ
ル
デ
モ
モ
ジ
リ
リ
コ

マ
ノ
ザ
ョ
キ
ラ
カ
ノ
ノ
グ
シ
ラ
ギ
キ
キ
シ
ダ
ハ
イ
ギ
ギ
リ

カ
ス
マ
チ
ャ
ノ
ワ
ラ
ク
ゴ
ニ
カ
ナ
ヌ
ャ
ノ
プ
ロ
ロ
ダ
イ
リ
ネ
ギ
リ

ア
ク
ヤ
イ
カ
ヒ
サ
シ
ム
エ
オ
ア
コ
ク
ケ
エ
コ
シ
イ
ボ
イ
ハ
ト
ス
ケ

ミズヒキ

キヅタ

オオバコ

スイカズラ

セイヨウタンボボ

カモジグサ
オヒシバ

チヂミザサ

イヌビエ

アシボソ
セキショウ

ホトトギス
ジャノヒゲ

ヤマノイモ
クサマオ

イヌタデ

ヒカゲイノコズチ

ヒナタイノコズチ
ヨウシュヤマゴボウ

ヤプヘビイチゴ
ヤプマメ

ノプドウ
タチツボスミレ

ノチドメ
カキドオシ

キッネノマゴ

ヘクソカズラ

カラスウリ

イヌキクイモ
ハキダメギク
サンショウ
ヤブタバゴ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆

知
笙
命
名
句
必
・
上
《
色
９
Ａ
。
且
９
４
９
人
・
且
ｑ
人
ｑ
人
ｑ
Ｌ
１
凸
包
且
曲
八
・
八
・
八
・
八
曲
八
・
八
・
八
□
ｌ
Ｑ
ｌ
ｏ
ｌ
ｑ
４
も
４
句
上
も
４
．
１
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

キ
チ
プ

ラ
ワ
ド
ク
モ
キ

ズ
シ
モ
キ
ボ
ミ
シ

ゲ
キ
カ
シ
ガ
メ
キ
バ
カ
ン
ズ
キ
コ

ロ
ツ
カ
カ
カ
メ
ウ
ノ
ツ
ン
キ
ビ
ウ
ネ
サ
ギ
ト

ジ
ュ
ヌ
サ
イ
ラ
カ
ル
チ
プ
ザ
ズ
セ
ク
ウ
ラ
ザ
ワ

フ
シ
イ
ヒ
テ
ア
ア
ツ
ト
ヤ
サ
ミ
ア
ハ
ト
ム
ク
ニ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

楢敵 112

ガマズミ

アズマネザサ

ユキヤナギ

ヤマツツジ

ウバメガシ

コゴメウツギ
モミジイチゴ

ノイバラ

ナワシログミ

アオキ

シナレンギョウ

オニドコロ
ヤマグワ
アケビ

ミツバアケビ

クロモジ

アジサイ
ガクアジサイ
ャマプキ

カジイチゴ
クサボケ

エンジュ

ヌルデ

マユミ

チャノキ
ヤツデ

サワフタギ

シロャマプキ
ビワ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

４
４
３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
令

碑
ミ
ラ
ウ
サ
ヒ
サ

ダ
ガ
チ
ザ
メ
ク

ク
ズ
ブ
レ
マ
キ
ュ

ド
ク
ヤ
ア
ク
ア
ツ
カ

３
３
３
３
２
２
２
２

４
４
４
４
４
４
４
４

§ノ

ン
リ
シ
弓

－77－



田堤公団予定地24 和

サ

ボ
シ
ミ
グ
ウ

ボ
ラ
ン
ラ
バ
イ
サ
バ
ソ

ラ
ン
ン
ガ
パ
ギ
ガ
サ
ダ
ヨ
ラ
グ
ウ
ツ
ゴ
チ

シ
ズ
ラ
リ
オ
タ
ピ
ウ
イ
モ
シ
ネ
ク
カ
ツ
オ
シ
グ
ラ
ン
ン
ソ
ス
ミ
マ
ダ

ウ
ラ
コ
カ
グ
ウ
サ
ョ
ウ
ラ
ギ
ョ
リ
イ
シ
ギ
デ
キ
メ
メ
ミ
キ
マ
ガ
オ
ム
ズ
オ
ダ
マ
ギ
キ
コ
ノ
ワ

ド
ガ
バ
ソ
ム
チ
ク
ジ
ョ
ワ
ム
ミ
ト
ノ
ギ
チ
タ
カ
マ
ッ
バ
サ
キ
チ
ル
ド
バ
カ
ジ
ン
シ
シ
ト
サ
リ
ネ
ァ

プ
プ
オ
ク
エ
レ
タ
メ
イ
ヌ
ヌ
プ
ル
マ
シ
レ
ヌ
ヌ
プ
ロ
タ
ラ
ガ
レ
ヒ
キ
ソ
ツ
ィ
ル
セ
ゲ
ラ
ト
ラ
ネ
ッ
オ

ノ
ヤ
オ
ヘ
ヤ
ア
プ
ヒ
セ
イ
イ
ヤ
サ
ヤ
ギ
ア
イ
イ
ヤ
シ
カ
ム
ニ
ア
コ
カ
シ
ヨ
ス
ハ
コ
ノ
ウ
ホ
ム
ト
キ
オ

３
３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
５
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

穣数 118

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

－78－

種類

破
産

階
眉 種類 階 被

ジ、、

キ
シ
イ
ウ
ツ
デ
デ
キ
シ
モ
キ
モ
叩

キ
ノ
カ
ジ
キ
キ
ョ
マ
キ
ラ
シ
シ
ノ
カ
ラ
シ
ダ
ノ
ハ
ヱ

ノ
キ
ラ
ダ
ヤ
ズ
チ
ヤ
ロ
ノ
ワ
ヌ
カ
ン
ラ
ナ
ブ
ロ
チ
ロ
ゴ

エ
カ
シ
ス
ケ
ミ
イ
カ
ク
ヒ
サ
イ
ア
ハ
ア
コ
コ
シ
モ
イ
ゴ

’

Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ログサ

ズチ

ク
コ
．

ラ
ギ
サ
ノ
サ
Ｚ

ギ
グ
メ
サ
グ
エ
ザ
サ
ミ
王

ギ
ム
ム
ダ
ナ
ザ
ジ
ノ
ミ
ク
ダ壁

モ
ソ
ナ
キ
ギ
マ
モ
キ
ヂ
ュ
ク

ヨ
ホ
カ
ハ
ス
ク
カ
ア
チ
ツ
ド

４
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２



25

種類

階
層

被
庶 種顛

階
■

被
麻

一
フ
ラ

ク
ア
ワ
ク

ラ
ザ
シ
シ
ザ

キ
ツ
キ
デ
デ
デ
キ
ク
ズ
カ
ガ
リ
マ

ラ
ノ
マ
ラ
ギ
キ
ノ
デ
キ
シ
シ
シ
ノ
キ
ザ
ミ
ア
キ
メ
ギ
シ

ナ
ゴ
カ
ワ
ヌ
ヤ
ク
ル
ズ
ヌ
カ
マ
ン
ノ
マ
ワ
ジ
セ
ガ
カ
イ
リ
オ

コ
エ
ア
サ
ク
ケ
ム
ヌ
ミ
イ
ア
ク
ハ
エ
ヤ
ウ
フ
ニ
ニ
ア
イ
ク
オ

△
名
ｎ
Ｊ
ｎ
ｇ
２
２
２
２
２
２
１
ａ
ｑ
４
ｑ
上
。
上
ロ
ー
口
ｌ
ｐ
ｌ
ｄ
ｌ
・
ｌ
ｐ
ｌ
。
且
可
上
◆
◆

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ラ
バ

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
◆
◆
◆
十
◆
◆

４
４
４
４
１
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

－
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

プ
キ
チ
ミ

キ
ド
ジ
モ
ズ

キ
シ
ラ
モ
ミ
ノ
ギ
ギ
チ
ミ
マ

ワ
イ
バ
キ
コ
ズ
シ
キ
モ
カ
メ
モ
ル
キ
ミ
ミ
コ
キ
タ
モ
ズ
ミ
ガ

グ
ズ
ツ
サ
ト
カ
カ
ノ
ダ
ギ
ツ
ウ
ミ
ハ
ヅ
カ
グ
レ
ウ
ノ
フ
ミ
ネ
ズ
ノ

マ
ン
タ
プ
ラ
ワ
ィ
ラ
ス
ロ
ツ
マ
ル
ュ
ロ
ピ
サ
ッ
ク
マ
キ
ワ
ズ
ウ
マ
バ

ヤ
ゴ
ツ
ヤ
ム
ニ
ス
ア
ク
シ
ウ
カ
ツ
マ
イ
エ
ヒ
ナ
カ
ヤ
カ
サ
ネ
ト
ガ
コ

ヤ
カ
ミ
イ
チ
ク
オ
ハ
コ
ジ
シ
ミ
ク
ミ
シ
ヒ
ヒ
ミ
ム
イ
ツ
ヤ
ク
マ
キ
ノ
マ
ヒ
コ
ハ
オ
ヘ
カ
ア
ア
プ
ヒ
シ
ノ
ワ
イ
ナ
ヒ
キ
コ
ヒ
ノ

汚私乖率”淋祁諺萢ｗ挿頭”森野”油がく加媚諏雑燐池効羽杉睡郡赫”詞寺吟如那諦丞韮翠恒非が沙那竺
ノ
グ
キ
デ
シ

ギボウシ

ラン

ヒゲ

チ
チ

ズ
ズ

コ
コ
ビ

ギ
ザ
ノ
ノ
ケ

ガ
サ
ナ
カ
イ
イ
ア

ウ
ジ

ソ
フ
キ
ケ

ヨウ

ギ

ガオ

クソウ
コ

カズラ
ウリ

ャヅル

ウリ

サ

リバナ

マギク

ギク

キ

ビェ

コロ

ドコロ

リジョウゴ

アザミ

種数 127

ウボゴ
ラ
ラ

ゴ
マ
ギ
バ
グ
イ

チ
モ
ヤ
サ
ツ
イ
ラ
ウ
キ
カ
ケ

イ
イ
ュ
グ
ウ
ラ
ウ
リ
リ
ズ
ュ
ギ
ヨ
ゲ
ミ
ナ
リ
キ
ノ
ス
芝

ジ
ロ
ノ
シ
ニ
メ
パ
ド
ト
ド
ビ
カ
ジ
ハ
シ
ッ
ュ
バ
ギ
ノ
デ
キ
タ
ギ
イ

ー
ミ
ュ
マ
ウ
ケ
ゴ
イ
プ
ル
タ
ケ
ネ
ン
マ
ン
ヌ
マ
リ
オ
ラ
ツ
オ
ボ
サ
コ
グ
ギ

モ
シ
ャ
ヨ
タ
コ
ノ
ノ
サ
イ
ア
サ
エ
ヤ
サ
イ
コ
ツ
ア
タ
ヤ
ア
イ
ク
ク
ウ
ス

３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
十
十

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

'一 アズマネザサ

チヂミザサ
ツユクサ

４
４
４

５
４
２

－79－



26 富士銀 行グラ ント

種類

階
■

被
底 種類

階
■

被
摩

q +
ｰスダジイ

マテバシイ

イロハモミジ

イチョウ
ヒマラヤスギ

アカマツ

シラカシ

ケヤキ
カキノキ

エゴノキ

サンゴジュ

メタセコイア

ヒノキ

イプキ

イヌシデ
ェノキ

コブシ

ユリノキ

クスノキ

ウワミズザクラ

イヌザクラ
トウカエデ

アオギリ
ミズキ

サワラ

モウソウチク

ナリヒラダケ

カナメモチ

ヤブツバキ
モッコク

トウネズミモチ

オニグルミ

モクレン

シ．ロダモ

ケッケイジュ
エンジユ

アカメガシワ

イヌツケ

モチノキ

サザンカ

ヒサカキ

ヒイラギ

ムヲサキシキプ

ガマズミ

キリ

アズマネザサ
ヒュウガミズキ

マサキ

レンギヨウ

シナレンギョウ

クサギ

イヌキクイモ
シユロ

トウジュロ
ヤマグワ
ヤブマオ

アケビ

ナンテン

ユキヤナギ

ヤマプキ

シャリンバイ
タチバナモドキ
ヌルデ

チャノキ

タラノキ

キヅタ

ヤツデ
アオキ

ネズミモチ
コムラサキ

クコ

クチナシ

ニヮトコ

スイカズラ

オオアヮダチソウ

オオアレチノギク

ノイパラ

ニガキ
イボタノキ

コバノガマズミ

３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ジャノヒゲ

オヒシバ

アキノエノコログサ

アシボソ

オオケタデ

オオイヌタデ

イヌタデ
カタバミ

コニシキソウ

ヤブガラシ

ヘクソカズラ

ハキダメギク

スギナ

ゼンマイ

クサソテツ

スズメノカタビラ

コメヒシバ

メヒシバ

チガヤ

カヤツリグサ

ヒメカンスゲ

カラスピシャク

ツユクサ

ドクダミ

アカガシ

ムクノキ

クワクサ

クサマオ

ミズヒキ

ヒナタイノコズチ
ヨゥシュヤマゴボウ

スベリヒユ

ツメクサ

センニンソウ

アオツヅラフジ

サネカズラ

タケニグサ

イヌガラシ
ネコハギ

ャプマメ
フジ

ムラサキカタバミ

ツルウメモドキ

ェビヅル

ツタ

コケオトギリ
マルバスミレ

タチツボスミレ

ｺナスビ

シソ

オオバコ

ハルジオン

セイヨウタンボボ
オニタビラコ

ヤブミヨウガ
ヤマノイモ

ヒメドコロ

ミドリハコベ

モミジイチゴ

トネリコ

イヌホオズキ

チチコグサモドキ
ホウキギク
フキ

ダンドポロギク
オオジシバリ

３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
◆
牛
十
◆
◆
◆
◆
今
牛
今

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

３
３
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

、
畠
⑤
名
句
盗
知
色
、
峯
ら
色
姉
盗
１
△
ｑ
人
口
且
。
ｌ
ｐ
ｌ
Ｇ
ｌ
ｄ
Ｌ
ｄ
ｌ
ｐ
ｌ
。
１
句
ｌ
ｐ
ｌ
ｄ
ｌ
Ｑ
ｌ
・
入
口
４
も
凸
唖
ｌ
Ｑ
ｌ
ｐ
ｌ
ｄ
ｊ
ｄ
１
ｏ
１
ｐ
ｊ
◆
◆

稽散 146
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27 済美教育研究所

槽類 禰頓

２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

播数播数 137137

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
２
う
』
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

－81－

ン
チ
ミ
ウ
ウ
ク

ホウチャクソウ
ハラン

オモト
ジャノヒケ

ヤマノイモ

シャガ
ヒオオギズイセ
ミョウガ

ドクダミ
ヒトリシズカ
オニグルミ

ムクノキ
ミズヒキ

オオケタデ

イヌタデ
シロアカザ

ヒカケイノコズ
オシロイバナ
イヌガラシ

ヘビイチゴ

クサボケ
キハギ
ムラサキカタバ
サンショウ

エノキグサ
コニシキソウ
ヤマモミジ

ノプドウ
ヤプガラシ
ビョウヤナギ
タチツボスミレ

アシタパ
マンリョウ

クサギ
ヒメオドリコソ
クコ

トキワハゼ
オオバコ

クチナシ

ヘクソカズラ
カラスウリ

プタクサ．
オオアワダチソ

フキ
ツワプキ
オニタビヲコ

アカマツ

クワクサ

ケッケイジュ
イヌナズナ

イヌザクラ
ェビヅル
ツタ

レンギヨウ
オオアレチノギ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

シウボ
ラ

イ
マ
ク

バ
ヤ
チ
ザ
キ

ン
リ
キ
カ
キ
モ
コ
シ
ワ
ン
ズ
ュ
キ
ノ

ケ
リ
ギ
カ
リ
ノ
ミ
ト
ロ
カ
ラ
ギ
グ
レ
ミ
ジ
ノ
キ
タ
キ
タ

ダ
ャ
オ
サ
メ
ゴ
ズ
ワ
ュ
ラ
ナ
ヌ
リ
マ
ク
ワ
ン
ジ
チ
カ
ヅ
オ
ボ

メ
シ
ア
ヒ
ア
エ
ネ
ニ
シ
シ
コ
ク
ク
ャ
モ
ウ
エ
フ
モ
サ
キ
ア
イ

ンテ
土
‐

サ
ン
ゲ
ド
ギ

ザ
ナ
ウ
ゾ
モ
ハ
ウ

ネ
ギ
キ
ョ
ウ
ウ
ン
ラ
ナ
ギ
ノ
オ
キ
リ
、

マ
ラ
プ
チ
ョ
コ
テ
バ
パ
ハ
ギ
ズ
ミ
ノ
ギ
デ
函

ズ
イ
マ
ク
チ
ギ
メ
ン
イ
チ
マ
ヤ
ナ
ュ
ャ
イ
ッ
ー

ァ
ヒ
ャ
ハ
イ
ス
ヒ
ナ
ノ
タ
ャ
ミ
ハ
マ
チ
イ
ヤ
．

ビラ

ク
タ
ギ

ツ
サ
ギ
ビ
ビ
カ
ナ
バ
サ
ゲ

デ
ン
ミ
グ
ビ
サ
メ
イ
ラ
ラ
サ
ノ
ツ
シ
パ
ザ
ス
サ
叩

ソ
ヲ
バ
メ
ス
ク
ダ
ナ
マ
ワ
ワ
キ
ザ
メ
ゴ
ヒ
シ
ミ
リ
ク
亜

サ
ズ
タ
ド
ナ
リ
キ
ギ
ン
メ
ヌ
ブ
マ
ズ
チ
メ
ヒ
ヂ
キ
ュ
マ

ク
ス
カ
チ
コ
ウ
ハ
ス
ゼ
ヒ
イ
イ
ク
ス
イ
コ
メ
チ
ナ
ツ
や

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３



28 亘盛寺

’

ｌ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

諏一ウ

被
底
３
３

」１１
階

種類 些細“
被階

イ
ケ
イ
ミ
ア
カ
ク
ス
エ
ク
フ
イ
サ
モ
マ
ホ
ア
マ
ホ
丞
一
ヤ
カ
イ
モ
モ
ヒ
ア
力

メヒシバ

シユロ

カラスビシ十ク

イ

スシキボウシ

ハラン

オモト
ハナニラ

オニトコロ

ヒオオキ．ズイセン

アラカシ

クワクサ

ヤブマオ

イタドリ

イヌビユ

ヒカケイノコズチ
ヨウシュヤマゴボウ

スベリヒユ

アケビ

コブシ

サネカズラ

シロダモ

ムラサキケマン

イヌガラシ

シヨカッサイ
ユキノシタ

ャマフキ

カジイチゴ

クサイチゴ

カタバミ

ムラサキカタバミ

コクサギ

コニシキソウ

フッキソウ

ツタ

チャノキ

コケオトギリ

スミレ

コスミレ

ツボスミレ

シュウカイドウ
チドメグサ

ミツバ

セリ

ヤブコウジ

コナスビ

ハッカ

クコ

ホオズキ

トキワハゼ

ウリクサ

タチイヌノフグリ
オオバコ

ヘク、ノカズラ

スイカズラ

ハハゴグサ

フキ

トキンゾウ

イヌマキ

アキノエノコログサ

カヤツリグサ

ホトトギス

ナツズイセン

ビワ

メドハギ
ェビヅル

レンギヨウ

ハクチヨウケ

オオアレチノギク
ノゲシ

味ン、
、 ３
『
Ｊ
２
九
名
２
２
２
う
－
２
ク
ー
勺
上
。
几
・
ｊ
ｑ
Ｌ
ｑ
上
。
ｊ
◆
令
恥
ｆ
２
２
２
ｎ
ｆ
２
毎
毎
２

１
凸
１
４
ｑ
人
。
上
１
△
ｑ
Ｌ
Ｑ
ｌ
Ｇ
ｌ
・
ｌ
ｑ
ｊ
ｐ
ｌ
。
几
・
』
・
ｌ
ｑ
ｌ
唾
１
勺
１
．
１
２
勺
凸
２
２
２
句
＆
《
岳
、
準

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆

十
◇
◆
◆
◆
◆
◆
十
◆
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

チ
ヤ
ロ
ズ
カ
シ
ヌ
ダ
ノ
ス
ジ
イ
ワ
ウ
テ
オ
オ
メ
テ
芝
ダ
ナ
ヌ
チ
ッ
サ
セ
キ

ヨ
キ
ハ
キ
マ
ワ
ギ
ジ
キ
ノ

モ
ツ
イ
キ

ギリ

ラ

ソウチク

バシイ

ノキ

ギリ

ガキ

イチク
イジユ

ケ

メモチ

ツゲ

ノキ

コク

カキ

ビ

ノキ

エゴノキ

ネズミモチ

トウネズミモチ
スギ

ヤマグワ

シキミ

エンジュ

サザンカ

キヅタ
アオキ

アジサイ
ムクノキ

ユキヤナギ

ユスラウメ

サンショウ

ナツミカン

アカメガシワ

ヤツデ

ヤマツツジ

マンリョウ

ムヲサキシキブ

クチナシ

ガマズミ

イヌタデ
ツメクサ

ャブマメ

ヤブガラシ
ハルジオン

クラマゴケ

クマザサ

アシボソ

ノカンゾウ

キチジョウソウ

ヤプラン

ヤマノイモ

カナムグラ
ハナタデ

オシロイバナ

クマイチゴ
カラスウリ

ノコンギク

イヌキクイモ

ハキダメギク

ゼンマイ

オオバノイノモトソヴ

ヤブソテツ

ヒメワラビ

イヌワラビ
オカメザサ

アズマネザサ

ニワホコリ

コ.〆墜シバ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
’
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
’
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

21

21
21
1

1

1

1．

1

11

1

2．

1

1．

1

1

1

l
1
L q

l

l

1．

1

淵
31
31
31
31
21
21
2．

2．

2

2

2

2‘

2

2

2

2

2

2

2

1．

11

1

1

1

11
11
11

禰数 150

4 1
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29 妙法寺

禰類

階
■

被
摩 櫓類 』

｜唯些 被階

槽類

階
■

被
庶

シラカシ

イチョウ

ケヤキ

ムクノキ

ヒマラヤスギ

アカマツ

サワラ

スダジイ
クスノキ

アカメガシワ

モッコク

カヤ

クロマツ

ヒノキ

エノキ

ユリノキ

ヤマザクラ
サイカチ

ヤマハゼ
イイギリ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

チガヤ

カラスビシャク
ハラン

ジャノヒゲ

ヤマノイモ
オニドコロ
ミョウガ
ドクダミ

カナムグラ

ヤプマオ

ミチヤナギ
ツルソバ

オオイヌタデ
イヌタデ

イタドリ

シロアカザ

イヌピユ

ヒカゲイノコズチ
ヨウシュヤマゴボ
ツメクサ

ウシハコベ

タケニグサ

イヌガラシ

アジサイ
ヘビイチゴ

カジイチゴ
モミジイチゴ
ヤブマメ

カタバミ

エノキグサ

コニシキソウ
アワゴケ

ノブドウ
ツタ

ヤプガラシ
コスミレ

タチツボスミレ
ニオイスミレ

キヅタ

ミズキ

マンリョウ

ハナィバナ
シソ

センナリホオズキ
イヌホオズキ

ヒヨドリジョウゴ
トキワハゼ

ウリクサ

オオイヌノフグリ
ハグロソウ
オオバコ

ハクチヨウゲ
ヘクソカズラ

ハハコグサ

チチコグサモドキ
オオブタクサ

ブタクサ

ヒメジョオン

ヒメムカシヨモギ

ダンドボロギク
ヨモギ

メナモミ

アメリカセンダン

セイヨウタンボボ
アキノノゲシ
ノゲシ

オニタビラコ
コスモス

オギ

コゴメガヤツリ

カヤツリグサ
シュロ

ヤブミョウガ

タチテンモンドウ
ヤマグワ

ヒメコウゾ
アケビ

ミツバアケピ
ナンテン

ロウバイ

４
毎
Ｊ
３
３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
＋
牛
令
今
十
◆
十
十
◆
＋
今
十

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

サンザシ

ビワ

タチバナモドキ
エンジユ

ヤマハギ

サンショウ
ェビヅル

ヤツデ

コパノカモメヅル
クサギ

サンゴジュ

ヒヨドリパナ
セイタカアワダチ、ノウ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

＋
◆

種敷 173

ウ

スギ

シキミ

カナメモチ

イヌツケ

モチノキ

イロハモミジ

ヤプツバキ
サザンカ

ヒサカキ

ネズミモチ

ラカンマキ

チャボヒパ

カシワ

ハナズオウ
ハゼ

ニシキギ
コマユミ

アオキ

ムラサキシキプ
キササゲ

ャプニッヶ王

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

アセビ

イヌマキ

オカメザサ

クマザサ

シロダモ

ケッケイジュ
ナワシﾛグミ
カキノキ

３
３
３
３
３
３
３
３

２
１
１
１
１
１
１

サグ
ミ
ク
ラ

ロ
バ
ギ
ピ

ク
コ
リ
サ
ベ
タ
ゴ
ノ
タ
ギ

ギ
ノ
ギ
サ
リ
ケ
ビ
ザ
コ
カ
ジ
マ
ラ
ン
チ
ウ
カ
ナ
リ
サ

ビ
メ
エ
バ
ソ
サ
ト
グ
ウ
ゴ
ラ
ヤ
ネ
サ
ハ
キ
キ
ウ
ノ
コ
ズ
オ
レ
ソ
ダ
ノ
ツ
コ
バ
ザ
エ

ス
ダ
ノ
シ
ボ
ク
オ
メ
ス
マ
ワ
ガ
マ
ク
リ
サ
ノ
コ
ネ
ト
カ
ジ
ア
ン
シ
メ
ゴ
ホ
シ
ミ
ピ

ナ
キ
キ
ヒ
シ
ュ
ケ
ド
ラ
ラ
ヌ
ヌ
ズ
ワ
ド
ラ
ャ
プ
ッ
ワ
イ
ル
オ
キ
ニ
ズ
チ
ワ
ヒ
ヂ
ヌ

コ
ハ
ァ
メ
ァ
ッ
コ
チ
カ
ク
ィ
イ
ア
ク
ミ
ム
チ
ヤ
キ
ニ
ス
ハ
オ
ト
ベ
ス
イ
ニ
オ
チ
イ

４
４
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

グサ

－83－



31公園予定地30 築地本厳寺 ‐皿 被
度

階
居種類種類 曜曜皿皿皿叫

ケヤキ

カツラ

シラカシ

ムクノキ

ハクウンボク
キリ

ツ
デ

マ
デ
シ
ギ

ロ
ル
リ
カ
ヌ

ク
ヌ
キ
ア
ク

１
１
１
１
１

１
人
。
且
◆
◆
◆

ミズキ 1 ●

ネズミモチ

エノキ

ヤマグワ

トウネズミモチ
クサギ

２
２
２
２
２

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｽイカズラ

ムラサキシキブ

イイギリ
アカメガシワ

２
２
２
２

１
１

３
２
２
１
１
１
１
◆

３
３
３
３
３
３
３
３

プ

サ
モ
キ

ク
イ
シ
ラ

タ
シ
ク
キ
キ
コ
ズ

プ
ム
キ
ブ
サ
ト
カ

オ
ラ
ヌ
マ
ラ
コ
ワ
イ

オ
カ
イ
ヤ
ム
ク
ニ
ス

ウ

イチゴ

チノギク

３
３
２
２
２
２
２
２
句
必
２
２
２
２
２
２
か
畠
２
ｑ
上
。
且
。
ｌ
ｏ
ｌ
ｑ
１
ｌ
・
人
ら
１
．
１
・
ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
１
ｑ
ｌ
ｏ
１
１
口
１
．
１
□
１
口
几
・
ｌ
ｑ
Ｌ
４
ｌ
１
Ｌ
。
Ⅱ
ロ
ー
◆

ウ

サ
サ
ソ

リ
ク
グ
ミ
グ
チ
ウ
ボ

グ
ギ
ロ
パ
イ
ダ
ソ
サ
ボ

ク
サ
フ
ラ
ン
ノ
サ
コ
タ
ヨ
ウ
ワ
チ
グ
ン

ギ
バ
グ
ラ
シ
シ
ノ
ズ
ン
オ
チ
ザ
ノ
ザ
ベ
カ
ッ
ソ
リ
ァ
ダ
ン
タ

ギ
メ
ギ
シ
ロ
エ
グ
デ
ラ
オ
ヌ
カ
サ
オ
ョ
レ
ネ
パ
エ
バ
サ
シ
キ
カ
ュ
コ
メ
ミ
キ
マ
リ
キ
コ
ウ
カ
ワ
ダ
ウ

ム
ダ
ム
ラ
コ
ビ
ム
タ
ガ
ド
イ
ソ
ク
ジ
ジ
ア
ギ
ナ
マ
シ
ノ
シ
ク
ギ
ヒ
ア
ピ
ハ
マ
バ
サ
チ
ハ
ジ
バ
ス
タ
ァ
ナ
ン
ヨ
シ

ソ
キ
ヌ
カ
ノ
ヌ
ナ
ヌ
プ
キ
オ
ク
タ
ル
メ
オ
モ
ギ
ズ
ヒ
キ
ヒ
ギ
ュ
シ
ズ
ロ
ヌ
シ
プ
タ
ラ
レ
レ
ハ
オ
ラ
イ
オ
メ
セ
イ
ゲ

ホ
ハ
イ
チ
エ
イ
カ
イ
ヤ
カ
オ
ヘ
プ
ハ
ヒ
オ
ヨ
ス
ア
オ
ア
メ
オ
ツ
ギ
ミ
シ
ィ
ウ
ャ
カ
ム
ァ
ヒ
メ
オ
カ
セ
オ
ヨ
コ
セ
ノ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ロ

ソウ

グサ

ングサ

ラフジ

イバラ

ゾ

アワダチソウ

チズ

モ
コ

イ
ノ
ン

グサ

モ

リ

タンボボ

モドキ
ソウ

ノコログサ

種敵 62

一拠一

稚敏 59



32 塚山公画予産地

稽類

階
雇

被
席 種類

階
■

被
度

シ
キ
マ
シ
カ
ギ
キ
キ
ノ
グ
ザ
メ
デ
キ
ハ
ギ
ノ
ト
ョ
ラ
ラ
レ
ジ
カ
ノ

ア
ミ
ア
イ
シ
ク
ク
ケ
エ
ム
ヤ
イ
ア
ヌ
マ
イ
イ
エ
ニ
イ
サ
コ
シ
ス
ス
ト

一州細細いい““仙郷いいいいいいいい鈍いいいいい“峠小》卜準

ヨウシュヤマゴボウ
タケニグサ

ニガイチゴ

キンミズヒキ
ノイバラ

メドハギ
ケンノショウコ
カタパミ

コニシキソウ
チャノキ

アレチマツヨイグサ
ヤツデ

コヒルガオ

カキドオシ
ホオズキ

オオバコ

スイカズラ

カラスウリ

ハハコグサ

セイタカアワダチソウ
ヒメジョオン

オオアレチノギク

ダンドボロギク

ヨモギ

ギンラン

シユンラン

イヌツケ

エビヅル
オトコエシ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
２
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ワ
ジ
ギ
キ

癖
デ
ツ
デ
シ
キ
ワ
ク
ガ
モ
リ
キ
コ
ウ
ヤ
イ
ケ
キ

ラ
シ
ミ
ナ
ノ

キ
ワ
ク
ガ
モ
リ
キ
コ
ウ
ヤ
イ
ケ

カ
ズ
カ
ヌ
ラ
ヌ
リ
ヤ
ノ
ク
マ
ヌ
カ
ル
サ
ロ
イ
ゴ
ワ
チ
ワ
ナ
ダ
ダ
ズ
チ

キ
キ
ノ
グ
ザ
メ
デ
キ
ハ
ギ
ノ
ト
ョ
ラ
ラ
レ
ジ
カ

◆
◆
◆
◆

ヒノキ

ﾓウソウチク
カナメモチ
ツタ

サカキ
トウネズミモチ

キリ
コプシ

２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１

4

楢敵 109

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

５
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ト

３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

サ

サ
ノ
ゴ
ツ
ク
レ
ジ
ノ
ウ
ゲ
ラ
ギ
ザ
ゾ

志淑乃萢麺柄】函幸萢々酎志諏固堕歩織池型群娠率蓉殉酎に蝦担淋”永森北萢羽冠奔”諦萢率毒や拒壷

ﾏネザサ

シ
モ
ゾ

ラ
イ
ウ

ガ
ロ
ノ
コ

プ
マ

キ
力

坐ナ”
チ
シ
ナ
ウ

ュ
ウ
キ
モ
ギ
キ
ミ
ナ
ョ

ジ
ミ
ド
カ
キ
ミ
ラ
サ
ズ
キ
シ

チ
サ
グ

ズ
ク
ロ

コ
メ
サ
ン
．
ガ
ウ

ザ
オ
イ
チ
キ
メ
ミ
ン
パ
エ
バ
サ
ヨ
ヒ
ミ
グ
オ
キ
ナ
リ
カ
タ

ミ
マ
タ
ィ
サ
ッ
ス
ニ
シ
ノ
シ
ザ
キ
ミ
ノ
ダ
ム
マ
ヒ
ャ
ド
ア
リ

－85－



33 神田1111 35 神田川 3

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

階 被稲類

階
■

被
席 種類

｜
◆
今

度一届
２
２

サグ
リ

チ
ン
グ

モ
ギ
サ
ガ
ウ
ウ
ネ
サ
フ
ラ
壬

チ
ミ
ハ
ゲ
ビ
バ
マ
グ
ウ
ゾ
ソ
ベ
ン
ウ
グ
ゼ
ノ
ズ
リ
リ
ク
ィ
｜

モ
ズ
ノ
ヒ
ラ
シ
ダ
ギ
リ
ョ
ン
ミ
キ
タ
コ
マ
ギ
ソ
リ
キ
ハ
ヌ
カ
ウ
ウ
ギ
ク

ミ
ネ
ギ
ノ
ワ
ヒ
ズ
ム
ツ
ミ
カ
ガ
ダ
ヒ
ザ
リ
ハ
チ
ハ
キ
ウ
ジ
ワ
イ
ソ
ス
チ
ロ
キ
｜

ズ
ウ
ャ
ャ
ヌ
メ
ュ
ソ
ヤ
プ
ブ
ャ
ク
ズ
カ
ア
シ
モ
ド
シ
ュ
ハ
コ
キ
オ
ク
ラ
レ
ボ
ヌ

ネ
ト
ミ
ジ
イ
コ
ジ
ホ
カ
ヤ
ヤ
シ
ド
ミ
ア
ケ
ウ
コ
メ
ニ
キ
メ
ク
ト
オ
ヘ
カ
ァ
ノ
ィ

サグ
キ
ボ

イ
ト
ボ

サ
サ
ナ
ベ
サ
ウ
ヨ
モ
ン
ン
ク

ゴ
ゾ
ザ
リ
バ
グ
ザ
バ
ュ
ベ
コ
シ
ク
ソ
ッ
サ
オ
タ
ギ

チ
ウ
サ
ネ
ギ
サ
コ
バ
シ
ロ
エ
サ
シ
カ
イ
ヒ
コ
ハ
ラ
メ
キ
マ
コ
グ
ョ
ウ
メ

ロ
イ
コ
ク
マ
ム
ク
ホ
シ
ラ
コ
ビ
ク
ギ
ア
ロ
リ
ハ
リ
ガ
ツ
シ
チ
バ
コ
ジ
ギ
ヨ
ダ

ュ
ジ
ワ
メ
タ
ズ
ヌ
ゼ
ワ
ヒ
カ
ノ
ヌ
ュ
シ
ロ
シ
ベ
シ
ド
ヌ
ロ
ニ
レ
オ
チ
メ
モ
イ
キ

シ
カ
ク
ヒ
ブ
ア
イ
カ
ニ
オ
チ
エ
イ
ツ
ギ
シ
オ
ス
ウ
ミ
イ
シ
コ
ア
オ
チ
ヒ
ヨ
セ
ハ

１
１

３
３
３ ’
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

q ＋

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

30種数禰敵 30

34 神田lIl 2

階
■

被
度禰類

アズマネザサ

アオキ

イタドリ

クズ

オオブタクサ

スギナ

ムラサキエノコログサ
メヒシバ

ナルコビエ

チガヤ

カヤツリグサ
クワクサ

ミチヤナギ
オオケタデ

オオイヌタデ
マメグンパイナズナ

カタバミ

エノキグサ
ツルウメモドキ

ツタ

ヤプガラシ

コヒルガオ

ハハコグサ

センダングサ
ノゲシ

ノイバラ
アカメガシワ

３
３3

屯
１
４

1

3 ◆

4 3

4 2

4 2

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 1

4 ◆

4 ◆

28穐数

－86－



36 神田jll 4 37 神田川 5

エノキ

’１’1

１
１
１

エノキ

イタト･リ

シロツメクサ

イヌキクイモ

イヌムギ

エノコログサ

ノハカタカラクサ
ノビル

コヒルガオ

オオバコ

オオアレチノギク

セイヨウタンポボ
スギナ

イヌワラビ

アズマネザサ
ニワホコリ
オヒシバ

シバ

アキノエノコログサ
コメヒシバ

イヌピエ

ススキ

ジュズダマ

ヤマノイモ
ヒメト’コロ

ドクダミ

クワクサ

ヤブマオ

アレチギシギシ

ミチヤナギ

イヌタデ

ケアリタソウ

ヒナタイノコズチ
オシロイバナ

ツメクサ

ウシハコベ

イヌガラシ

ヤブヘビイチゴ
ォヘピィチゴ
コマツナギ

カタバミ

ムラサキカタバミ

コニシキソウ

ェビヅル

ノプドウ

ヤプガラシ

スミレ

ナヮシログミ

テイカカズラ

ィヌトウバナ
クコ

イヌホオズキ

ヨウシュチヨウセンアサガオ

ヘクソカズラ

チチコグサモドキ
ブタクサ

ユウガギク
ヨメナ

ハルジオン

ヨモギ

コセンダングサ
ノケシ

ハキダメギク
ヤブソテツ
シロアカザ

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
◆
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

60

種数 67

－87－

種類 階 被

ヤマグワ
サザンカ

２
２

種類 階 被

エンジュ

ネズミモチ
クサギ

ドキ

イ
イ
モ

ムクノキ

ヤマグヮ
タチアオ
ゼニアオ

クコ
タチバナ

２
２
２



丸只 鞠用111 6

１
１
１
１
日
１
１

エノキ

イイギリ

ミズキ

トウネズミモチ
イヌザクラ
ェゴノキ

ヌルデ
ムケゲ

１
１
１
１
＋
◆
１
１
１
４
４
３
３
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
◆

１
１

１
１
１
１
１
１
２
２
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
２

ウ
サ

サ
ソ
グ

ボ
グ
サ
チ
サ
キ
チ
ギ
ン

ボ
ロ
ク
シ
ズ
グ
ド
ダ
モ
ダ
サ

ン
サ
サ
コ
ラ
ギ
コ
ン
サ
ラ
モ
ワ
ヨ
ン
グ
、
ン
デ

タ
サ
グ
ザ
ノ
バ
サ
カ
ロ
ラ
シ
ギ
デ
ザ
ノ
サ
シ
ネ
ゴ
ク
オ
ズ
サ
ア
シ
セ
ン
ゲ
タ
カ

ミ
バ
ウ
グ
ギ
ロ
デ
ネ
バ
エ
シ
エ
グ
サ
タ
コ
ミ
サ
グ
シ
ギ
ナ
タ
リ
カ
イ
グ
ラ
ン
チ
メ
ガ
カ
グ
サ
カ
カ
カ
ダ
ノ
ヌ
ン

バ
ギ
シ
ヨ
ジ
ム
コ
タ
マ
シ
ノ
ヒ
ビ
キ
ナ
ク
カ
ド
ダ
ク
ム
ギ
チ
ヤ
ケ
ド
ア
タ
ニ
ガ
マ
イ
ツ
ル
ソ
コ
ク
タ
ム
リ
ン
ノ
ィ
七

コ
タ
モ
ヒ
イ
モ
ヌ
ノ
ヌ
ズ
ヒ
キ
メ
ヌ
ス
プ
ュ
ハ
メ
ク
ワ
ナ
シ
レ
チ
オ
タ
ロ
ナ
ケ
ヌ
ル
ジ
ズ
ロ
タ
ヒ
ソ
ク
チ
タ
イ
メ
メ
セ
キ
オ
ジ
ウ

ク
カ
ヨ
メ
セ
カ
イ
エ
イ
ア
オ
ア
コ
イ
ス
コ
ツ
ノ
ヒ
ド
ク
カ
ギ
ア
ミ
オ
イ
シ
ヒ
タ
イ
ツ
カ
ク
シ
ツ
コ
シ
ヘ
チ
ブ
セ
ヒ
ア
コ
ァ
オ
フ
ホ

種數 Rザ
￥ ロ

一錦一

種類 階 被
■ 度
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種類 階 被
■ 摩

種類

階
■

｜被塁令
被
摩

チモ、、一

ウ
リ
キ
ズ

ヨ
ギ
ノ
承

ワ
ラ
イ
ラ
ウ

ク
タ
イ
タ
ト

スベリヒユ

オダマキ
アケビ

ツヅラフジ
タケニグサ

キンミズヒキ

ニシキソウ

コニシキソウ

ノプドウ
マルバスミレ

タチツボスミレ

ワルナスビ

チチコグサモドキ
オオアレチノギク
フキ

ノボロギク

タカサブロウ
コスモス
ハキダメギケ

◆
◆
◆
◆
◆
１
牛
◆

２
２
２
２
２
３
３
３

二
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

◆
◆
十

ウ

サ
ソ
ウ

グ
チ
チ
ミ
チ
ボ
ボ

ロ
シ
ズ
ズ
バ
グ
ボ
ウ
ゴ

モ
ミ
カ
サ
コ
バ
キ
ウ
コ
コ
ナ
タ
ワ
サ
ラ
ワ
ン
ウ
サ
サ
ソ
デ
マ

チ
ダ
モ
ダ
ザ
サ
ノ
バ
シ
ゲ
モ
シ
ソ
ノ
ノ
バ
シ
ゴ
カ
サ
シ
シ
グ
ケ
オ
ズ
ア
ウ
タ
ソ
ツ
ピ
グ
マ
ク
ロ
ク
デ
タ
ザ
ヤ

モ
皇
モ
ナ
ナ
ミ
モ
ヵ
ネ
グ
ェ
シ
バ
ヒ
ゲ
サ
ヒ
ィ
デ
シ
ギ
タ
ュ
ィ
ィ
ィ
ン
ラ
チ
ミ
キ
グ
ガ
ラ
ィ
ゴ
ガ
コ
カ
サ
カ
ソ
ミ
ウ
ト
テ
ラ
サ
バ
ロ
エ
ダ
リ
コ
ャ
サ
オ
ソ
オ
キ
タ
ヌ
カ
ュ

ミ
上
ギ
ヵ
ォ
ナ
ダ
ォ
ダ
マ
ジ
ノ
ヒ
シ
メ
ス
ク
ノ
ノ
ガ
』
ン
ギ
チ
リ
ビ
ゲ
タ
ロ
レ
ガ
ナ
ィ
バ
サ
キ
メ
ガ
ョ
ィ
ル
バ
ソ
ク
タ
ン
ギ
モ
ョ
シ
モ
ソ
ワ
ク
シ
コ
ビ
ズ
ッ
ギ
イ
ド
チ
ラ
ク
マ
カ
マ
ヒ
ケ
イ
ア
空

ク
ネ
ニ
ヤ
オ
オ
ス
ド
ヘ
オ
ァ
カ
ア
コ
メ
ァ
ハ
ツ
ジ
ヤ
シ
ィ
ギ
ァ
ヶ
イ
ヒ
ヒ
オ
ス
ィ
ナ
カ
カ
ム
エ
ア
ツ
ヤ
マ
ア
コ
オ
ヘ
プ
セ
ト
ヨ
メ
セ
ノ
イ
ヤ
ヒ
カ
オ
エ
イ
ジ
カ
コ
ク
ニ
ア
ホ
コ
ク
ク
コ
ヤ
ミ
オ
オ
シ
ヨ

コ
ズ
ユ
ナ
ォ
ォ
ギ
ク
ラ
モ
ズ
モ
キ
メ
ヒ
キ
マ
ュ
ャ
マ
ャ
ヌ
シ
レ
ァ
ヌ
カ
ナ
シ
ィ
ヌ
ズ
ジ
タ
ラ
ノ
カ
タ
ブ
ッ
オ
ヒ
オ
ク
タ
イ
キ
モ
ナ
イ
ゲ
ノ
ブ
メ
ゼ
ヒ
ノ
ヌ
ュ
ャ
ナ
サ
ラ
マ
ウ
ナ
ワ
サ
ア
プ
ズ
オ
オ
ロ

３
３
３
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
令
十
◆
◆
◇
◆
◆
◆
◆
や
◆
令
◆
◆
十
十
今
令
◆
◆
令
十
◆
今

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
’

＋

◆

種散 99

－89－



一鍛劃彗
一
土
Ｚ

ユ
ニ
ニ 階 被

旧’ 席一塁

１
’
２

アズマネザサ

ケッケイジュ
ムクゲ

カナムグラ

カニクサ

セイバンモロコシ
クコ

オオブタクサ

ホテイチク
シラカシ

エノキ

ヒメコウゾ

カジイチゴ
モモ

ガガイモ

３
３
３
２
１
１
１
１
◆
十
◆
牛
◆
◆
◆

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

サグ

ミ
ボ
チ
キ
ク
ン

ポ
ズ
ゴ
ド
ギ
ダ

、ノタ
ウ
ン
．
サ
バ
ウ
コ
チ
モ
ノ
ン
ケ

リ
カ
ソ
シ
タ
ラ
ビ
グ
バ
シ
サ
ス
ウ
ト
ノ
ュ
シ
ゴ
ィ
サ
ウ
オ
ゼ
リ
サ
サ
チ
セ
ギ

キ
コ
バ
ゲ
サ
ミ
シ
デ
キ
キ
ラ
ウ
ビ
ラ
バ
ロ
シ
ヒ
ザ
エ
ギ
ゾ
サ
イ
ュ
イ
ヒ
サ
ラ
キ
チ
ロ
ラ
ミ
グ
ソ
ル
ガ
ハ
コ
ウ
グ
グ
レ
カ
メ

ヒ
ホ
シ
ス
ク
ダ
ギ
タ
サ
シ
ガ
ギ
ヨ
タ
サ
ワ
シ
コ
ヒ
メ
ミ
ビ
ト
ン
ラ
ク
ゲ
ビ
ゲ
リ
ク
ガ
プ
イ
シ
バ
バ
キ
キ
ヅ
ル
ワ
バ
ス
コ
コ
ァ
リ
シ
ダ

ズ
ワ
ヒ
マ
ユ
ク
シ
ヌ
ラ
ニ
タ
プ
モ
イ
ニ
ク
ヌ
ヒ
ノ
メ
キ
ヂ
ヌ
ト
カ
ラ
ナ
ワ
オ
ヌ
カ
ベ
メ
ヌ
マ
ヒ
ワ
イ
タ
ノ
シ
ピ
ヒ
キ
オ
ラ
ハ
チ
オ
メ
ゲ
キ

ミ
ニ
メ
ハ
ツ
ド
ギ
イ
ム
コ
ツ
ヤ
ヨ
セ
オ
ト
イ
オ
エ
コ
ア
チ
イ
ホ
ノ
ニ
コ
ク
ア
イ
ヒ
ス
ツ
イ
ヤ
ヘ
ナ
ノ
カ
エ
ニ
エ
コ
ト
オ
カ
ハ
チ
オ
ァ
ノ
ハ

２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆
◆
令
十
十
◆
◆
◆
◇
◇
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◇
今
◆
◆
◆
令
◆
＋
牛
今
◆
◆
◆
令
◆
◆
◆
今
◇
◇
十

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

種数 69

－90－



41 善福寺川 3

種類

階
■

被
里

トウネズミモチ
イチョウ

クロマツ

アキニレ

トチノキ
､ソ勺

１
１
１
１
１
１

２
１
１
１
１
１

クコ

ユキヤナギ

コデマリ

クヌギ
クマイチゴ

ｱメリカヤ マボウシ

ハクウンボ ク

2 1

2 1

３
３
３
３
３

３
２
２
１
１

メヒシバ

ヨモギ

スギナ

オヒシバ

アレチギシギシ
ホナガイヌビユ

ナワシロイチゴ
コヒルガオ

ブタクサ

ヒメジョオン

セイヨウタンボボ

メタセコイア

アズマネザサ

ェノコログサ

ハマスゲ

ギシギシ
イタド．リ

イヌビユ

オシロイバナ
カタバミ

ヤプガラシ

アレチマツヨイグサ
オォィヌノフグリ

オオアレチノギク
ホウキギク

ハキダメギク

カモジグサ

イヌムギ

ァキノェノコログサ

ァキメヒシバ

シマスズメノヒエ

ススキ

ノギナシセイバンモロコシ
カヤツリグサ
ツユクサ

クサイ
カナムグラ

クサマオ

ミチヤナギ

オオイヌタデ
イヌタデ

シロアカザ

ミドリハコベ

イヌガラシ

クズ

シロツメクサ

ェノキグサ

メハジキ

セイタカアヮダチソウ
ヨメナ

ハルジオン

ヒメムカシヨモギ

アメリカセンダングサ
ノゲシ

ヨシ

ツルボ

ホソアオケイトウ
アオツヅラフジ

イロハモミジ

アメリカイヌホオズキ
チチコグサモドキ

４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
十
◆
◆
◆
十
◆
今

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

種敵 74

－91－



42 蕃福寺川 4

■ 度

1 1

1 ﾜﾙﾅｽﾋ
エンジュ 1 ÷

ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

種類種類

階
屠種類種類 階

階
■ 被

被
摩

被
麻

ビワビワ

トウネズミモチﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ

ヒルガオヒルガオ

４
４

１
１

1

１
１

槽数クコ

ヤマグワ

カジイチゴ

ェノキ

メヒシバ

イヌムギ
ェノコログサ

ホナガイヌビユ

スギナ
カゼクサ

ォヒシバ

アレチギシギシ
コヒルガオ

ブタクサ

ヨモギ

イヌキクイモ

ハキダメギク

アズマネザサ
ムラサキエノコログサ

アキノエノコログサ
オギ

ミチヤナギ
オオイヌタデ

イヌタデ
イタドリ

シロアカザ

ヒナタイノコズチ
スベリヒユ

クズ

タチアオイ
ネズミモチ
クサギ

オオバコ

ヘクソカズラ

アレチウリ

オオプタクサ

セイタカアワダチソウ
ヒメジョオン
オオアレチノギク

ヒメムカシヨモギ

セイヨウタンボボ
ノケシ

カモジグサ

チカラシパ

コメヒシバ

ァキメヒシバ

ススキ

ジュズダマ

ホソムギ

ツユクサ

ムラサキツユクサ

ギシギシ
イヌビユ

ォシロィバナ

イヌガラシ

ナワシロイチゴ
クサボケ

シロツメクサ

ケンノシヨウコ

カタパミ

ェノキグサ
コニシキソウ

フヨウ

キュウリグサ

カキドオシ

シソ

アオジソ

ハハコグサ

ヨメナ
ハルジオン

アメリカセンダングサ

カヤツリグサ

ホソアオケイトウ
ヨウシュヤマゴボウ

セイヨウフウチョウソウ
オオニシキ、ノウ

81

３
３
３
３

２
１
１

５
４
４
４
３
内
』
（
Ｊ
３
３
３
の
Ｊ
《
Ｊ
九
Ｊ
２
２
２
ク
ー
２
２
２
２
局
塩
２
２
ク
】
２
２
２
２
２
２
２
２
ク
ー
２
２
２
句
名
ｑ
Ｌ
ｑ
１
ｑ
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
上
・
几
・
ｌ
ｐ
１
Ｇ
１
Ｑ
几
・
１
．
１
口
１
１
人
。
１
９
人
・
１
．
１
．
１
．
１
勺
１
．
１
．
１
．
１
・
ｊ
ｑ
Ｌ
ｑ
人
。
ｌ
、
ｌ
◆
＋
◆
◆
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

－92－



｢一通壷｣u
稲類

５

階
居

被
摩

ヤマグワ
アオギリ

１
１

２
２

L
クサギ

クコ

ノィバラ

ネ.ズミモチ
アズマネザサ
エノコログサ

アキノエノコログサ
メヒシバ

アキメヒシバ

カタバミ

コヒルガオ

ヨモギ

イヌキクイモ
イノモトソウ
コナラ

カナムグラ

イタドリ

ナワシロイチゴ
ヤブガラシ

タチアオイ
セイヨウタンボボ
イヌムギ
カゼクサ

オヒシバ

トダシパ

ムラサキェノコログサ
コメヒシバ

ススキ

ツユクサ

ムラサキツユクサ

タマスダレ

ヤマノイモ
オニドコロ

ドクダミ
ヤブマオ

ギシギシ

アレチギシギシ
オオイヌタデ
イヌタデ
ヒメツルソパ

シロアカザ

ホナガイヌビユ
ヒナタイノコズチ
ォシロィパナ
スベリヒユ

アオツヅラフジ

マメグンバイナズナ
メドハギ

ニシキソウ

コニシキソウ

ノプドウ

オオマツヨイグサ
シソ

ヘクソカズラ
ハハコグサ

プタクサ

セイタカアワダチソウ
ヨメナ

ハルジオン

ヒメジョオン

オオアレチノギク
ノケシ

オニタビラコ
ハキダメギク

スギナ

ニラ

アレチウリ

３
３
３
３

２
２
１

_L４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

’

69瞳数

－93－



44 妙正 寺」|’

階
■

被
席種類

階
■

被
摩 種類

ｺｱカザ

ザクロソウ

ミミナグサ

ウシハコベ

メノマンネングサ

カジイチゴ
エンジュ

ヤハズソウ

イタチハギ
ホウセンカ

ノプドウ

ツタ

ヒルガオ

ホオズキ

イヌホオズキ
カラスウリ

ハハコグサ

チチコグサモドキ
オオブタクサ

ホウキギク
ノボロギク

トキンソウ

アメリカセンダングサ

ノゲシ
オニノゲシ

エノキ

トウネズミモチ

ホテイチク
クヌギ

ナンテン

ナツミカン

ツルウメモドキ

トウグミ

アオキ

マメガキ
レンギョウ

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
月

３
３
１

令
十
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
令
◆
今
◆
◆
令
◆
◆
◆
◆
◆
令
◆
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ウ

サ
ソ
ナ

グ
チ
チ
リ
ギ
ボ
ズ
サ
ミ
ク

イ
ダ
ズ
オ
グ
モ
ボ
ナ
グ
バ
ウ
ギ
ス

サ
ヨ
ワ
ク
ウ
コ
サ
ウ
ガ
フ
ラ
ヨ
ン
バ
デ
ナ
イ
ン
タ
ソ
レ
ノ
コ
ウ
サ
ギ

リ
グ
ュ
ツ
オ
ア
ギ
ザ
ソ
ノ
ク
サ
ソ
シ
サ
ゼ
ノ
ズ
シ
ダ
パ
シ
レ
ラ
タ
パ
バ
シ
ネ
カ
キ
イ
ミ
サ
チ
ラ
ソ
マ
グ
ト
ウ
ギ
ワ

バ
コ
ロ
ヒ
ミ
マ
ガ
カ
メ
エ
ミ
シ
デ
カ
タ
イ
メ
グ
キ
ラ
ア
ハ
ヌ
カ
サ
カ
ウ
ギ
サ
シ
パ
ヒ
ダ
サ
グ
キ
ヌ
リ
ィ
サ
ン
ラ
ン
メ
キ
シ
オ
ス
グ
サ
コ
レ
キ
ピ
ト
ダ
リ
サ
ト
ゾ
ナ
カ

シ
ギ
ホ
コ
リ
バ
チ
ル
タ
ダ
ビ
ダ
ギ
タ
ア
リ
ゲ
ッ
キ
シ
ガ
バ
ワ
イ
ソ
ク
ム
ヨ
ナ
ム
ク
ヒ
シ
メ
キ
ボ
ス
ク
ム
ヒ
イ
ド
ロ
ク
グ
ガ
マ
マ
サ
ニ
ア
ィ
メ
ギ
ク
パ
ア
プ
タ
モ
ズ
ツ
ク
ホ
ン
ヤ
ミ

ヒ
モ
ワ
ノ
ベ
タ
レ
ヒ
イ
キ
ヌ
ク
シ
ヌ
ロ
ア
カ
ロ
ノ
ニ
ブ
ル
キ
オ
ク
タ
メ
イ
ギ
ヌ
ゼ
メ
ヒ
キ
ス
ル
マ
ワ
ナ
ズ
オ
タ
シ
メ
メ
ヌ
ノ
プ
ラ
オ
チ
オ
ド
サ
ソ
コ
リ
オ
オ
ワ
ニ
ノ
ュ
ヤ
ュ
マ
カ
チ
シ

オ
ヨ
ニ
エ
ス
カ
ア
コ
セ
ハ
イ
ド
ギ
イ
シ
ケ
ヒ
シ
エ
コ
ヤ
マ
ト
オ
ヘ
ブ
ヒ
セ
ス
イ
カ
コ
メ
ア
ス
ツ
タ
ク
カ
ミ
オ
イ
オ
ツ
マ
イ
オ
ヤ
ム
オ
タ
ニ
チ
ク
シ
ク
ウ
オ
オ
ツ
オ
イ
ジ
カ
ツ
ヤ
ノ
ミ
イ

５
４
３
３
ｎ
Ｊ
３
３
局
Ｊ
《
Ｊ
句
⑨
２
２
２
２
２
２
２
ワ
宇
命
＆
句
必
２
ワ
一
句
凸
⑤
必
冗
彩
冗
色
２
冗
牟
ｑ
↓
Ｇ
１
も
ｌ
・
ｌ
ｐ
ｌ
ｑ
ｌ
・
１
．
１
．
１
勺
八
・
ｌ
ｐ
ｌ
ｐ
ｊ
ｐ
ｌ
も
ｌ
ｑ
Ｌ
ｑ
ｌ
ｑ
上
・
人
ｑ
人
１
人
。
人
。
上
‐
八
・
八
も
１
１
人
Ｑ
ｌ
ｏ
ｌ
も
１
．
１
．
１
．
１
◆
◆
◆
令
十
令
今
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
Ｊ
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

桧数 105

－94－



45 丼の頤纏 1

種類

階
庖

被
庵 種類

階
■

被
摩

サワラ

ケヤキ

アカメガシワ
ミズキ

トキワハゼ

オオイヌノフグリ

ハシカグサ

ニワトコ

カラスウリ

ハハコグサ

ブタクサ

セイタカアワダチソウ
オオアワダチソウ

ョメナ

ハルジオン

ｵオアレチノギク
ノコンギク

ヨモギ

アメリカセンダングサ
ムクノキ

１
１
１
１

１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

シュロ

エンジュ

イロハモミシ

ネズミモチ
モモ

２
２
２
２
２

１
１
１
１

マテバシイ

ウツギ

ヤマプキ

カジイチゴ
コクサギ
ヤツデ

アオキ

ヤマグワ
モミジイ千ゴ

３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

猫数 96

サ
ウ
サ

ギ
グ
チ
ボ
グ

ｆ

モ
ツ
ロ
ズ
ゴ
ゴ
キ
イ

ノソ
ラ
ヨ
モ
サ
テ
サ
サ
コ
コ
マ
チ
ウ
ド
ヨ

リ
ズ
シ
イ
マ
グ
シ
ソ
ビ
ブ
サ
ザ
グ
ノ
パ
ゲ
ウ
モ
ロ
ラ
ギ
ノ
ヤ
ベ
シ
イ
サ
ソ
モ
シ
ツ
オ

チ
カ
リ
カ
ク
バ
ソ
ダ
シ
オ
リ
オ
プ
ラ
ノ
ザ
ネ
ギ
パ
ロ
エ
シ
エ
ス
サ
ゾ
リ
イ
コ
ガ
ミ
サ
グ
シ
ナ
デ
ュ
イ
ュ
コ
ラ
ロ
メ
グ
キ
メ
ウ
ラ
キ
マ
ガ

ク
ソ
ド
ム
キ
シ
ボ
ズ
ム
マ
ウ
ド
ャ
ワ
シ
メ
マ
ム
シ
コ
ノ
ヒ
ビ
キ
リ
ク
ン
ュ
ノ
ド
ウ
ダ
キ
ク
ム
ソ
ギ
ヤ
タ
ビ
ゲ
シ
ハ
ガ
シ
マ
キ
シ
ウ
ド
ガ
ノ
チ
ル
ギ

ャ
ク
タ
メ
ヌ
ヒ
シ
ュ
ラ
サ
ュ
キ
ニ
ヌ
キ
カ
ズ
ヌ
ヒ
ノ
キ
メ
ヌ
ス
キ
ュ
カ
ニ
マ
ニ
ョ
ク
ノ
ワ
ワ
ナ
カ
シ
チ
ヌ
ヌ
カ
ウ
シ
ヌ
ワ
ズ
プ
ジ
ノ
ニ
ル
フ
タ
プ
ャ
レ
リ
ヒ
サ
ソ
コ

シ
ヘ
イ
ヒ
イ
メ
ア
ジ
カ
ク
キ
カ
オ
イ
ノ
オ
ア
イ
オ
エ
ア
コ
イ
ス
ナ
ツ
ノ
オ
ヤ
オ
ミ
ド
エ
ク
ク
カ
ア
キ
ミ
イ
イ
ヒ
ヨ
ウ
イ
ナ
ク
ヤ
フ
エ
コ
ツ
ノ
ツ
ヤ
チ
ア
セ
コ
ク
シ
ケ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
４
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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種類

被
度

階
■

オニグルミ

２

ネズミモチ
カヤ
ェ ノキ

。
ｊ
◆

３
３

十
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◆

３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

オカルカヤ

カラスビシヤク

ミチヤナギ

ミミナグサ

ミト．リハコベ

タネツケバナ

オノマンネングサ
メノマンネングサ
ヤマプキ

ツルウメモト．キ

チヤノキ

チト．メグサ

キュウリグサ

クサギ

ホトケノザ

オオバコ

オニタビラコ

エンシュ

種数 22
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47 井の 頭線 3

種類

階
屠

被
庶 禰類

階
眉

披
度

ケヤキ

ネズミモチ

クズ

ヘクソカズラ

オオブタクサ

イヌワラビ

アズマネザサ
メヒシバ

アシボソ

ノカンゾウ

ヤプマオ

ナワシロイチゴ

セイタカアワダチソウ
ヨメナ

イヌキクイモ
ハキダメギク

スギナ

カモジグサ

イヌムギ

オヒシバ

アキノエノコログサ
コメヒシバ

イヌビエ

チガヤ
ススキ

ノギナシセイバンモロコシ
ジュズダマ
カヤツリグサ

ツユクサ

ムラサキツユクサ

ヤマノイモ

ドクダミ
クワ

カナムグラ

クサマオ

ギシギシ

オオケタデ

オオイヌタデ

ケアリタソウ
イヌビユ

ヒカケイノコズチ
ヨウシュヤマゴボウ

オシロイバナ
スベリヒユ

ツメクサ

ウシハコベ

イヌガラシ

ナズナ

ヤマプキ

ヘビイチゴ

カジイチゴ
モミジイチゴ
ノイバラ

ネコハギ

ャプマメ

フジ

ムラサキツメクサ
カタバミ

ムラサキカタバミ

ニガキ

エノキグサ

ニシヰソウ

コニシキソウ

ツルウメモドキ
ェヒヅル

ツタ

ヤプガラシ

コスミレ

アレチマツヨイグサ
アメリカアサガオ

コヒルガオ

メハジキ
シソ

トキワハゼ

オオイヌノフグリ
スイカズラ

カラスウリ

アレチウリ

ブタクサ
オナモミ

１
１
５
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

ヒメジョオン

オオアレチノギク
ヒメムカシヨモキ
フキ

ダント．ポロキク

ノボロキ．ク

ヨモキ

アメリカセンダングサ
ノアザミ

カントウタンボボ
アキノノケシ

シロアカザ
ノゲシ

ｑ
人
ｑ
ｌ
１
ｌ
・
’
も
几
も
４
屯
Ｌ
口
上
ｑ
人
口
４
．
１
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

種数 93

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
’
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48 井の頭線 4 49 丼 の頭縫

戸
口

種類

階
湿

被
遼

オニグルミ

ヤマグワ

ヤマブキ

ヌルデ

チャノキ

ネズミモチ
クサギ
ヒメコウゾ

３
３
３
３
３
３
３
【
ｆ

１
１
１
１
１
１
１

モミシ．イチゴ

クサソテツ

アズマネザサ

チカラシバ

ススキ

ヤプカンゾウ

オニドコロ

カナムクラ

クズ

セリ

ヒレハリソウ

オオイヌノフグリ

キツネノマゴ

オオブタクサ

オナモミ

オキ

ノヒ．ル

オニユリ

ヒオオギズイセン

クサマオ

ャブマオ

ミズヒキ

ミチヤナキ

イタト．リ
ヨウシュヤマゴボウ

センニンソウ

カラマツソウ

クスノキ

ャマブキ

ナワシロイチゴ

ノィバラ

メト．ハキ．

ヤブマメ

コマツナギ

シロツメクサ

ツルウメモトキ

ェビヅル

ツタ

ニオイスミし

ｱﾚﾁﾏﾂﾖｲグサ
ウト．

カキト．オシ

ホオズキ

ホタルプクロ

ヒメジョオン

フキ

ケヤキ

ムクノキ

ヒメコ

ススキ

カナムグラ

ヘクソカズラ

コウヤワラビ

イヌワラビ

アズマネザサ
イヌムギ

アキノエノコログサ

メヒシバ

シヤクチリソパ

ナワシロイチゴ

コヒルガオ

クコ

セイタカアワダチゾウ
ハルジオン

ヨモギ

スギナ

センマイ

シケシダ

イチゴツナギ

ヨシ

オヒシバ

コメヒシバ

チガヤ

ジュズダマ

ツユクサ

ヤフカンゾウ

ヤマノイモ

シャガ

ドクダミ
クワクサ

クワ

ギシギシ

オオイヌタデ

イヌタデ

シロアカザ

イヌヒユ

ヒカケイノコズチ

オシロイバナ
ウシハコベ

クサノオウ

タケニグサ

イヌガラシ

カジイチゴ

ネコハギ

カタバミ

ムラサキカタバミ

エノキグサ

コニシキソウ

ツルウメモドキ

ツタ

ヤブカラシ

アオジソ

オオバコ

カラスウリ

ブタクサ

ヨメナ

ヒメジョオン

オオアレチノギク

ダント．ボロギク
アメリカセンダングサ

セイヨウタンボボ

アキノノケシ

ノゲシ

イヌキクイモ
ハキダメギク

サルトリイバラ

ナワシログミ

ワルナスビ

ヤェムグラ

３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
◇
◆
◇
◆

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

54

種數 78
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種額

オニグルミ ' 1 1
ヌルデ 1 1 1

■
且
■
１
９
４
◆

３
３
３
３

キ
ギ
ギ

ノ
ツ
サ
ワ

エ
ウ
ク
ケ

1

1階 被
｜■ 庵

種敷



2．動 物

1）クモ類

(1)調査内容及び方法

杉並区内のクモ類（真正クモ類）の生息分布状況を把握し、その特性を明らかにすることを目

的として調査をおこなった。

調査は、区内で最も自然状態が保全もしくは残されていると思われる場所、あるいは区内に生

活していて良好な自然と感じられる場所、合計2'地点を選ひミクモ類の生活タイプ･に応じてハン

ドソーティング（みつけ取り）、ビーティング（叩き網）、シフティング（ふるい落し）、スウ

ィーピング（すくい取り）の各法による採集をおこない、持ち帰った後、種類の同定をおこなっ

た。調査地点及び調査実施日は図1、表1に示したとおりである。

調査結果をもとに、杉並区のクモ類相の特性あるいは各調査地点の特性等について検討を加え

たが、ここでは「杉並の街と自然」第’'号に示されたアンケートによるクモ（オニグモ、ジョロ

ウグモ）の調査結果も用いた。なお、調査地点21ケ所のうち、定性的な種の確認だけをおこなっ

た東田小学校及び和泉2－44の2地点は地点間の比較等の検討からは除い心また、予備調査結

果についてもここでは除外した。

N
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大
済
大
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S
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図l クモ類調査地点付暦図
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表1 調 査 実 施 日

1985年
123456789101112

1986年
123456789101112

1987年
12地 点

A 善福寺公園 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B 井草八幡 ○ ○ ○

C 観泉寺 ○ ○ ○

D 今川2－15 ○○

E 妙正寺公園 ○

F 荻窪八幡 ○ ○ ○ ○

G 久我山稲荷 ○

H 久我山1-10 ○

!讓譜 ○ ○

J 和田堀公園 ○○ ○ ○ ○ ○

K 大宮八幡 ○

L 堀ノ内2－40 ○ ○ ○○

M 大宮1－21 ○○

N 済美山 ○○ ○ ○ ○ ○ ○

O 大宮1－15 ○ ○

P 下高井戸八幡 ○

Q 下高井戸5－23 ○

R 竜光寺 ○

S 永福1－27 ○

注）1985年1月及び2月は予備調査このほか東田小学校（'85年6月）及び和泉2－44

（'86年11月）でも定性的な調査を実施した。
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②鯛査結果及び考察

①出現種類

杉並区内の21ケ所の地点で合計13回にわたり実施した調査の結果、合計28科142種のクモ

類が確認された。確認された種類数を科の単位でみると、ヒメグモ科、サラグモ科、コガネグ

モ科の各科が18種、ハエトリグモ科が16種と多く、カニグモ科の12種やフクログモ科の11

種がこれに次ぐ。その他の科は1～7種と少ない（表2）。

現在日本で記録されているクモ類は約1,030種、そのうち東京都で記録されているのは約410

種であることから、杉並区では全国からみると約14％、東京都全体からみると約35％の種類

が記録されたことになるが、今回の調査は屋外だけを対象としていたことや、調査期間、地点

が限られていたことなどから、更に詳細な調査が進めば種類数は若干増えると思われる。

確認されたクモ類を主な生活場所と生活型からみると、表3のようになる◎主な生活場所に

ついては主に松本他(1976)に従い生活型については八木沼(1986)、本多(1969)などを参考

とし、次のように区分した。

＜主な生活場所＞

A 家屋・庭

A1 屋内性が強い

A2 屋外性力強い

B 水田

C 草原

， 草原・山道

E 山道

EG 都市一山道

F 水辺（流水）

G 崖地

H 樹幹

I 落葉下・石裏等

（表3ではA1とA2は一緒にしてある）

生活型＞

造網型

空間造網型

葉上樹皮造網型

地表造網型

俳ｲﾛ型

葉上樹皮俳個型

地上俳個型

地中型

居候性・他クモ捕食型

く
１
２
３
１
２

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
，

これによると、草原一山道のような環境にみられる葉上樹皮俳個型の種類が26種と最も多く、

山道などのような場所にみられる空間造網型の種類が21種、山道でみられるが都市にも生息す

る空間造網型の種類が11種、落葉・石下などに多い地上排個性の種類が10種と続く。調査方

法が多岐にわたったこともあるが、杉並区のクモ類の構成は多様性に富んだものといえる。た

だこの多様さは、従来のクモ類の生息場所が人為によって大きく改変されたものの、新たに出

現した環境にうまく適合して来た種類を含むことで成立している面もあると思われる。

そこで、確認された種類の中から、自然性の高い環境に依存する種類、逆に環境に対する選

好性が広く、適応性が高いため自然性の低い環境でも生息し得る種類を拾い出してみると、次

のようになる。
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・自然性の高い環境に依存する種類

（16種）

カネコトタテグモ、ダニグモ、シヤ

ラクダニグモ、アカハネグモ、キヒ

メグモ、ユノハマサラグモ、テソグ

ヌカグモ、コデーニッッサラグモ、

ナソブコツブグモ、キザハシオニグ

モ、ナガコガネグモ、力ラフトオニ

グモ、ヤマヤチグモ、アマギエビス

グモ、ササグモ、コムラウラシマグ

モ

。特に適応性の高い種類（22種）

ジグモ、ネコハグモ、カレハグモ、

キイロカレハグモ、チリグモ、ユカ

タヤマシログモ、ユウレイグモ、イ

エユウレイグモ、シモソグモ、ニセ

ソヒメグモ、オオヒメグモ、サトヒ

メグモ、ゴミグモ、ヨツデゴミグモ

ジョロウグモ、ズグロオニグモ、ヒ

ラタグモ、クサグモ、コクサグモ、

シモフリヤチグモ、メガネヤチグモ

ハタケグモ

種類数で比較すると前者：後者が16：

22、全体の割合からいえば約11%と約

15％となり、適応性の高い種類が多く

なっている。適応性の高い種類は生活場

所からみると家屋・庭、あるいは山道に

もみられるが都市にも生息するといった

表2 出現種類数

科 名

カネコトタテグモ科

トタテグモ科

ジグモ科

ハグモ科

ウスグモ科

モリグモ科

エソマグモ科

タマゴグモ科

ヤマシログモ科

ユウレイグモ科

ヒメグモ科

サラグモ科

セソショウグモ科

コヅブグモ科

コガネグモ科

アシナガグモ科

ヒラタグモ科

タナグモ科

ハタケグモ科

キシダグモ科

コモリグモ科

ササグモ科

フクログモ科

シボグモ科

ワシグモ科

カニグモ科

エビグモ科

ハエトリグモ科

計

認一ｌｌ１ｌ２ｌ３４ｌ１ｌ１ｌ３ｌ１’３旧肥－１’１鳩６ｌ１ｌ７ｌ１１３１ｕｌ１ｌ１ｌ吃５｜焔哩

恥
－
１
’
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
岨
一
Ⅱ
｜
焔
一
喝
一
Ｍ
｜
過
一
陥
一
Ⅳ
｜
旧
一
旧
一
加
一
釦
一
配
一
調
一
塑
一
妬
一
記
一
訂
一
錫

種類が大半を占めることがわかる（表3参照）。一方、自然性の高い環境に依存する種類がみ

られたことは、杉並区にもまだ良好な自然が残されていることを示したものといえる。

②注目される種類

杉並区では重要と考えられる種類をあげると次のようになる。

・カネコトタテグモ（カネコトタテグモ科）

北方系のクモで、23区内で生息が確認されたのは2度目であり、山地でもあまりみかける

ことがない。良好な自然の指標種といえる。

・キシノウエトタテグモ（トタテグモ科）

全くあるいは殆ど手の加わっていない環境に生息する地中性のクモ。旧家、社寺など安定

した環境が多いためか、杉並区では広い範囲に分布するが、生息は局地的である。
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表3 確認されたクモ類の主な生活場所と生活

① 造網型クモ類

モ
シ

グ
マ
ウ
ダ

モ
モ
ョ
、
、
、
モ

モ
モ
グ
モ
グ
ジ
ノ
シ
キ
モ
グ

モ
モ
グ
グ
モ
カ
モ
グ
電
ウ
マ
マ
ド
グ
モ
ネ

網
グ
グ
ラ
ラ
グ
モ
ナ
グ
ニ
コ
ョ
ッ
ダ
モ
ニ
グ
カ

ニ
チ
サ
サ
ミ
グ
シ
ニ
オ
キ
シ
サ
ミ
モ
オ
ネ
ロ

モ
オ
モ
ヤ
ロ
カ
ゴ
ウ
ア
オ
ヤ
ッ
ジ
ロ
ノ
グ
ト
カ
シ

グ
ロ
グ
ネ
ジ
ア
デ
ロ
コ
ョ
チ
メ
ス
グ
マ
ニ
フ
ロ
ラ

造
、
、
、
グ
サ
ガ
リ
ビ
ッ
ョ
ロ
ジ
ゲ
ン
ロ
キ
ッ
オ
ラ
シ
ラ

・
コ
ズ
ク
メ
ヘ
チ
ヨ
ジ
ウ
ビ
コ
ギ
シ
ワ
サ
コ
カ
コ
キ

○
○
○
○
○
○
●

間
モ
モ

モ
グ
グ
モ

グ
モ
モ
タ
モ
ン
グ
モ
モ

空
ズ
グ
マ
モ
ガ
グ
モ
ジ
ン
モ
モ
グ
グ

ウ
イ
グ
モ
シ
メ
グ
ミ
ジ
グ
グ
モ
メ
ラ

ウ
レ
モ
ウ
メ
グ
ヒ
モ
ヒ
ン
ロ
、
、
、
メ
メ
グ
ヒ
サ
モ

ョ
モ
ウ
グ
モ
リ
モ
ヒ
モ
メ
モ
グ
ラ
ジ
ク
リ
ヒ
ヒ
メ
ロ
マ
グ

キ
グ
ユ
ン
グ
ハ
グ
ン
グ
ヒ
ク
キ
ピ
、
、
、
カ
フ
ギ
マ
ヒ
イ
ハ
リ

ウ
リ
エ
モ
ニ
タ
ズ
セ
メ
オ
ラ
ネ
ン
ニ
ア
モ
ラ
ワ
ケ
イ
ノ
ッ

卜
醒
α
か
オ
ヵ
ゥ
α
こ
の
ム
マ
コ
ヵ
コ
シ
？
ハ
ィ
コ
ハ
ュ
ハ●

網世
垣
モ

皮
グ

樹
〈

上
モ
レ
モ

葉
グ
カ
グ

〈
ロ
タ

コ
イ
ラ

酢
酸
酢

地 表 造 網

○カレハグモ

○コクサグモ

ザラアカムネグモ

タテヤマテナガグモ

家
屋
・
庭
都
市
ｌ
山
道
山
道

家
屋

庭

都
市
ｌ
山
道

山

道

テナガグモ

ハラジロムナキグモ

●コデーニッッサラグモ

アズマヤチグモ

トウキョウアカムネグモ

○ハタケグモ

クロナンキングモ ニセアカムネグモ

セスジアカムネグモ

●ヤーマヤチグモ

○シモフリヤチグモ

草
原
ｌ
山
道
一
草
原
一
水
田
一
水
辺
一
尾
地
一
樹
幹
一
一
落
葉

草
原
ｌ
山
道

●キヒメグモ

●キザ'､シオニグモ

●ナガコガネグモ

ヤホシヒメグモ

草
原

水
田
水
辺 メガネドヨウグモ

アシナガグモ

○ユウレィグモ

●ナンプコツプグモ

崖
地
樹
幹 ミヤグモ

カマクラテングヌカグモ

ノコギリヒザグモ

ナナメケシグモ

ツノケシグモ

チョピヒケヌカグモ

●テングヌカグモ

コタナグモ

落
葉

石
下

石
下

注）●印は自然性の高い環境に依存-する種類

m]は環境に対する適応性の高い種類
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② 排個性その他のクモ類

個俳皮樹上葉
モ

グ
リ

リ
ス
ト

ト
ビ
エ

エ
エ
ハ

ハ
ギ
ワ

コ
マ
レ

ネ
ア
キ

●

｜
家
屋
・
庭
都
市
ｌ
山
脈
山
道

池 上 俳 舸

○ユカタヤーマシログモ

シラヒケハエトリ

ミスジハエトリ

フジイコモリグモ

居候・他クモ捕食

○サトヒメグモ

地 中

キシノウエトタテグモ

○ジグモ

ワスレナグモ

シロカネイソウロウグモ

ムナポシヒメグモ

センショウグモ

ヤマトカナエグモ

イオウイロハシリグモ

カバキコマチグモ

ヤサコマチグモ

トビイロフクログモ

コハナグモ

ハナグモ

ワカパグモ

フノジグモ

アズチグモ

トラフカニグモ

セマルトラフカニグモ

ヤミイロカニグモ

キンイロエビグモ

エビグモ

ァサヒェビグモ

ンャコグモ

マミジロハエトリ

ウデプトハエトリ

コジャバラハエトリ

タイリクアリグモ

ヤサアリグモ

アリグモ

チャイロアサヒハエトリ

メスジロハエトリ

デーニッツハエトリ

カラスハエトリ

ウヅキコモリグモ

ハリケコモリグモ

●ササグモ

ヒトオビトンビグモ

ヨダンハエトリ

アオオビハエトリ

草
原
ｌ
山
道

水
田
一
崖
地

ヨシポシヒメアシナガグモ

ヒメアシナガグモ

●カネコトタテグモ

●ダニグモ

●シャラクダニグモ

ヤハズフクログモ

ムナアカフクログモ

キハダカニグモ

コカニグモ

キハダエビグモ

樹
幹

モ
モ

グ
グ

メ
モ
モ
｜
｜

上
グ
グ
カ

ナ
ハ
マ
マ
寺
ハ

モ
チ
モ
シ
モ
シ
チ

グ
オ
モ
グ
ラ
グ
ラ
オ

ネ
ロ
グ
メ
ウ
マ
ウ
モ
モ
ン

ハ
グ
チ
ヒ
ラ
シ
ネ
グ
グ
ポ

カ
ネ
タ
ト
ム
ラ
バ
．
｜
ポ
ツ

ア
ス
イ
オ
コ
ウ
ヤ
ネ
｜
シ
ニ

●
●

落
葉

石
下

注） 主な生活場所の区分は、松本誠治他（1977）学研の図鑑、クモに準じた。

また生活型の区分は八木沼健夫（1986）原色日本クモ類図鑑本多重義（1969）日本産造綱堆クモ類の群集型とその分布、日本生態学会誌lⅨl

を参考に決めた。
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・マネキグモ（ウズグモ科）

っていない所にみられるが、個体数は多くない。

・コデーニッツサラグモ（サクラグモ科）

一年を通じて殆ど手の加わらない林床に生息する。個体数は多くない。

前種と同様安定した環境に生息し、特に常緑樹と落葉樹の混じった林で、 林床に手の加わ

･ユノハマサラグモ（サクラグモ科）

山間部のような広範囲に樹林がみられる所に生息する。このような環境は杉並区では殆ど

残されていないため、極めて少ないものと思われる。

・キザハシオニグモ（コガネグモ科）

山地の草原などに生息するが、前種同様杉並区では少ないと思われる。

･ナガコガネグモ（コガネグモ科）

前種同様草原に生息するが、郊外でも年々少なくなっている。

･ヤマヤチグモ（タナグモ科）

関東では低山地で多くみられ、崖地などに生息する。

メスジロハエトリ（ハエトリグモ科）

草地・山道などに生息するが、たまにしかみられない。

●

・アマギエビスグモ（カニグモ科）

自然の山地で多くみられるが、杉並区で確認されたことは注目される。

コハナグモ（カニグモ科）

普通種であり、草花の茂った場所にみられることが多いが、杉並区ではそのような環境が

少ないためか殆どみられなかった。

生息分布状況

表4には地点別の出現種類を示したが、以下に生息分布の状況を述べる。

種類別出現状況

今回の調査で、調査地点の半数以上(10地点以上）で確認された種類は次の20種である。

17地点：オオヒメグモ

16地点：アサヒエグモ

15地点：ムナボシヒメグモ

14地点：アリグモ

12地点：メガネヤチグモ、ヒメグモ、ネコグモ

11地点：イタチグモ、ヒラタグモ、チャイロアサヒハエトリ、キハダカニグモ

10地点：シモフリミジングモ、カニミジソグモ、マネキグモ、タテヤマテナガグモ、

ウロコアシナガグモ、コクサグモ、ヤバネウラシマグモ、ウラシマグモ、ネ

コハグモ

これらの大半は地点によって1回（1日）の調査で10個体以上を記録しており、個体数の

多い種類といえるが、カニミジングモ、ヒラタグモ、キハダカニグモ、マネキグモの-4種は

1回で10個体以上採集されたことがなく、分布は広いが個体数のやや少ない種類といえる。

また上記の20種のうち最も確認地点数の多かったオオヒメグモのほか、メガネヤチグモ、上

③

’
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ラタグモ、コクサグモ、ネコハグモの5種は前述した適応性の高い種類である。

一方、確認地点数が1地点のみと少なかった種類は次の34種である。

カネコトタテグモ、ワスレナグモ、カレハグモ、トウキョウウズグモ

アカハネグモ、イエユウレイグモ、シモソグモ、シロカネイソウロウグモ

コアカクロミジソグモ、イワマヒメグモ、コケヒメグモ、ザラアカムネグモ

テナガグモ、ハラジロムナキグモ、クロナソキソグモ、ニセアカムネグモ

ユノハマサラグモ、ツノケシグモ、セスジアカムネグモ、カマクラテソグヌカグモ

テソグヌカグモ、ハツリグモ、コゲチャオニグモ、メガネドヨウグモ

コオニグモモドキ、ヨツボシヒメアシナガグモ、ヒメアシナガグモ、アズマヤチグモ

ヒトオビトソビグモ、アマギエビスグモ、コハナグモ、フノジグモ

シラヒゲハエトリ、メスジロハエトリ

以上の種類の中には、前記の適応性の高いイエユウレイグモ、カレハグモ、シモソグモな

ども含まれており、これら全ての種類が杉並区で珍しいとは思われない。ただ、全体的にみ

ると良好な自然の指標とみなされる種類は概ね、分布が限られる傾向がみられる。自然性の

高い環境に依存する前述した16種のうち、カネコトタテグモ、アカハネグモ、ユノハマサラ

グモ、テソグヌカグモ、アマギエピスグモの5種は1地点で得られたのみであり、またダニ

グモ、シャラクダニグモ、ナソブコツブグモ、キザハシオニグモ、力ラフトオニグモ、ヤマ

ヤチグモ、ササグモの7種は2地点、ナガコガネグモは3地点、コムラウラシマグモは4地

点で各々確認されたのみである。自然性の高い環境に依存する種類のうち、キヒメグモ（6

地点）とコデーニッツサラグモ（5地点）の2種はやや分布が広い傾向がみられるものの、

全般的にみると良好と思われる地点で調査したにも係らず、自然性の高い環境に依存する種

類は少なかったことから、杉並区におけるそれらの種類の分布はかなり限られたものである

と思われる。

ll 地点別出現状況

各調査地点の出現種類数は、5～93種であり、善福寺公園(93種）が最も多く、以下種類

数の多い順に済美山･堀ﾉ内2-40(各77種)､和田堀公園(55種）、荻窪八幡(49種)、井草八

幡・善福寺川緑地（各48種）、大宮1-21(45種）、大宮1－15(42種）、今川2－15（41

種）、観泉寺(36種）、大宮八幡(21種）、竜光寺・妙正寺公園（各13種）、久我山稲荷

（12種）、下高井戸八幡･永福1－27（各11種）、久我山1-10・下高井戸5-23(各5種）

という結果になっている。地点によって調査回数が異るため、厳密には比較できないが自然（緑

地）の面積の広い場所やあまり手の加えられていない場所などで種類数が多い傾向がみられる。

各地点における出現種類を、前記の主な生活場所及び生活型から区分し、種類数と構成比

で示したのが表5及び図2，3である。

主な生活場所では、合計142種のうち36種(25.4%)が草原一山道にみられる種類であり、

山道でみられる種類の29種(20.4%)、落葉・石下にみられる種類の16種(11.3%)、都

市一山道までみられる種類の14種(9.9％）、家屋・庭にみられる種類で屋外性の強いもの

が13種(9.2％）と続く。このような全体に種類数の多い動物群であっても、地点によって

は全くみられなかった場合や出現していても全体に占める割合の少ないといった例がある。
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表4 地点別 出現 種類 数
Ｑ
下
高
井
戸
５
．
羽

Ｈ
久
我
山
ｌ
・
ｍ

Ｓ
永
福
ｌ
・
”

Ｐ
下
高
井
戸
八
幡
＊
＊

Ｇ
久
我
山
稲
荷

Ｒ
竜
光
寺

Ｅ
妙
正
寺
公
園

Ｋ
大
宮
八
幡
＊

Ｃ
観
泉
寺

Ｄ
今
川
２
．
鳩
＊

Ｏ
大
宮
１
．
妬
＊
＊

Ｍ
大
宮
１
．
副

Ｉ
善
福
寺
川
緑
地
公
園

Ｂ
井
草
八
幡
＊
＊

Ｆ
荻
窪
八
幡
＊
＊

Ｊ
和
田
堀
公
園
＊

Ｎ
済
美
山
＊
＊

Ｌ
堀
ノ
内
２
．
伽
＊
＊

Ａ
善
福
寺
公
園
＊
＊
｜
＊

科 種

カネコトタテグモ科

トタテグモ科

ジグモ科

カネコトタテグモ

キシノウエトタテグモ

ジグモ

ワスレナグモ⑮

ネコハグモ

カレハグモ

ハグモ科 ＊｜＊｜＊｜＊

ﾖ堂
＊ ＊ ＊

＊
’
｜
＊

ウズグモ科

キイロカレハグモ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ * * ＊

＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

*｜＊｜｜
＊｜｜＊｜＊

＊l＊

マネキグモ

トウキョウウズグモ

カタハリウズグモ

ウズグモ

チリグモ科

エソマグモ科

タマゴグモ科

チリグモ

ミヤグモ

ダニグモ

シャラクダニグモ

アカハネグモ

ユカタヤマシログモ

ユウレイグモ

イエユウレイグモ

シモソグモ

キヒメグモ

ニセンヒメグモ

ヒメグモ

コソピラヒメグモ

オオヒメグモ

シロカネイソウロウグモ

ヤホシヒメグモ

カニミシングモ

コアカクロミジングモ

シモフリミジングモ

ムラクモヒシガタグモ

スネグロオチバヒメグモ

サトヒメグモ

＊｜＊

＊
｜
＊
｜
＊
｜
｜
｜
＊

＊
｜
｜
｜
｜

｜
＊
｜
｜
｜
＊

ヤマシログモ科

ユウレイグモ科

｜
＊
｜
＊
｜
｜
＊

＊
｜
＊
｜
｜
＊
｜
＊

＊
一
＊

＊ ＊

ヒメグモ科

f-H 罪＊｜|＊｜＊l＊

＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊ * * * ＊ * ＊ * ＊ * ＊ ＊ ＊ * ＊ ＊

＊

＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊

＊ ＊ ＊ * * ＊ * ＊ ＊ ＊

＊ ＊ * ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊

＊

＊ ＊ ＊ * ＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊

＊’

バラギヒメグモ

イワマヒメグモ

ムナボシヒメグモ

コケヒメグモ
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Ｑ
下
高
井
戸
５
・
お

Ｈ
久
我
山
１
．
ｍ

Ｓ
永
福
ｌ
・
訂

Ｐ
下
高
井
戸
八
幡

Ｇ
久
我
山
稲
荷

Ｒ
竜
光
寺

Ｅ
妙
正
寺
公
園

Ｋ
大
宮
八
幡

Ｃ
観
泉
寺

Ｄ
今
川
２
．
旧

Ｏ
大
宮
１
．
旧

Ｍ
大
宮
１
・
副

Ｉ
善
福
寺
川
緑
地
公
園

Ｂ
井
草
八
幡

Ｆ
荻
窪
八
幡

Ｊ
和
田
堀
公
園

Ｎ
済
美
山

Ｌ
堀
ノ
内
２
．
㈹

Ａ
善
福
寺
公
園

科 種

ハイイロヒメグモ

ザラアカムネグモ

テナガグモ

タテヤマテナガグモ.

ハラジロムナキグモ

コデーニッツサラグモ

ノコギリヒザグモ

クロナソキソグモ

ニセアカムネグモ

ヘリジロサラグモ

ユノハマサラグモ

ナナメケシグモ

ツノケシグモ

チビアカサラグモ

セスジアカムネグモ

トウキョウアカムネグモ

チョビヒゲヌカグモ

カマクラテソグヌカグモ

テソグヌカグモ

セソショウグモ

ナソブコツブグモ

ハヅリグモ

キザハシオニグモ

ビジョオニグモ

コゲチャオニグモ

オニグモ

ナガコガネグモ

ヤマトカナエグモ

ギソメッキゴミグモ

ゴミグモ

ヨツデゴミグモ

シロスジショゥジョウグモ

メガネドヨウグモ

サツマノミダマシ

ジョロウグモ

＊｜＊｜|＊ ＊＊l＊｜＊ ＊

サラグモ科 ＊

＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊

＊

＊
｜
’
｜
＊

＊ ＊

＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊
＊

＊

＊｜｜＊ ＊｜＊｜＊ ＊

＊ ＊

＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊

＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊

＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊

ワキグロサツマノミダマシ ＊ ＊ ＊ * * * * ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊

＊

＊ ＊

セソショウグモ科

コツブグモ科

コガネグモ科

＊

コオニグモモドキ
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Ａ
善
福
寺
公
園

Ｌ
堀
ノ
内
２
．
伽

Ｎ
済
美
山

Ｊ
和
田
堀
公
園

Ｆ
荻
窪
八
幡

Ｂ
井
草
八
幡

Ｉ
善
福
寺
川
緑
地
公
園

Ｍ
大
宮
ｌ
・
幻

Ｏ
大
宮
１
．
略

Ｄ
今
川
２
・
喝

Ｃ
観
泉
寺

Ｋ
大
宮
八
幡

Ｅ
妙
正
寺
公
園

Ｒ
竜
光
寺

Ｇ
久
我
山
稲
荷

Ｐ
下
高
井
戸
八
幡

Ｓ
永
福
１
．
７
２

Ｈ
久
我
山
１
．
⑩

Ｑ
下
高
井
戸
５
．
羽

科 種

ズグロオニグモ ＊ ＊

力ラフトオニグモ ＊ ＊｜ア’ アシナガグモ科 ヨツポシヒメアシナガグモ ＊

ヒメアシナガグモ ＊

コシロカネグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

キララシロカネグモ ＊ ＊

アシナガグモ

ウロコアシナガグモ

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ヒラタグモ科 ヒラタグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

タナグモ科 クサグモ

コクサグモ

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

コタナグモ ＊ ＊ ＊ ＊

ヤマヤチグモ ＊ ＊

シモフリヤチグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

アズマヤチグモ ＊

メガネヤチグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ハタケグモ科 ハタケグモ ＊ ＊

キシダグモ科 イオウイロハシリグモ

フジイコモリグモ

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

コモリグモ科 ＊ ＊

ウヅキコモリグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ハリゲコモリグモ

ササグモ

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ササグモ科 ＊ ＊

フクログモ科 力パキコマチグモ ＊ ＊ ＊

ヤサコマチグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ヤハズフクログモ

トビイロフクログモ

＊ ＊ ＊

＊ ＊

ムナアカフクログモ ﾖド ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

モグマ

モ
シ

モ
グ
ラ

グ
メ
ウ

チ
ヒ
ラ

タ
ト
ム

イ
オ
コ

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

ウラシマグモ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ヤバネウラシマグモ

ネコグモ

シポグモ

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

シポグモ科 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ワシグモ科 ヒトオビトンビグモ ＊

カニグモ科 キハダカニグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

コカニグモ ＊ ＊ ＊ ＊＊

－109－



|生'&’
Ｒ
竜
光
寺

Ｇ
久
我
山
稲
荷

Ｐ
下
高
井
戸
八
幡

Ｓ
永
福
ｌ
・
訂

Ｈ
久
我
山
１
．
ｍ

Ｑ
下
高
井
戸
５
．
羽

Ｆ
荻
窪
八
幡

Ｂ
井
草
八
幡

Ｉ
善
福
寺
川
緑
地
公
園

Ｍ
大
宮
１
．
証

Ｏ
大
宮
１
．
５
１

Ｃ
観
泉
寺

Ｋ
大
宮
八
幡

Ｅ
妙
正
寺
公
園

Ａ
善
福
寺
公
園

Ｌ
堀
ノ
内
２
．
杣

Ｎ
済
美
山

Ｊ
和
田
堀
公
園

Ｄ
今
川
２
・
胆

科 種

アマギエビスグモ ＊

コハナグモ ＊

ハナグモ ＊ ＊＊ ＊ ＊

ニッポソオチバカニグモ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊

ワカバグモ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊

フノジグモ ＊

アズチグモ ＊＊＊ ＊ ＊ ＊

トラフカニグモ ＊ ＊＊ ＊

セマルトラフカニグモ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊

ヤミイロカニグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊

エビグモ科 キソイロエビグモ ＊＊ ＊ ＊ ＊

エビグモ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊

キハダエビグモ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊

アサヒエビグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ソャコグモ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

ハエトリグモ科 ネコハエトリ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊

マミジロハエトリ ＊ ＊ ＊ ＊

ウデブトハエトリ ＊ ＊

キレワノ､エトリ ＊ ＊＊

コジャバラハエトリ ＊ ＊

ヨダソハエトリ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊

シラヒゲハエトリ ＊

タイリクアリグモ ＊＊

ヤサアリグモ ＊＊

アリグモ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

チャイロアサヒノ､エトリ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊

メスジロハエトリ ＊

デーニッツハエトリ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊

＊ミスジハエトリ ＊ ＊ ＊＊

カラスハエトリ ＊＊ ＊ ＊ ＊

アオオビハエトリ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊

由 ワスレナグモは和泉2－44のみで確認されている。
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表5 出現種類の生活型及び生活場所からみた構成

Ｏ
大
宮
ｌ
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Ｃ
観
泉
寺

Ｒ
竜
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寺

Ｇ
久
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荷

Ｐ
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Ｓ
永
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久
我
山
１
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Ｗ

Ｑ
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５
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認

Ａ
善
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寺
公
園

Ｌ
堀
ノ
内
２
．
抑

Ｎ
済
美
山

Ｊ
和
田
堀
公
園

Ｆ
荻
窪
八
幡

Ｂ
井
草
八
幡

Ｉ
善
福
寺
川
緑
地
公
園

Ｍ
大
宮
１
．
別

Ｄ
今
川
２
．
５
１

Ｋ
大
宮
八
幡

Ｅ
妙
正
寺
公
園

地 点

計

内 容

● 生活型（上段：種類数、下段構成比）

４
３
１
２
１
０

７
３
３
７
８
２
２

０
３
４
８
９
２
２
８
１
６
８
６
８
４
４
０

２
４
４
０

９
６
５
７
０
８
５

７
２
３
８
１
１
３
５
０
３
５
２
０
１
５
０

５
３
３
２
０

29

5

10

28

15

3

3

93

31．2

5．4

10．8

30．1

16．1

3．2

3．2

100

29

4

6

ワq
~ い

11

2

2

77

37．7

5．2

7．8

29．9

14．3

2．6

100

2．6

”’４９｜懇Ⅲ’２４｜”｜郷垂一Ｗ一癖一岬一郡一理一伽

16

2

1

9

7

0

1

36

44．4

5．6

2．8

25．0

19．4

0．0

100

2．8

６ｌ１ｌ２７ｌ３ｌｌｌｌｌ帥一癖一“｜賑一秘一岬一“｜蛆一叩

5

1

0

5

1

0

1

13

38．5

7．7

0．0

38．5

7．7

0．0

7．7

100

2

1

3

3

3

0

1

13

15．4

7．7

23．1

23．1

23．1

0．0

7－7

100

２２２３１０｜ｌⅢ｜唾一岬岬一蝿帥叩帥叩

０ｌ０ｌ１ｌ４ｌ１ｌ０ｌ０ｌ６ｌＭ－Ｍ－ｗ－ｗ－ｗ一Ｍ一皿一血
3

2

0

0

0

0

0

5

60．0

40．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0－0

100

２
４
６
３
９
３
４

’
７
３
５
０
７
２
３
７
６
６
０
１
４
４
６
０

順一４’１｜肥－９ｌ０ｌｌｌ獅一抑一販一即一抑皿一Ｍ皿一Ⅷ

14

2

2

13

10

0

4

45

31．1

4．4

4‘4

28．9

22．2

0.0

100

咽
－
３
’
１
｜
圃
一
印

14

3

3

7

12

1

1

41

34．1

7．3
一

J､0

17．1
－

29．3

2．4

2．4

100

2

2

3

2

1

0

1

11

18．2

18．2

27．3

18．2

9．1

0．0

100

9．1

４ｌｌｌ２０２ｌ１ｕ－翻一帥一帥一睡叩哩帥仙

49

8

18

36

22

4

5

142

34．5

5．6

12．7

25．4

15．5

2．8

3．5

100

型
型

網
掴

造
型
俳
型

皮
網
皮
掴

樹
造
樹
排
型

上
表
上
上
中

葉
地
葉
地
地

－
２
３
１
２

・
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

居候性・他クモ捕食型

計

空間造網型

Ｄ
｜
｜
帥

8．9

１｜“｜和一別一郡汕一吋一岨一邸一叩

地表造網型

葉上樹皮俳個型
圃罰燕＝

躍一

岨
一
団
一
睡
一
Ｃ

D 居候性・他クモ捕食型

計

ｌ
』
巨
Ｉ

A 家屋・庭

A1 屋内性が強い

A2 屋外性が強い

B 水田

C 草原

， 草原・山道

E 山道

EG 都市一山道

F 水辺（流水）

G 崖地

H 樹幹

I 落葉下・石裏等

計

A 家屋・庭

Al 屋内性が強い

生活場所（上段；穂類数、 下段：機成比）

0 0

2 1

8 8

4 2

3 4

27 22

16 17

11 9

1 2

4 0

7 4

10 8

93 77

0.0 0.0

2，2 1．3

8．6 10．4

4－3 2．6

3．2 5．2

29．0 28．6

17．2 22.1

11.8 11．7

1.1 2．6

4．3 0．0

7．5 5．2

10，8

100 100

弓

10．4

Ｏｌ２９ｌ０ｌ１｜”｜喝一ｍｌ０３ｌ６Ⅱ｜万一叩一郡一岬一Ｍ一四一秘岬一“｜叩一”一ｍ一岬一叩

0

7

0

0

15

11

7

1

0

4

9

55

0．0

1．8

12．7

0．0

0．0

27．3

20．0

12．7

1．8

0．0

7．3

100

０２’５’０３｜嘔一ｍｌ７ｌ０ｌｌｌｌ６｜仰一Ｍ一咽一価一Ｍ｜“｜獅一那一岬叩一副一別一恥一Ⅷ
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ｌ３ｌ５０２８ｌ９ｌ８ｌ０ｌ２２ｌ８｜媚一郡一卵一皿一Ｍ一唖一吋一岬一町一Ｍ一哩一“｜岬一皿

Ｏｌ２ｌ５ｌ１ｌ０ｌＭ－８ｌ７ｌ１ｌ０ｌ３ｌ６｜”｜皿一噸｜岬一幻一Ｍ一祁一Ⅷ｜岬一幻叩一“｜岬一価
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些
塑
唖屋外性が強い

水田

草原

草原・山道

山道

都市一山道

水辺（流水）

崖地

樹幹

落葉下・石裏等

計
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大
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宮
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皿

Ｉ
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寺
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緑
地
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園

Ｂ
井
草
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幡

Ｆ
荻
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八
幡

Ｊ
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公
園

Ｎ
済
美
山

Ｌ
堀
ノ
内
２
．
伽

Ａ
善
福
寺
公
園

(％） 構 成 比
100

●
■
Ｂ
ｂ
ｒ
ｆ
０
■
●
わ
■
凸
■

。
ら
り
や
④
◆
■
令
■
●
●
毎
阜

ｅ
Ｂ
Ｐ
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９
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４
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叩
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』
二

●
旬
●
■
■
申
①
●
Ｏ
Ｇ
ｅ
ｑ
Ｂ

■
Ｂ
■
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
凸
■
■
・
令
・

１
１

l蕊

織
蕊
…
§
§
…

帥
帥
ｍ
帥
卵
如
鋤
加
叩
０

悪
潅
潅
〃
勿
騨
鰯
認
識
識
唖
騒
醸
函
理
函
鰯
搦
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それを示すと次のようになる。

出現しなかった地点 割合の低い地点(平均構成比の60％以下）

草原一山道 ：下高井戸八幡、下高井戸5－23

山道 ：久我山1-10、下高井戸5-23 竜光寺、久我山稲荷

落葉・石下 ：永福1－27、下高井戸八幡

下高井戸5－23

都市一山道 ：久我山1-10

家屋・庭（屋外）： 今川2－15、観泉寺、大宮八幡

一方、これらの種類の占める割合が高い地点もある。10種以上出現した地点のなかで目立

って多いのは、次のような地点である（平均構成比の1．5倍以上の地点）。

落葉・石下 ：今川2－15、観泉寺、大宮八幡、竜光寺、久我山稲荷

都市一山道 ：妙正寺公園、荻窪八幡、今川2－15、観泉寺

家屋・庭（屋外）：久我山稲荷、永福1－27、下高井戸八幡、大宮1－15、妙正寺公園、

竜光寺

以上のようなことからみると、種類数が少なく構成の単純な地点では、全般に家屋．庭に

みられるような種類が多く、山道などでみられる種類が出現しないか、割合が低いといった

傾向を示している。

次に、生活型では、合計142種のうち49種(34.5％）が空間造網型であり、葉上、樹皮俳

個型36種（25．4％）、地上俳個型22種（15．5％）、地表造網型18種（12．7％）と続く。

これらの種類が全く出現しなかった、あるいは割合の少なかったのは次のような地点である。

出現しなかった地点 割合の低い地点(平均構成比の60％以下）

空間造網型 ：久我山1－10 久我山稲荷、竜光寺、永福1－27

葉上樹皮俳個型：下高井戸5－23

地上俳個型 ：下高井戸八幡、下高井戸5－23 妙正寺公園、久我山稲荷永福1-27

地表造網型 ：妙正寺公園、下高井戸5－23 和田堀公園、善福寺川緑地公園、

大宮1－15、大宮1-21,今ｿll2－15

このほか、善福寺川緑地公園、大宮1-21、観泉寺、竜光寺、久我山稲荷、永福1-15の

各地点でもある生活型が全く出現していない。全体的にみると、地中型の種類を欠く地点が

多い傾向がみられる。

一方、種類数の多かった空間造網型、葉上樹皮俳個型、地上俳個型の占める割合の高かっ

たのは次のような地点である（但し、10種以上出現した地点で、割合としては平均構成比の

1.5倍以上の地点）。

葉上樹皮俳個型：善福寺川緑地公園、妙正寺公園

地上俳個型 ：今川2－15

地表造網型 ：竜光寺、久我山稲荷

以上のようなことからみると、比較的自然が残されていると思われる所でも、落葉かきや

人の立ち入り、踏み込みなどのために、地中性や地上排個性の種類を欠いた地点が多かった

ものと推察される。また空間造網型の種類の出現しなかった地点、あるいは割合の低かった
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地点では清掃などによる影響も考えられる。

各調査地点は、緑地面積やその内容・構成も異るが、やはり善福寺公園は面積が広く、環

境が多様であるため、確認されたクモ類が93種と最も多く、ここだけで記録された種類は10

種にのぼる。善福寺公園に次いで種類数の多かった済美山と堀ノ内2-40の2地点は、面積

でいえばそれほど広くはないが、やはり多様な構成となっており、済美山のみで記録された

種が8種、堀ノ内2-40では同じく5種で、善福寺公園とともに杉並区のクモ類にとって重

要な環境になっているものと思われる。反面、済美山などより面積が広いにもかかわらず種

類数の少なかった和田堀公園、井草八幡、善福寺川緑地公園、観泉寺、大宮八幡などは植生

が単純なこと、人の立ち入りや管理・清掃などの影響を受けているため、クモ類にとってや

や厳しい生息条件になっていると推察される。

ill主な種類の分布状況

ここでは、前述した注目される種類、及び自然性の高い環境に依存する種類の分布状況を、

地図上に示す（図4)｡各々に該当する種類は、前者が11種、後者が16種であるが、重複

するものもあるため図示するのは以下の20種である。

カネコトタテグモ 善福寺公園でのみ確認

キシノウエトタテグモ 善福寺公園他計8地点で確認したが数は少ない。

マネキグモ 井草八幡他計9地点と分布はやや広いが、少ない。

ダニグモ 済美山、堀ノ内2-40の2地点でのみ確認少ない。

シヤラクダニグモ 善福寺公園、済美山の2地点でのみ確認少ない。

アカハネグモ 済美山でのみ確認

キヒメグモ 善福寺公園他計6地点で確認全般に少ないが済美山では

19個体記録した。

コデーニッツサラグモ 済美山（13個体）以外は少ないが、計5地点で確認

ユノハマサラグモ 堀ノ内2-40のみで確認、少ない。

テソグヌカグモ 済美山でのみ確認、少ない。

ナソブコヅブグモ 善福寺、今川2－15の2地点でのみ確認、少ない。

キザハシオニグモ 堀ノ内2－40、大宮1－21の2地点でのみ確認少ない。

ナガコガネグモ 堀ﾉ内2-40,荻窪八幡､井草八幡の3地点で確認少なLb

力ラフトオニグモ 堀ノ内2-40、和田堀公園の2地点でのみ確認少ない。

ヤマヤチグモ 済美山、大宮1-21の2地点でのみ確認。少ない。

ササグモ 堀ノ内2-40，善福寺川緑地公園の2地点でのみ確認

少ない。

コムラウラシマグモ 観泉寺他計4地点で確認少ない。

アマギエビスグモ 妙正寺公園でのみ確認

コハナグモ 済美山でのみ確認

メスジロハエトリ 永福1－27でのみ確認
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なお、このほか杉並区民のアンケート調査によるオニグモとジョロウグモの分布状況('85,

,86年度調査）についても図5に示した。オニグモは家の軒下や庭の樹木などに網を張る大

型のクモで、区内ではかなり少なくなってきている種類である。またジョロウグモは庭先か

ら山地まで広くみられる広適応性のクモであり、どちらかというと暗い林より明るい林など

に多い種類である。区内には先のオニグモより広く普通に分布しているようだが、雌のみで

雄のいない例が多い。ジョロウグモは雄の方が早く成熟して、雌が成熟するのを待つという

性格があり、雌だけしかみられないというのは、雄が雌の網に来られない何らかの理由があ

るものと考えられ、現状は必ずしも良好な生息環境とはいえないようである。

④クモ類からみた杉並区の環境特性

これまで示してきたように、比較的緑の残されている所を対象とした調査であったにもかか

わらず、地点によって種類数に大きな開きがあった。これは、調査回数なども反映していると

思われるが、一面ではクモ類の生息環境として、外観だけではわからない質的な差があると考

えられる。

各地点における出現状況から、調査地点間の類似性をみてみると表6のようになる。1つ

は各地点で共通に出現した種類数をもとにしたSdrensenの類似度指数であり、もう1つは各

地点の生活型からみた構成をもとにしたWhittakerの類似度指数である。図5はこれらの指数

をもとに、デソドログラム化したものを示してある。

これによると両方の類似度では若干異る傾向がみられるものの、同じような傾向を示す点も

ある。

まず、善福寺公園、済美山、堀ノ内2-40の3地点は、出現種類数が60種以上と多く、自然

性の高い環境に依存する種類が多いこと、反面、環境への適応性の広い種類の占める割合が低

いことなどから、良好なクモ類相の地点としてまとめることができる。基本的には環境が良好

でクモの種類が多く、造網性や排個性、あるいは空中～地中までバランスのとれた構成であり、

面積的に狭くてもこのような良好な構成になることを示している。

一方、種類数の少なかった下高井戸5－23や久我山1-10などは、構成も単純で、自然性の

高い環境に依存する種類がみられなかったことなどから、かなり他地点とは異っている。これ

は環境が単調で、人為による影響も大きいことなどから、クモ類の生活環境としては厳しい条

件になっている地点といえる。

このほか20～60種出現した地点の中では、和田堀公園、善福寺川緑地公園、大宮1-15、

大宮1－21の4地点と、荻窪八幡、井草八幡の2地点は、各々どちらの類似度指数でも、同じ

グループ・としてまとまりがみられる。このうち、荻窪八幡と井草八幡は種類数が比較的多く、

自然性の高い環境に依存する種類もみられ、生活型からみた構成もバラソスが良いことなどか

ら、先に述べた最も良好と思われる善福寺公園他のグループに次ぐ内容といえる。また、和田

堀公園他の4地点は、荻窪八幡などとは種類数は同程度であるが、自然性の高い環境に依存す

る種類が1種だけしか出現していないこと、地中型あるいは地表造網型の種類を欠く地点が多

いことなどから、善福寺グループや荻窪八幡グループよりやや単純化した組成とみなすことが

できる。
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生活型の構成による類似度(Whittakerの類似度）デソドログラム
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注1）地点名の上の記号

上段は自然性の高い環境に依存する種類数 下段は自然性の高い環境に依存する種類数

●5種以上 ●O～20％

○2～3種 ○21～釦％

△1種
ロ30％～

ロ 0

地点名のロは60種以上出現した地点

注2）デソドログラム作成にあたっては、Mountford法を用いた。 －は20～60種出現した地点

図5 各地点の類似度デンドログラム
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以上の結果については、各地点間の調査精度が異ることから、調査が進めばいくらか異った

結果になると思われるが、概ねは基本的な特性ということができよう。また、これらの結果か

らみて、クモ類にとって必要なのは、美観上、きれいに整備された環境より、狭くても樹林の

階層が多重で、地表に落ち葉が積っているような、有機的にバラソスのとれた環境であるとい

えそうである。

2）昆虫類

（1）調査内容及び方法

昆虫類については、区内における生息分布状況を把握し、その特性を明らかにすることを目的

として、見とり（目撃）及び見つけどり（採集）調査をおこなった。

主な調査対象地点は比較的自然が残されている公園、社寺、学校、グラソド等としたが、この

他、調査員の自宅周辺を含む住宅域、駅、市街地等においても可能な限り、記録を得るよう努め

た（図1)｡

また、現地調査は1985年4月～7月の19日間、1986年4月～11月の26日間にわたって実施

したが、この期間以外においても目についたものは随時記録した。

この他、現地調査を補足し歴史的な変遷を見る為に、聞き取り調査、文献調査も実施した。

② 調査結果及び考察

①生息種類

’85年及び'86年の調査で確認された昆虫類は計14目120科359種であった。出現種類数の多

い順に示すと、鞘翅目121種、鱗翅目65種（蝶類37種、蛾類28種）、半翅目57種、双翅目

35種、膜翅目25種、直翅目23種、トソボ目（蜻蛉目）17種、網翅目7種、ハサミムシ目（革

翅目）3種、脈翅目2種で、その他ナナフシ目、チャタテムシ目（噛虫目）、ノミ目（隠翅目)、

シロアリ目（等翅目）が各1種である。シラミ目については過去の記録があるものの今回の調

査では出現していない。

昆虫の種類数は膨大である為に、限られた調査で生息種類の総てを把握することは難しい。

また、調査年次は気象条件が思わしくなく、そのせいか例年より昆虫類の出現が少ない傾向が

あった。従って、過去には記録があるものの今回の調査で確認されなかった種類の中には、生

息しているが未確認に終わったというケースも多くあったものと考えられる。特に小型で目に

触れ難いグループでは、その傾向が強いと思われる。

今回の調査結果を含め、杉並区において昭和の初期頃よりこれまでの間に記録された種類を

整理すると合計15目185科783種になる｡(表1)。

以下、目毎にその概況を示す。

注）昆虫類の目の扱いは「基準昆虫分類表（第3版）」（朝比奈：1980）によった｡また、蝶

類は本来蛾類の1部に含まれるが、ここでは鱗翅目を蝶類と蛾類に分けて示してある。但

し、これには記録が古いため種名が不明確なものなどは含めていない。
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③
1善福寺公園上池

2 善福寺公園下池

3 都立農芸高校
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図1 昆虫類鯛査地点付審図
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表l杉並区の昆虫類

これまでの総合記録

科数｜種数
10 52

8 33

1 2

3 3

3 8

1 1

3 3

1 2

35 89

5 6

8 56

26 117

18 46

1 2

128945

17 74

185科 783種

今回の調査記録（'85,,86年）

科 数’種 数

8 17

6 23

1 1

3 3

3 7

1 1

1 1

O O

28 57

1 2

8 37

10 28

16 35

1 1

27 121

6 25

120科 359種

目 名

トンボ目（蜻蛉目）

直翅目

ナナフシ目

ハサミムシ目（革翅目）

網翅目

シロアリ目（等翅目）

チャタテムシ目（噛虫目）

シラミ目

半翅目

脈翅目

鱗翅目（蝶類）

鱗翅目（蛾類）

双翅目

ノミ目（隠翅目）

鞘翅目

膜翅目

計15目

注）総合記録には今回調査（'85,,86年）の記録も含む。

○ トソボ目（蜻蛉目）

これまでに10科52種が記録されている力､今回の調査では8科17種しか確認されなかっ

た。未確認種の中にはアジアイトトソボなどのように現在でも生息すると思われる種類が何

種かあるものの、昔からくらべるとかなり種類数が少なくなっている。今回の調査で確認さ

れた種類はクロイトトソボ、モノサシトソボ、ウチワヤソマ、ギソヤソマ、シオカラトソボ、

アキアカネ、コシアキトソボなどであるが、いずれも幼虫期の生息環境が水田や池沼などの

止水性の種類である。過去に記録のみられる流水性のサナエトソボ類やヤソマ類などは確認

されていない。流水性といえそうなトソボは流水～止水まで広範囲な水域に生息するオニヤ

ソマのみであるが、これは区外から飛来した可能性がある。

○ 直翅目

これまでに8科33種が記録されており、今回の調査ではそのうち6科23種が確認されて

いる。未確認種のなかには、トノサマバッタなどのようにまだ生息していると思われるもの

も含まれている。今回の調査では鳴く虫の女王といわれるカソタソが確認されたほか、ツヅ

レサセコオロギ、カネタタキ、オソブバッタ、そして、現在日本全国に分布を広げつつある
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帰化昆虫のアオマツムシなども確認された。しかし高茎草地やプッシュなどに生息する

クツワムシをはじめ、キリギリス類、コロギスなどは好適環境が少ないためか、今回の調査

では確認されなかった。

○ ナナフシ目

これまでに1科2種が記録されているが、今回の調査ではそのうち擬態の天才、ナナフシ

モドキ1種だけが確認されている。もう1種のトビナナフシは1930年代の古い記録があるの

みで、杉並区では雑木林の減少等によって絶滅したと思われる。

○ ハサミムシ目（革翅目）

今回の調査では河原などやや荒れた場所に多いアルマソコブハサミムシやオオハサミムシ、

やや湿った河原の石下などに多いハサミムシの計3種が確認された。これらの種類は杉並区

では公園や住宅地などでみられる。

○ 網翅目

今回の調査では不快昆虫とされる屋内性のクロゴキブリやチャバネゴキブリ、屋外に生息

し時には屋内にもみられるヤマトゴキブリ、それにカマキリ類が4種（コカマキリで斑紋の

ないフナシコカマキリを含む）の計2科7種が確認された。これまでの記録に照らすとチョ

ウセソカマキリだけが未確認である。

○ シロアリ目（等翅目）

ヤマトシロアリ1種が確認されている。本種は湿った木材に多く、木造建造物の大害虫で

ある。

○ チャタテムシ目（噛虫目）

これまでに3科3種が記録されているが、今回の調査では貯蔵食品や標本類を食害するカ

ツブシチャタテ1種だけが確認され、山野に普通のホシチャタテ、スジチャタテは、確認さ

れなかった。

○ シラミ目

これまでに主として人間に寄生するケジラミとヒトジラミの1科2種が記録されている。

いずれもまだ生息すると思われるが、今回の調査では両種とも確認されていない。

○ 半翅目

今回の調査ではアブラゼミ、ヒグラシ、ミソミソゼミ、ツクツクボウシ、ニイニイゼミな

どのセミ類や、雑木林の指標といえるアオスジキソカメムシ、水生のアメソボ、都市化の指

標であるカメノコロウムシやツノロウムシなどのカイガラムシ類等、28科57種が確認され

たが、これまでには35科89種が記録されている。今回の調査で記録の得られなかった種類

の中には、マツ林の指標種ですでに絶滅したと思われるハルゼミや水生昆虫のコオイムシや

マツモムシなどが含まれている。

○ 脈翅目

これまでに5科6種が記録されているが、今回の調査ではマダラウスバカケロウ、ウスバ

カケロウの1科2種が確認されたのみである。山間の草地にみられるキバネツノトソポや山

地でみられるヒメカマキリモドキなどは、古い記録があるものの現在は生息していないと思

われる。

－125－



○ 鱗翅目（蝶類）

これまでに8科56種が記録されているが、今回の調査では8科37種が確認されたのみで

ある。トソポ類同様比較的目につきやすく親しまれている昆虫類であるが、昔からくらべる

と相当に減少したようである。今回の調査で確認されたのは、エノキの指標種であるオオム

ラサキ（幼虫で確認）や、暖地林の指標種であるアオスジアゲハ、平地産ゼフィルス（ミド

リシジミ類）のミズイロオナガシジミなどの他、市街地でも比較的普通にみられるナミアゲ

ハ、スジグロシロチョウ、ヤマトシジミなどといった種類である。このうち特に日本の国蝶

であるオオムラサキの記録は珍しい。東京23区内では絶滅寸前と思われる。また、未確認種

の河原の草地などに生息するギソイチモソジセセリやジャノメチョウ、カシやコナラ等

の樹林に依存するムラサキシジミなどは大半が杉並区からは姿を消したものと思われる。

○鱗翅目（蛾類）

これまでに26科117種が記録されており、今回の調査では10科28種が確認された。非常

に少ない記録であったが、これは夜間の積極的な調査を実施しなかったことと、緑地の減少、

ネオンや街路灯などの影響などが考えられる。今回の調査で確認された種類は、貯蔵穀物の

大害虫であるノシメマダラメイガをはじめ、ペソケイソウスガ、スジキリヨトウ、クロモソ

キノメイガ、コナガなどである。過去に記録のみられる大型蛾のオオミズアオ、クスサソ、

ヒメヤママユなどは確認されなかった。

○ 双翅目

今回の調査で確認された種類は、衛生昆虫であるキンバエやヒメイエバエ、日本脳炎を媒

介するアカイエカ、都市化と共に問題になっているホシチョウバエなど8科35種である。こ

れまでに18科46種が記録されており、今回の調査ではこのうち肉食性のアオメアブ、山地

性で幼虫がアリやシロアリの巣中に住むアリスアブ、鱗翅目の幼虫に卵を産みつけるブラソ

コヤドリバエなどが未確認となっている。

○ ノミ目（隠翅目）

これまでに1科2種が記録されているが、今回の調査では主にイヌ、ネコに寄生するネコ

ノミ1種だけが確認され、ヒトやイヌ、ネコに寄生するヒトノミは、確認されなかった。

○ 鞘翅目

これまでに45科289種が記録されているが、今回の調査で確認されたのはその半数にも満

たない121種である。未確認種のなかにはドウガネブイブイなどのようにまだ生息して

いると思われるものも含まれているが、相当に減少したことは否めない。今回の調査で確認

された種類は、大型地表性昆虫のアオオサムシのほか、糞虫の代表であるセソチコガネ、動

物の死体などに集まるコクロシデムシやヒラタシデムシ、強く触れると体液によって炎症を

起こすことで知られるアオバアリガタハネカクシ、クヌギーコナラ林の指標種であるカブト

ムシ、竹の害虫のタケトラカミキリなどである。一方、未確認種の中には大型の水生昆虫で

あるゲソゴロウや、七色に輝くタマムシ、夏の夜の風物誌であるヘイケボタルやゲソジボタ

ルなどが含まれている。このうちホタルについてはすでに自然の状態ではみられなくなり、

､る段階である。現在は区民の積極的な努力によって人工増殖が進められて、
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o 膜翅目

これまでに17科74種が記録さｵrているが、今回の調査では6科25種が確認されただけであ

り、相当に減少した種群となっている。今回の調査で出現した種類はアミメアリ、クロオオ

アリ、ヨウシュミツバチ、キイロスズメバチ、などであり、泥で壺状の巣を造るトックリ

バチやミカドドロバチ、狩りの天才ジガバチやクモに卵を産みつけるベッコウバチなどは

確認されなかった。

②注目される昆虫類

環境庁による自然環境基礎調査を参照して、今回の調査で確認された種類のなかから、注目

される種類を選定した。

「日本の重要な昆虫類」（環境庁編：1980）では、10種の全国レベルでの指標昆虫、及び

各都道府県毎に独自に選定した特定昆虫類があげられているが、ここでは杉並区の位置する東

京都のみでなく、千葉県、埼玉県、神奈川県といった近県で選定されている種類も含めた。ま

た、「動物分布調査のためのチェックリスト（中）」（環境庁：’鵠3）による、稀少種及び

指標種の候補とされる種類も対象とした。その結果を表2に示したが、前者に該当するのはオ

オムラサキをはじめ11種、後者に該当するのは16種である。但し、合計では重複する種類が

ある為、25種となる。

以下に今回の調査で確認された25種類について、生息の概況を示す。

○ トンボ目

・ ウチワヤソマ（サナエトソポ科）

サナエトソボ科では最大の種深い泥底の池の指標種であり、神奈川県では絶滅の危機

に瀕しているとされている。杉並区でも生息地は限られると思われ、今回の調査では大き

な池のある善福寺で確認されたのみである。

、 カトリヤソマ（ヤンマ科）

幼虫は主に平地の池沼などに生息し、成虫は薄暗い樹林にみられ、夕暮れ時などに活発

に活動する。今回の調査では都立農芸高校のみで確認されている。

・ オニヤソマ（オニヤソマ科）

神奈川県では、絶滅の危機に瀕している種とされている。今回の調査では善福寺の上池

と下池で確認されている。杉並区のような市街化の進んだ地域では珍しいが、よそから飛

来した可能性が高い。

・ コシアキトソボ（トソポ科）

神奈川県では、絶滅の危機に瀕している種とされている。木立に囲まれた池沼に発生す

ることから、杉並区でも生息地は限られると思われ、今回の調査では善福寺下池で確認さ

れたのみである。

○ 直翅目

・ アオマツムシ（コオロギ科）

本州の関東以南から北九州まで分布する。埼玉県や神奈川県などでは分布域が限られる

種とされているが、もともとは中国大陸から侵入してきたものと考えられ、数度にわたっ

てその分布域を拡げている帰化昆虫である。どちらかといえば良好な自然というよりむし
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ろ都市化の指標種である。杉並区でも昭和の初め頃から記録されており、一時アメリカシ

ロヒトリなどの駆除の影響で減少したようであったが、今回の調査では広い範囲で多数確

認されている。

・ カネタタキ（コオロギ科）

平地の二次林の指標種で、市街地でもみられる。マサキなどの庭木や低木で、昼夜とも

チソチソと鳴くが、ススキやヨモギのあるところにも多い。今回の調査では、善福寺公園

や和田堀公園など比較的多くの地点で確認されている。

○ 半翅目

・ アカスジキソカメムシ（カメムシ科）

クヌギなどを交えた雑木林などにみられ、サクラの木にもよくみられる。比較的大型の

美麗なカメムシであり、神奈川県などでは良好な環境の指標として位置づけられている。

都市化が進むにつれ生息地が局限されてきているが、今回の調査では上井草で確認されて

いる。

・ アメソポ（アメソポ科）

平地の池、沼などの静水や小川などいたるところの水域に生息し、小さな水溜りにも飛

来する。肉食性で主に昆虫の体液を吸う。今回の調査では善福寺池などで確認されている。

・ アブラゼミ（セミ科）

全国に分布する普通種であり、平地から山地までみられるが、北限が問題とされる。杉

並区内でも生息地は多く、区民のアンケート調査では広い地域で記録されている。

・ ミソミソゼミ（セミ科）

アブラゼミ同様全国に分布するセミであり、平地から山地までみられる。都区内では都

心部に多くみられるが、杉並区ではかなり減少している。

○ 脈翅目

・ ウスバカゲロウ（ウスバカゲロウ科）

全国に分布し、林内に多い。幼虫はアリジゴクとよばれる摺鉢状の巣で知られ、今回の

調査では南荻窪で確認されたのみだが、公園や住宅地には普通に生息すると思われる。

○ 鱗翅目

・ アオスジアゲハ（アゲハチョウ科）

クスノキ科植物を食餌対象とする暖帯林の指標種である。都市域でも公園などには食草

のクスノキが植えられていることが多いことから比較的普通にみられ、今回の調査でも南

荻窪の住宅地や善福寺公園など比較的多くの場所で確認されている。

・ オオムラサキ（タテハチョウ科）

幼虫の食餌対象となるエノキ、成虫の集まるクヌギやコナラなど雑木林の指標種で、全

国レベルでの指標昆虫に選定されている。東京都内でもかつては武蔵野台地の樹林に多く

生息していたといわれるが、市街地化が進むにつれ、エノキやクヌギが伐採されたこと、

また、幼虫の越冬場所となるエノキの落葉堆積層が形成されなくなったことなどから生息

数は激減したとみられる。都区内では絶滅に瀕している種類と思われる（図2）。杉並区

内にこの種が生息するのは、図3に示したA地域である。この地域にはまとまった樹林が
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あり、エノキ、クヌギ共豊富に存在する。また、その中には人為圧が殆どかからない私有

地もあることから、かろうじてオオムラサキの生息が維持できるのではないかと考えられ

る。

・ ナミヒカゲ（ジャノメチョウ科）

日本特産種。幼虫はササ類やタケ類を食草とし､成虫は樹液などに集まる。クヌギを含む

樹林の指標種で、杉並区でも以前は多くの場所で記録されているが、今回の調査では善福

寺池で確認されたのみである｡

・ ミノウスバ（マダラガ科）

昼飛性で晩秋の’1月頃に出現する。幼虫の食草であるマサキは住宅地の庭木の代表であ

ることから、本種は市街地の指標種といえる。区内では公園や住宅地に生息すると思われ

る。

・ ホタルガ（マダラガ科）

前種同様昼間に活動する種類で、比較的目につきやすい。幼虫の食草は、神社に多いサ

カキ、二次林に多いヒサカキであることから常緑樹林の指標種となる。区内では社寺の他、

公園や住宅地に生息すると思われる。

o アメリカシロヒトリ（ヒトリガ科）

日本では、1945年に東京一横浜地区で発見された、アメリカやカナダなどからの帰化昆

虫である。幼虫は桜・バラなど100種類以上の樹木を食べ、トウカエデなどの街路樹や住

宅地の庭木につくことが多いことから、本種の生息は市街化の指標となる。昭和25～30

年頃には薬剤散布が盛んにおこなわれたことなどから以前ほどではないが、区内には広く

分布すると思われる。

○ 双翅目

・ セスジユスリカ（ユスリカ科）

暖地では年中羽化している。幼虫は赤ボウフラ（アカムシ）で、熱帯魚などの餌にされ

る｡有機物の多い下水等に普通にみられる種類で水質汚濁の指標とされるが、蚊のように

刺すことはない。

・ メスアカケバエ（ケバエ科）

日本各地に普通の種で、幼虫は土壌の腐食質を食し、群生する。農業構造改変にともな
●

って減少傾向にあるとされ、区内でもアスファルト化などによってあまりみられない。

・ シオヤアブ（シオヤムシヒキ）（ムシヒキアブ科）

日本特産の種で、わが国には広く分布する。樹林性でコガネムシ類など他の昆虫を捕食

’

するが、市街地では少なくなった種類である。杉並区でも善福寺公園のような場所でしか

みられないと思われる。

・ ホソヒラタアブ（ハナアブ科）

日本全国に分布し、幼虫はアブラムシを捕食する。成虫は春から秋までみられ、菜の花

などの花上にいることが多い。二次林から草地の指標種で、区内では公園や畑地などに生

息すると思われる。
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表2 杉並区において注目される昆虫類と選定理由

第2回自然環境保全基

礎調査:環境庁(1980）

調査対象種注'）

第3回自然環境保全基

礎調査:環境庁(1983）

稀少種．指標種注2）
の候補種

'85､'86年度の最新の

確認記録

科目 種

善福寺池'85.8

都立農芸高校’85.9

善福寺上池’85.9

善福寺下池’85.9

高井戸’86．10

善福寺池’86.9

上井草’86.5

南荻窪’86.9

都立農芸高校’86．10

南荻窪’86.8

南荻窪’85.9

久我山2丁目’86.9

善福寺池85』1（幼虫）

善福寺池’86.9

都立農芸高校’86．11

永福町’85.9

南荻窪’85.9

南荻窪’85．10

都立農芸高校’86.5

南荻窪’86.8

善福寺上池’85.7

善福寺上池’85.8

善福寺池’86.9

どんぐり山公園’86.9

善福寺上池’85.5

25

トンボ サナエトソポ

ヤソマ

オニヤソマ

トソボ

コオロギ

神奈川(D。G)ウチワヤンマ

カトリヤソマ

オニヤンマ

コシアキトソポ

アオマヅムシ

カネタタキ

アカスジキソカメムシ

アメソボ

アブラゼミ

ミソミソゼミ

ウスバカゲロウ

アオスジアゲハ

オオムラサキ

ナミヒカゲ

ミノウスバ

ホタルガ

イポタガ

コシロシタバ

セスジユスリカ

トウキョウヒメハソミョウ

ミヤマクワガタ

ヒラタクワガタ

カナブン

ヨツボシケシキスイ

スズメバチ

25

指

神奈川(D･G)

神奈ﾉ||(D．G)

神奈川・埼玉(B)

函
一
一
麹 指

カメムシ

アメソポ

セミ

神奈川(G) 指一指一指指指一搾一稀指指一指一指一指

癌一認 ウスバカゲロウ

アケハチョウ

タテノ､チョウ

ジャノメチョウ

マダラガ

埼玉(G)

指

イポタガ

ヤガ

ユスリカ

ハンミョウ

クワガタムシ

蝿一蝿

千葉(C)

神奈川(D．G）

神奈川(D)

コガネムシ，

ケシキスイムシ

スズメバチ

21

指
一
指

睡一８ 神奈川(G)

11 16

注1)指は指標昆虫、その他は東京、神奈川、埼玉、千葉各県の特定昆虫。記号の内容は次の通り。

記号 理 由

日本国内では、そこにしか産しないと思われる種

分布域が国内若干の地域に限定されている種

普通種であっても、北限・南限など分布限界になると思われる産地に分布する種

当該地域において絶滅の危機に瀕している種

近年当該地域において絶滅したと考えられる種

業者あるいはマニアなどの乱獲により、当該地域での個体数の著しい減少が心配される種

環境指標として適当であろうと考えられる種

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

L、

注2） 稀：稀少種候補種

指：指標種候補種

注3）指標種は、当該生息環境を特徴づけるという意味であり、稀少なもの、珍らしいものとは限らな↓b
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図2東京都内のｵｵﾑﾗｻｷの分布 ｜邸|杉並区

■エノキの分布（植物調査の結果より）

●クヌギの分布（植物調査の結果より）

①ｵｵﾑﾗｻｷ
注)A地域は善福寺公園・東京女子大学など良好な林の残る地域

図3オオムラサキ幼虫の食餌対象となるエノキと成虫の集まるクヌギの分布状況
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○ 鞘翅目

・ トウキョウヒメハソミョウ（ハソミョウ科）

グランドや畑地など比較的かたい地面の場所で見かけられるが、開発の影響を受け易

い種類である。千葉県では分布の北限にあたる種として位置づけられている。今回の調査

では南荻窪で確認されたのみである。

・ ミヤマクワガタ（クワガタムシ科）

カブトムシとともに人気の高い昆虫で、クヌギなどのブナ科植物に集まる。神奈川県で

は、絶滅の危機に瀕している種とされている。今回の調査では、善福寺上池で確認されて

いるが、杉並区内のコガネムシ類相の調査結果（石田：1986）によると人為的に持ち込ま

れた可能性が高いとされている。

・ ヒラタクワガタ（クワガタムシ科）

前種同様クヌギなどの樹液に集まり、やはり神奈川県では絶滅の危機に瀕している種と

されている｡今回の調査では善福寺上池で確認されているが、前記の区内のコガネムシ類

相の調査結果によると、ミヤマクワガタと同様人為的に持ち込まれた可能性が高いとされ

る。

・ カナブソ（コガネムシ科）

くずれた朽ち木の中などに産卵し、幼虫は朽ち木などの腐食質を食べる。成虫はクヌギ

の樹液などに集まることから、二次林の指標種とみなされ、今回の調査では善福寺公園な

どで確認されている。

・ ヨツボシケシキスイ（ケシキスイムシ科）

樹皮の隙間に産卵し、幼虫は樹液のほか昆虫類の幼虫も食べ、木の根元の樹皮や樹穴で

蝿化する｡また、成虫はクヌギの樹液に集まり、今回の調査では善福寺公園などで確認さ

れている。

○ 膜翅目

・スズメバチ（オオスズメバチ）（スズメバチ科）

最大のスズメバチであり、どちらかといえば山地性で神奈川県では環境の指標として適

当な種とされている。区内ではスズメバチ類の記録が比較的多いが、大半はキイロスズメ

バチのようであり、本種は善福寺公園など限られた環境に生息すると思われる。

③主な種類の生息分布状況

ここでは杉並区における過去の記録や'85､'86年度の現地調査結果並酬こその他の資料から、

トソボ・チョウ、セミ、ハチ類といった比較的目立ち易く情報量の多いグループについて、そ

の分布状況を明らかにした。

このうちセミについてはアンケート調査、ハチについては苦情に基づく防除実績（環境保全

課による）の結果を採用したものである。
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｜ トソポ類

いずれの種類も善福寺公園(池)並びに善福寺川沿いを中心に生息記録が認められる

（図4）。比較的広域の分布傾向を示すのはアキアカネ、シオカラトソポ、ギンヤンマ、

ウスバキトンポなどだが、現状ではいずれも善福寺公園(池）に集中する様子が見られる。オ

オヤマトソポ、ウチワヤソマなども、この地点でのみ記録されている。

ﾄソボﾄソボ ﾝﾏ’ソマ

mm ImIm
…… 1”1”

ﾄソボﾄソボ アカネアカネ

⑪⑪

唖唖 1m1m |⑪JEI|⑪JEI

トソボトソボ

⑪⑪⑪
凡例 □

○

'85,,86年以前に出現

'85,,86年の調査時に出現

● 以上の双方で出現

1噸1噸

図4 主なトンボ類の生息分布状況
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ﾄンボトンボ

⑪ 江

咽 1mⅧ I岬

－

ヤンマ ソーマ

⑪⑪

Ⅷ tm… 1m

－－

li チョウ類

水域に依存するトソポ類とは異なり、分布はかなり普遍的な様相を示す（図5）。特にナ

ミアケハ、クロアゲハ、キチョウ、モソシロチョウ、スジグロシロチョウ、ルリシジミ、ヤマトシジミ、

ヒメジャノメなどでは、その傾向が強い。このうち、スジグロシロチョウは本来森林周辺の

チョウで、主に林縁の日陰などに生息する種類であったが、近年都市域ではモソシロチョウ

より多く見られるようになった。

一方、逆に分布域が限定されている種類はダイミョウセセリ、ミズイロオナガシジミ、テ

ソグチョウ、ヒオドシチョウ、オオムラサキなどである。いずれも今回の調査では善福寺公

園だけにしか出現していない。
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■

ゲハ）ゲハ） アゲン、アゲン、

⑪⑪ ⑪⑪

和和 I虹I虹 ⅧⅧ 1噸1噸

ヤノメヤノメ

⑪⑪

函函 l咽l咽

チョウチョウ

篭
⑪⑪

珈珈 I唖I唖

シジミシジミ

図5 主なチョウ類の生息分布状況
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ダイミョウセセリジミ

⑪ ⑪

Ⅷ 1噸､、 I皿

テソグチ ヨウ ラサキ

⑪ ⑪

鋤 1mⅦ 1皿

チョウ

⑪

唖 1m

'85,,86年以前に出現

'85,,86年の調査に出現

以上の双方で出現

凡例 □

○

●
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ill セミ類

1986年度に実施された「セミのぬけがらしらべ」アンケート調査によって、現在杉並区に

生息が認められている5種のセミ類のうちアブラゼミ、ニイニイゼミ、ヒグラシの3種につ

いて興味深い結果が得られた（図6)｡

このなかでは、1回のアソケートのみであるが、アブラゼミが最も普遍的で広域に分布し、

個体数も多く、抜け殻の記録数は合計644個となっている。しかし、抜け殻の数の多いのは、

やはり緑の多い善福寺公園皇大宮八幡となっている。

一方、ヒグラシやニイニイゼミになると分布域は限られるようであり、2回のアンケート

結果を合わせても、メッシュ数でいうとヒグラシが19地域、ニイニイゼミが18地域に記録

がみられるのみである。抜け殻の記録はニイニイゼミが'85年度1個、’86年度107個で、

ヒグラシが'85年度43個、’86年度20個で、ニイニイゼミのほうが多し､傾向を示し特に善

福寺公園での記録が最も多い。いずれも樹林の減少や地表面の人工地化などにより、減少し

ていると考えられる。

蝿①ニイニイゼミ

；…削錘、|、斗●{7EL/ 、

鞠…＝ m lm 2咽
I ■ 一

の

ヒグラシ

_EL

麩

騎塞‘・~､
－ 一

鑿

図6 主なセミ類の生息分布状況
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①
【●

アブラゼミ

注）’85年、及び'86年の記録
§仲 1m 2mm

Ⅳ ハチ類

ハチの営巣にかかわる苦情処置実績をまとめた杉並区防除指導受理処置表（1986年5月28

日から1987年3月12日までの記録）から、ハチ類の分布状況を示した（図7）。

この結果を見ると、苦情の多い種類はスズメバチ類、アシナガバチ類、ハナバチ類である。

このうち、ハナバチ類は殆ど人間に危害を加えることはないが、スズメバチ類、アシナガバ

チ類は時に人間を刺す。場合によってはこれらのハチに刺されたショックで死亡することも

ある。

スズメバチ類及びアシナガバチ類ははぼ杉並区全域に分布しているようである。なお、ス

ズメバチ類の種類についてだが、土中や木の洞に巣を造るいわゆるスズメバチ（オオスズメ

バチ）は数少ないものと考えられる。キイロスズメバチは屋根の軒などに巣を造ることから

ここでスズメバチと称されている種類は大半がこの種ではないかと思われる。
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図7 主なハチ類の生息分布状況（営巣箇所の分布）
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④環境別の種類組成

今回の調査で出現した種類並びに未確認ながら生息の可能性がある種類を対象に、環境別の

種類組成を明らかにした。環境の類別については便宜上、市街地、畑地、住宅地、小公園、風

致公園に分けた。

各環境の内容は以下のとおりである。

市街地 ：区内の国鉄駅及びその周辺、主要街道両側のように住宅、ビル、商店街等が林立し、

緑は街路樹のほか殆ど無い地域

畑 地 ：生産農場、生産緑地（植木）、区民農園、学校農場などの地域。

住宅地 ：庭があり多少の緑が残る地域･

小公園 ：児童遊具が設置され、周囲に樹木が植栽されている中小の公園。

風致公園：緑化度が高く面積も広い公園、樹木の多い寺、神社、河川敷、グランド、学校等の

地域。

上記の各環境に生息する種類を現地調査の結果や当該種の生態等から判断し、目別に整理し

て表3，図8に示した。従って、精度についてはやや欠けるところもあると思われるが、おお

よその傾向はつかめるものと判断される。

この結果、風致公園は大半の目にわたって他の環境より生息種類数が多くなっているが、鱗

翅目の蛾類については、住宅35種、風致公園33種と、住宅地の方がやや多い。住宅地には街

路樹や庭木につく種類が多く生息していることや、目につきやすいことも影響していると考え

られる。

全体の種類数でみると、最も多いのは風致公園で352種、最も少ないのは市街地で72種に過

ぎない。この違いは、基本的には緑の量の多少に起因していると思われる。一方、興味深いの

は住宅地の結果で、生息種類が190種と風致公園に次いで多かったことである。屋敷林の存在

など緑の量が多いことと、比較的人為の介入が少ないことなどが、この様な結果をもたらした

ものと考えられる。このことは今後、更に充実した緑域を形成することが出来れば、住宅地の

緑はかなり多くの昆虫類が生息しうる可能性のあることを示唆している。

図9は、各環境別に主要目の占める割合をみた図である。全体(計)の構成が最も標準的

とみなすと、風致公園が最も標準に近くバラソスが良い。逆に、市街地では鱗翅目の割合が46

％とかなり高い傾向を示し、バラソスは悪くなっている。鞘翅目では、風致公園で34％と高

いが、他の環境では全般に低い傾向がみられる。双翅目をみると市街地と住宅地に各々15％、

12％と高く、畑地、小公園、風致公園では低くなっている。このことは、双翅目が都市化にあ

が35％と多いのが特徴といえる。

る程度耐えられる種類を多く含むためと考えられる。その他では、畑地で直翅目（バッタ類等 ）
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表3琿境別目別生息種類数の構成（推定を含む）

目 名 風致公園

トンボ目（蜻蛉目） 22

直翅目 17

ナナフシ目 1

ハサミムシ目（革翅目） 3

網翅目 4

シロアリ目（等翅目） 1

チャタテムシ目（噛虫目） 0

シラミ目 O

半翅目 59

2

鱗翅目（蝶類） 34

鱗翅目（蛾類） 33

鞘翅目 121

双翅目 28

ノミ目（隠翅目) 0

膜翅目

計 352

27

》’四一９ｌ０ｌ１ｌ４１１２”’１｜昭一妬犯澱－１型叩

岬６３ｌ０ｌ１ｌ３ｌ１ｌ０ｌ０ｍ－２｜咽一四一浬４’０｜皿一山

ｌ０ｌ０ｌ２ｌ１ｌ１ｌ２ｌ３０６｜”ｌ６ｌｕ－１ｌ６ｌ泥

鋤－２｜咽Ｏ２４ｌ１０ｌ０ｌ６０｜順一７｜”ｌ５ｌ０ｌｍｌ卯

幟－２’４

計一型一”ｌ１ｌ３ｌ７ｌ１１２Ｍｌ３｜”｜帥”“’１｜”｜畑

脈翅目脈翅目

(種）

500

431

400

352

生
息
種
類
数

300 ー

190
200

111

吻吻鯵
100

0 ー ‐－ －－三二二

I I ’ I I

風致公園 住宅地 小公園 畑 地 市街地 計

図8 琿境別の生息種類数（推定を含む）
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図9 環境別目別生息種類数の構成

⑤杉並区の昆虫相の特徴、特にチョウ類を主体として

都内各地におけるチョウ類の最近の記録をみると、自然の残された山地のある青梅市では82

種（'77年以降の記録、青梅市郷土博物館：1982)と多い力､23区内での記録としては杉並区

（'85,,86年の確認種）は37種で、大田区の21種（'80年以降の記録、大田区：1984）や目黒

区の27種('80年以降の記録、目黒区:1985)より多く、世田谷区の45種('77-'80年の記録、

福田：1981）や板橋区の40種('80年以降の記録、板橋区:1986)より少ない。杉並区の記録

にはモソキアゲハなど、確実に生息すると思われる種類でも、現地調査で確認されなかったも

のは含めなかったため、実質は板橋や世田谷と同程度と思われる。従って$23区内では比較

的多い方であると考えられる。

次に、都内各地域におけるチョウ類の分布型及び生息型からみた構成を示すと図10のよう

になる。

分布型はわが国に生息するチョウ類を旧北区系、朝鮮一ウスリー系、西部支那系、インドシナ

系、広域分布熱帯系、日本特産種に区分したもの(藤岡：1975）だカミ東京都で記録されている種

類は、朝鮮ウスリー系が29％と最も割合が高い。それからみると、青梅市ではほぼ同様な構成

となっているが、都区内の記録ではむしろ西部支那系の割合の方が高くなっている｡23区で朝

鮮ウスリー系が少ないのは平地で比較的温暖なことによると思われるが、都市域においては、

冷暖房や自動車の排気ガス等による気温の上昇．微気象の変化の影響ということもあるかもし
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れない。

生息型は日浦他（1972）によったが、東京都で記録されている種類は半人工植生（山村的）依

存型に区分される種類（杉並区で記録されている種類ではコチャバネセセリ、ジャコウアゲハ

等）が38％と最も割合が高く、うっ閉森林依存型に区分される種類（ダイミョウセセリ、ヒオ

ドシチョウ等）がそれに次ぐ。それからみると、青梅市ではほぼ同様な構成となっているが、

都区内の記録ではうっ閉森林依存型や半人工植生（山村的）依存型の割合はやや低く、むしろ

人工植生依存型(モソシロチョウ、ツバメシジミ等）や半人工植性(農村的)依存型(キアゲノ、キチョ

ウ等)の割合が高い傾向がみられる。都市化の波を大きく受けるほどチョウ相全体の中ではうっ閉

森林依存型が減少し、相対的に人工植生依存型や半人工植生（農村的）依存型の割合が増加す

るといえる。実際杉並区では絶滅したと思われる種類は次にあげるようにうっ閉森林依存型や

半人工植生（山村的）依存型の種類が多くなっている。

うっ閉森林依存型 ムラサキシジミ、イチモソジチョウ、ミズジチョウ、クモ

ガタヒョウモソ、コジャノメ（5種）

ギソイチモソジセセリ、ツマグロキチョウ、ジャノメチョ

ウ（3種）

ミヤマセセリ、アカシジミ、ウラナミアカシジミ、ミドリ

シジミ、コツバメ、ミヤマシジミ（6種）

キマダラセセリ、コムラサキ（2種）

チャバネセセリ、ウラナミシジミ（2種）

特殊植生依存型

半人工植生（山村的）依存型

半人工植生（農村的）依存型

人工植生依存型

以上に述べてきたことからみて、環境の変化（悪化）が種類数の減少を引き起こすものとす

ると、杉並区のチョウ類はいずれも現在よりさらに減少することは容易に想像し得る。現在、

杉並区に生息し、大田区ではすでに見られなくなった種類を上げると、キアゲハ、ミドリヒョ

ウモソ、オオチャバネセセリ、ミズイロオナガシジミ、トラフシジミ、カラスアゲハ、ツマキ

チョウ、ウラギソシジミ、テソグチョウ、コミスジ、ヒオドシチョウ、ゴマダラチョウ、オオ

ムラサキ、ヒメ アカタテハ、アカタテハ、コチャバネセセリの16種である。今後、杉並の自然

環境を考える場合、現水準を指標するこれらの蝶の動向には十分注意する必要があると考える。

いずれにしても杉並区の昆虫相は、緑地や食草、食樹の減少によって、うっ閉森林依存型や

半人工植生（山村的）依存型のチョウ類が減少したこと、あるいは河川及び周辺の改修等によ

って河川敷の植物に依存するチョウ類が減少し、また流水性のトンボが絶滅したことなどから、

全体的には都市化・市街地化による影響を受けていわゆる都市型の貧弱な昆虫相になっている

といえる。しかし、そのなかにあって区の北西に位置する善福寺公園を中心とした地域では、

国蝶のオオムラサキのほかゴマダラチョウ、テソグチョウ、平地性ゼフィルス（ミドリシジミ

類）のミズイロオナガシジミが生息していることなどから、杉並区全体の昆虫相をより豊かな

ものに引き上げているとみなされる。
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東京都：白水隆(1958)

囮A圏B圏C函D圏E 大田区:大田区（1984）
目黒区：目黒区(1985)

生息型
板橋区：板橋区（1986）

A人工植生依存型 世田谷区：福田晴男(1981)
B半人工植生（農村的）依存型
c 半人工植生（山村的）依存型 また､分布型及び生息型の区分は
D 特殊植生依存型 次の資料によった

Eうっ閉森林依存型 藤岡知夫(1975)
日浦勇他（1972）

図10 都内各地のチョウ類と分布型、牛息型
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⑥その他（絶滅したと思われる種及び未 （種）

確竪種について) 60

ここでは生物的特性が比較的解明さ
50

れているトンボ、チョウ、カミキリ類を

主な対象として、今回の調査で見られな

かつた種、絶滅したと思われる種につい

て検討した。
30

1 トンボ類

トンボ類は幼虫の生息環境からみて、
20

大きく河川に生息する流水性の種類と

池沼や湿地などに生息する止水性の種

類に分けられる。杉並区でこれまでに

記録された種類と今回の調査で確認さ 0

40 11

10 1
363636363636

蓼
U I

れた種類について、幼虫の生息環境か 総 数 確認種数

ら区分したのが図11である。 圀止水性 因流水性 因その他
双方を合わせ52種のトンボが記録

注）今回調査分を含むこれ迄の記録すべてを
されたことになる（カワトンボについ 対象とした。また、水域の区分は石田他

（1985）によった。
ては亜種の区分はしていない）が、

図11トンボ類の幼虫期における生息水域区分
そのうちアオハダトンポ、ダビドサナ

エなど15種は流水性で、キイトトソボ、シオカラトソボなど36種が止水性である。なお、

オニヤンマについては河川上流の小さな流れに多いが、湿地などの止水域にもみられるため、

ここではどちらにも含めていない。

ところで、今回の調査では17種が確認されているが、そのうちオニヤソマ以外は全て止水

性の種類である。しかし、前述のようにオニヤソマは広範囲な環境に生息するため、厳密に

は流水性のトンボはゼロということになる。

これらのことから、都市化によって最も打撃を受けるのは流水性のトソボであることは明

らかである。しかも三面コンクリート張りの河川が大半であるために、これらのトンボは復

活する可能性は少ない。ただ、善福寺上池と下池を結ぶ流れなどのように、一部には流水性

の種類の生息地となり得る水域も残されていることから、河川環境の保全をして行くことは

必要であろう。

li チョウ類

チョウ類の生活は植物への依存度が高く、幼虫の餌となる植物（食草、食樹）や成虫が吸

蜜する為の花などがあれば、都市域でも生息し得る種類が少なくない。しかし、食餌植物が

あっても減少もしくは絶滅する場合もある。これは同一の食餌対象をめく･る種間競争や、全

般的な緑の減少に伴う寄生蜂などによる影響の増大などのためと考えられている。また、緑

地の減少はそのチョウの卵から成虫期における生活史の全般を通じて生息条件が減少するこ

とをも意味する。大まかにいえば、緑地の減少一食餌植物の減少一産卵の減少一個体数の減

少一繁殖機会の減少といったサイクルで再生産が縮小していくことになる。いずれにしても、
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基本的にはチョウ類が減少あるいは絶滅する原因は植物が減少することにあるといえるであ

ろう。

今回の調査で未確認であった種類のうち、まだ生息していると思われるモソキアゲハとジ

ャコウアゲハの2種を除く17種について、その要因を考えると以下のようになる。なお、こ

れら杉並区内では絶滅したと考えられる種、あるいはそれに近い状況にあると思われる種類

の食草の一覧を表4に示した。

○水田・河原等の環境が減少したために減少もしくは絶滅したと考えられる種類

ギソイチモソジセセリ、ツマグロキチョウ、ミドリシジミ、ミヤマシジミ、クモガタヒ

ョウモソ、コムラサキ、ジャノメチョウ

このうち、河原などの草地に生育するコマツナギだけを食草とするミヤマシジミ、カワ

ラケツメイを食草とするツマグロキチョウ、及び河辺に生育するヤナギ類を食餌対象とす

るコムラサキ、ハソノキ類を食すミドリシジミなどは食餌植物が無くなったことによる影

響が最も大きいと思われる。

○食草はあるが、同一食草をめ<･る種間競争、あるいは全般的な緑の減少に伴う隠れ場所

の消失、それに伴う寄生蜂などの影響の増大、などのため減少もしくは絶滅したと考え

られる種類

ミヤマセセリ、ムラサキシジミ、アカシジミ、ウラナミアカシジミ、コツバメ、イチモ

ソジチョウ

これらの内容は、チョウ類にとっても食草は重要な要素であるが、それをとりまく全般

的な自然環境も同時に重要であり、種群の維持の為にはそれらの保全も重要な課題になっ

てくる。 （種）

lllカミキリ類 35

カミキリ類の幼虫の食性は、生きた
30

植物を食べる種類と、枯れ木あるいは

伐採された食物を食べる2種類の2つ 25

に大きく分けられる。杉並区でこれま
2O

でに記録された種類と今回の調査で確

認された種類について、幼虫の食性か 15

ら区分したのが図12である｡

双方を合わせこれまでに32種の力 10

ミキリ類が記録されたことになるが、

このうぢ枯れ木または伐採木を食べる

種類はルリボシカミキリ、ヨツボシカ

｜
蕊
卿5

鯵
ー

0－－ －一－'一一一ー ーロー－

総種数 確認種数

圀生きた木を食べる種圏枯れ木を食べる種
注）今回調査分を含むこれ迄の記録すべてを

対象とした。また、食性は小島他(1969)
，によった。

図12カミキリ類の幼虫期における食性区分

ミキリなど24種で全体の4分の3を

占め、生きた木を食べる種類はミヤマ

カミキリ、キボシカミキリなど8種で

全体の4分の1となる。

-146-



表4絶滅したと思われる種あるいは今回の調査で確麗されなかった種とその食餌植物

ギ
ソ
イ
チ
モ
ソ
ジ
セ
セ
リ

キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
叩
〆

．
》
ソ
ヤ
ノ
メ

イ
チ
モ
ソ
ジ
チ
ョ
ウ

ク
モ
ガ
タ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

ソ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ

コ
ツ
パ
。
メ

ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ

ア
カ
シ
ジ

ウ
ラ
ナ
、
、
、
ア
カ
シ
ジ

ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ

コ
ム
ラ
サ
キ

チョウ

ド
リ
シ
ジ

ス
ジ
チ
ョ
ウ

ヤ
マ
セ
セ
Ⅱ

ヤ
マ
シ
ジ

植 物

イネ科 アシポソ

アブラススキ

スズメノカタピラ

イネ

エノコログサ

オヒシバ

ジュズダマ

ススキ

チガヤ

チヂミザサ

ノガリヤス

イヌビエ（ノピエ）

アズマネザサ

メダケ

メヒシバ

ヨシ

各種

４
４
４
２
４
４
３
３
４
４
３
３
４
３
４
３
４

１
１

１
１

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１

１
１

1

1

１
１

１
１

1

11］

1

1

カエデ科 イタヤカエデ

イロハモミジ

オオモミジ

チリメンカエデ

メグスリノキ

ヤマモミジ

クマシデ

ケヤマハソノキ

ノ、ソノキ

ヤマノ､ｿﾉｷ

３
３
３
５
３
３
’
３
２
３
２

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

カバノキ科 1

１
１
１

カヤツリグサ科 各種 4 1

スイカズラ科

ウドン
ギ

ラ
ニ
ギ
ッ

ミ
ズ
キ
ッ
ウ

ズ
カ
ヌ
ウ
ネ

マ
イ
キ
ニ
コ

ガ
ス
ッ
タ
ハ

４
４
５
５
３

1

１
１
１
１

スミレ科 スミレ属各種 4 1

ソツジ科 アセピ

ナツハゼ

シャクナゲ

ヤマツツジ

ネジキ

４
２
５
３
２

１
１
１
１
１

バラ科

ブナ科

ウワミズザクラ

リンゴ

アカガシ

アラカシ

カシワ

クヌギ

コナラ

シラカシ

スダジイ

カワラケツメイ

コマツナギ

アメリカヤマナラシ

ウソリュウヤナギ

シダレヤナギ

３
５
’
３
４
３
４
４
４
４
’
’
１
３
’
’
５
３
４

１
１

１
１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

１
１
１

１
１

1

1

マメ科

ヤナギ科

1

1

１
１
１

１
１

注）植物の種名の後の数字は、以下の内容を示す。

1：昔はあったと考えられるが、今は殆どない（今回の植物調査で出現せず）。

2：今回の植物調査では出現していないが、今でも少しある。

3：現在でもあるが数は少ない。

4：現在あり、普通～多い。

5：少数栽培（植栽）されている。
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今回、杉並区で確認されたカミキリ類は9種であるが、このうちヒメクロトラカミキリ、

タケトラカミキリ、アトジロサビカミキリ、ケシカミキリ、ブドウトラカミキリ、マツノマ

ダラカミキリの6種は枯れ木または伐採木を食べる種であり、キボシカミキリ、カタジロゴ

マフカミキリの3種は生きた木を食べる種類である。枯れ木または伐採木を食べる種類が18

種も未確認となっていることが特徴となっている。生きた木を食べる種は5種だけが未確認

である。

枯れ木または伐採木を食するカミキリ類がより多く未確認になっている原因は、庭や公園

などでは枯れ枝や枯葉、あるいは伐採された木がそのまま放置されることなく、捨てられて

しまうことなどにより、少ないためではないかと考えられる。
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3）両生類・爬虫類

(1)調査内容及び方法

杉並区に生息する両生類・爬虫類の分布状況を把握する目的で、アソケート調査を実施した。

アンケートの対象としたのは、これまでにも各種の生物調査で協力を得ている640名の杉並区民

である。今回は書き込み式の用紙を郵送して回答を得る方式を採用した。

②調査結果及び考察

アソケート調査の回答率は28．6％であった。また、生息情報の殆どは最近5年以内に集中し

ており、便宜上それらを現在生息するものとして扱った。以下に、その結果を述べる。

① 両生類

生息情報が得られた種類は、表1に示したとおりヒキガエル、アマガエル、ウシガエル

の3種類であった。以前に生息していた種類としては、アカガエルが昭和10年代に水田で見ら

れたという情報があった。また、イモリの生息情報が数例寄せられたが、これは爬虫類のヤモ

リ、もしくはトカゲ、カナヘビとの混同の可能性が高く、ここでは生息種としては扱わなかっ

た。

次に、各種類の分布状況を生息情報に基づき、メッシュ単位で表わした（図1）。3種の

中ではヒキガエルの分布率が全メッシュの59．6％と最も高く、区内の広い範囲に分布してい

ることが認められた。アンケートの回答では9割以上が本種の生息を記録しており、区内では

最も身近かな小動物のひとつといえる。これに対してアマガエルとウシガエルは分布率がそれ

ぞれ9.9％、2．5％となり、限られた分布を示した。特にウシガエルは、善福寺川水系と妙正

寺池に生息情報が得られただけであった。アマガエルの分布傾向は捉え難い内容となっている

が、これは本種が比較的狭小な草地、ブッシュ環境にも生息し得ることから生じた結果と考え

られる。

表l 両生類生息種一覧

科目

カエル

種 一 般 的 な 特 性

林の周辺の草むら、竹やぶ、人家の庭等に生息する。

繁殖期は平地では2～4月頃。鳴き声はクワッ、ク

ワッ、クワッともクックックッとも聞こえる。卵塊

は長いひも状となる。

林・草地・生垣などの低い木や草の上で生活する。

繁殖期は5～7月頃。鳴き声はケシ、ゲッ、ゲッまた

はグァ、グァ、グァと聞こえ、繁殖期以外でも雨が降

り出す前によく鳴く。水田のある所に多い。

食用に移入され、養殖されたが、現在では各地に分

布を広げている巨大なカエルで、鳴き声もブォーブ

ォーと太い声を出す。繁殖期は6～7月頃で、池な

どに大きく広がる大卵塊を産む。

ﾋキガエル ニホソヒキガエル

(アズマヒキガエル）

アマガエル アマガエル

アカガエル ウシガエル

注）（ ）内は亜種名 趣扱Lは「動物分布調査のためのチェックリスト」

（環環庁：1983）によった。
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図l 両生類の生息情報分布図

②爬虫類

生息情報が得られた種類は表2に示すとおり、カメ類、ヤモリ、トカゲ類、シマヘビ、

アオダイショウ、ヤマカガシの2目5科8種である。このうちカメ類は、クサガメとイシガメ、

トカゲ類はトカゲとカナヘビをそれぞれ含んでいると考えられるが、回答では混同していると

思われる例が多かった為、ここでは双方を区別せずに総称で扱った。種構成は、杉並区の

ように都市化が進行している地域としては、比較的多様であり、特にシマヘビとヤマカガ

シの2種類のヘビが記録されたことはやや注目される。また、カメ類については人為的に池等

に放される例が多いことから、ここに出現した個体が自然個体かどうかの区別は難しい。しか

し、区内の環境条件から考えて、繁殖個体群が維持されていることは考え難い。従って、大半

は放逐個体と思われる。

次に、生息情報に基づく種類別の分布状況を図2に示した。最も広域の分布を示したの

はヤモリで、両生類のヒキガエル同様、本種も杉並区における身近かな小動物のひとつといえ

よう。トカゲ類はヤモリ程ではないが、区内の比較的広い範囲に分布しており、まとまった緑

域である公園周辺域に分布がかたよる傾向が見られる。アオダイショウに代表されるヘビ類は、

トカゲ類より更に生息地点は減少するが、河川や池のある公園周辺域に多いようである。また、

カメ類は、和田堀公園や善福寺公園等の大きな池にかかわって分布する傾向が見られる。
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表2爬虫類生息種一覧

｜目一沁 科 種 一 般 的 な 特 性

背甲の後緑がギザギザのイシガメと、滑らかなクサガメの

2種と考えられる。いずれも池や沼、あるいは河川などに

生息する。杉並区で記録されたものの大半は飼育中のもの

が逃げ出したか、放された個体と考えられる。

両生類のイモリと混同されやすいが、本種は人家などの建

物などに住みつく爬虫類の一種指が吸盤となっているた

め、天井やガラス窓にはりついているのがよくみられる。

光沢のあるトカゲ（若い個体は尾が青い）と、カサカサし

た感じのカナヘビの2種と考えられるが、混同され萄I'も

いずれも草地．やぶなどに生息し、庭先などでもみられる｡

トカゲは石垣などをすみ家とすることが多い。

4本の黒褐色の縦線をもち、草地から林まで広い範囲に生

息する。主にカエル類や小型のヘビ類を餌とする。

成長すると、1～2m位になる。人家などに住みつくこと

もあり、ネズミ類や鳥類あるいはその卵を主な餌とする。

体色は地方によって変異があるが、関東地方などで普通に

みられるのは赤褐色と黒のまだら模様。主にカエル類や小

魚類を餌とするため、水田や河川の周辺でみられることが

多い。

イシガメ カメ類

／イシガメ、
I ）
、クサガメ／

ﾄカゲ ヤモリ ヤモリ

ﾄカゲ トカゲ類

ｲﾄｶｹ｝
、カナヘビ／カナヘビ

ヘビ ｼｰﾏｼ、ビ

アオダイショウ

ヤマカガシ

注）種の扱いは「動物分布調査のためのチェックリスト」（環境庁：1983）によった。

N

③
カメ類（クサガメ、イシガメ）

（分布率＝5．0％）

蕊
判…薮

図2爬虫類の生息情報分布図
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△ アオダイショウ

ロ シマヘビ

▲ アオダイショウ・シマヘビ

■ アオダイショウ・ヤマカガシ

● 不明種

（ヘビ類の分布率＝16．1％）
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③杉並区における両生類・爬虫類の特性

両生類ではヒキガエル、アマガエル、ウシガエルの3種が記録された。「新修杉並区史(上）」

によると、以前はイモリやマムシなども生息していたとされるが、市街地化などによって大半

が姿を消したようである。このうち､＊トウキョウダルマガエル（関東地方では一般にトノサマ

ガエルと称されていた種類）については最近も生息するとされていたが、今回の調査では生息

情報は全く得られなかった。

杉並区における3種のカエル類の記録は、目黒区（1985)や葛飾区（1987）の記録と同じ内容

であり、都市域にあっても緑地や水域など、適性な環境がわずかでもあれば生息可能な種類と

思われる。これらを、限られた面積ではあるが都心でもかなり良好な自然が残されている港区

白金の自然教育園における記録（1981）に比べると、二ホンアカガエルやツチガエルが欠けて

いることから、杉並区の両生類相はより都市的な構成になってきていることがわかる。

爬虫類についても両生類同様、都市化による影響を受けていると考えられるが、今回のアン

ケートでは8種類が記録された。この内容は、目黒区（1985)や葛飾区（1987）の記録とほぼ同

じ構成であるが、ヘビ類が3種というのはその中では多い方である。自然教育園におけるヘビ

類の記録（過去に記録のあるマムシ、シロマダラを除けば4種）に比べても1種少ないだけで

ある。このことからみて、杉並区の爬虫類相は都市化された地域の中では比較的豊かな方であ

ると考えられる。

豪現在の知見では、関東平野に生息するのはトノサマガエルではなく、本種と考えられている。
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